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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置であって、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用紙が前
記ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御すること
を特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置であって、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用紙が前
記ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
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刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中紙として利用さ
れる印刷用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に該当しない場合
は前記印刷を中止するよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項３】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置であって、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷用紙が
ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御することを特徴と
する印刷装置。
【請求項４】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置であって、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷用紙が
ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中紙として利用される印刷
用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に該当しない場合は前記印
刷を中止するよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙にも印刷を行わせるための設定が前記
ユーザインタフェースにて行われた場合には前記くるみ製本の表紙として利用される印刷
用紙にも印刷を行うよう制御し、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙に印刷を行わない場合でも、前記前記
くるみ製本の表紙として利用する印刷用紙の用紙サイズを特定するための設定については
前記ユーザインタフェースで行わせるよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う場合、少なくとも前記く
るみ製本の中紙として利用される印刷用紙に両面印刷を行うよう制御することを特徴とす
る印刷装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記ユーザインタフェースにより前記くるみ製本の表紙として利用可能な印刷用紙の選
択候補と区別して前記くるみ製本の中紙として利用可能な印刷用紙の選択候補を提示する
よう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
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　前記くるみ製本の表紙として利用不可の印刷用紙が如何なる用紙サイズの印刷用紙なの
かをユーザが識別できるように構成されたユーザインタフェース画面を前記ユーザインタ
フェースで表示するよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の中紙として利用不可の印刷用紙が如何なる用紙サイズの印刷用紙なの
かをユーザが識別できるように構成されたユーザインタフェース画面を前記ユーザインタ
フェースで表示するよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記くるみ製本の中紙として利用する印刷用紙をユーザにより選択させるためのユーザ
インタフェース画面で前記中紙として利用不可の印刷用紙を選択するための表示キーが無
効表示されるよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記ユーザインタフェースとして少なくとも前記印刷装置のユーザインタフェースが適
用されることを特徴とする印刷装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記ユーザインタフェースとして少なくとも前記印刷装置とデータ通信可能な外部装置
のユーザインタフェースが適用されることを特徴とする印刷装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　原稿読取装置からの印刷データを前記くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印
刷するよう制御することを特徴とする印刷装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　前記印刷装置のプリンタドライバがインストールされたホストコンピュータからの印刷
データを前記くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷するよう制御することを
特徴とする印刷装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記制御手段は、
　原稿読取装置およびホストコンピュータの少なくとも何れかからの印刷データを複数記
憶可能な記憶手段に対して前記くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷すべき
印刷データが記憶された後に、前記ユーザインタフェースで前記くるみ製本の中紙として
利用される印刷用紙に印刷を行うための前記設定をユーザにより行わせるよう制御するこ
とを特徴とする印刷装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５の何れかに記載の印刷装置であって、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙として、少なくとも、前記くるみ製本
の中紙として利用される印刷用紙の２倍の用紙サイズの所定の印刷用紙か、当該所定の印
刷用紙よりも更に背表紙サイズ分大きいサイズの印刷用紙が適用されることを特徴とする
印刷装置。
【請求項１７】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置によって前記印刷を
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行わせるための制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用紙が前
記ユーザインタフェースで選択されないよう制御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を前記印刷装置で行わせ
るよう制御することを特徴とする制御方法。
【請求項１８】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置によって前記印刷を
行わせるための制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用紙が前
記ユーザインタフェースで選択されないよう制御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を前記印刷装置で行わせ
るよう制御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印
刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中紙として利用さ
れる印刷用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に該当しない場合
は前記印刷を中止するよう制御することを特徴とする制御方法。
【請求項１９】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置によって前記印刷を
行わせるための制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷用紙が
ユーザインタフェースで選択されないよう制御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を前記印刷装置で行わせるよう制
御することを特徴とする制御方法。
【請求項２０】
　くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置によって前記印刷を
行わせるための制御方法であって、
　前記制御方法は、
　前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷用紙が
ユーザインタフェースで選択されないよう制御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を前記印刷装置で行わせるよう制
御し、
　前記制御方法は、
　前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙が
前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中紙として利用される印刷
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用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に該当しない場合は前記印
刷を中止するよう制御することを特徴とする制御方法。
【請求項２１】
　請求項１７乃至２０の何れかに記載の制御方法をコンピュータに実行させるためのコン
ピュータ実行可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置、制御方
法、プログラム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタル複合機において、デジタル画像処理による面つけ機能を利用した製本印
刷（小冊子印刷）が可能となり、小冊子印刷を中綴じするシート処理装置が提案されてい
る。
【０００３】
　このような中綴じ製本機能付きシート処理装置にて実現できる処理は、簡易的な製本処
理である。今後は、このような小冊子印刷等の簡易的な製本処理の他にも、本来の製本、
例えば、印刷物に糊付け処理を施す糊付け製本処理等の本格的な製本処理が要求される可
能性が考えられる。このような、糊付け製本機能を提案するべく、特開２００２－２９３
０６０号公報（特許文献１）に示される糊付け製本装置のような構成も検討されつつある
。
【０００４】
　このような糊付け製本装置は、デジタル複合機と同等な大きさか、それ以上のサイズに
なる可能性が考えられる。このような大きなサイズの糊付け製本機は、コストが高くなり
占有面積が大きくなる可能性がある。故に、コピー機室などの専用スペースを設けている
ユーザ以外は導入が難しくなる事が予想される。
【０００５】
　そこで、この糊付け製本機器サイズを小さくすることが検討されつつある。サイズを小
さくすることにより、コストも低くなり、占有面積も少なくなる。このように、この糊付
け製本機器サイズを小さくすることにより、専用スペース等が確保できないユーザであっ
ても、糊付け製本機を備えた機器の導入が可能となる等のことが期待される。
【特許文献１】特開２００２－２９３０６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、糊付け製本機のサイズを小さくすることを考えてみると、以下のような
制限事項が発生することが予想される。
【０００７】
（１）ラージサイズ（Ａ３サイズ、Ｂ４サイズ）の製本が行えなくなる。
【０００８】
（２）一度に糊付け処理可能な枚数に関しても同様に、限られた枚数に限定されてしまう
。
【０００９】
（３）紙の種類により、一度に糊付け処理可能な枚数も変化してしまう。例えば、厚紙の
場合は紙の厚みが増える分だけ糊付け可能な枚数が少なくなる。
【００１０】
　なお、市場を見ると、ラージサイズ（Ａ３サイズ、Ｂ４サイズ）の製本よりも、スモー
ルサイズ（Ａ４、ＬＴＲサイズ以下）の製本のニーズが圧倒的に高く、ラージサイズ（Ａ
３サイズ、Ｂ４サイズ）の製本のニーズは低いと思われる。一方、例えば、通常のデジタ
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ル複合機では、ラージサイズの印刷にも対応している。
【００１１】
　従って、例えば、このような小サイズのデジタル複合機等の画像形成装置や画像形成シ
ステムにおいて、糊付け製本を実現できるようになる事を想定してみると、ユーザがラー
ジサイズの製本も可能であるかのように錯覚してしまう可能性があると思われる。
【００１２】
　加えて、例えば、このようなユーザの勘違いが原因で、ラージサイズの用紙への印刷を
指定してしまい、結局、印刷は可能であっても、上記（１）の制限により製本時にエラー
となる等の不具合が生じる可能性がある。このように、ユーザの手間や資源を無駄にして
しまう等の問題が発生しうる。
【００１３】
　また、例えば、上記（２）（３）に示した処理可能な制限枚数については、該制限枚数
を把握していないユーザが、該制限枚数を超える枚数の用紙を印刷製本しようとし、製本
処理に障害が発生してしまい、ユーザの手間と資源を無駄にしてしまうことが頻発してし
まうという恐れも予想される。
【００１４】
　又、例えば、特に、厚紙等を用いた印刷製本処理を行おうとした場合、上記（３）に示
したように、その制限枚数も普通紙を用いた場合と異なってしまうため、益々ユーザには
把握しづらく、製本時の障害が頻発してしまうことが懸念される。
【００１５】
　このように、機器の仕様を細かく把握していないユーザにとっては製本処理エラーが頻
発してしまい使い勝手の悪いものとなってしまう等の問題点が想定される。
【００１６】
　このように、例えば、デジタル複合機等の画像形成装置、又は、それを具備する画像形
成システムにて糊付け処理を可能にした製品等を、問題なく、ユーザに提供できるように
するためには、対処すべき課題が存在する。
【００１７】
　又、上述の点以外にも、検討すべき課題があると思われる。例えば、ユーザが様々な製
本処理を希望する可能性も考慮して、このようなニーズに対処できるようにすることが望
ましい。又、例えば、糊付け製本印刷を実行するうえで、多種多様な出力形態をユーザが
希望する可能性も考慮して、このようなニーズにも対処できることが望ましい。
【００１８】
　このように、例えば、糊付け製本処理に関わる様々なユーザからの様々なニーズに柔軟
に対応できる、使い勝手の良い、ユーザメリットを向上させる事ができる、装置やシステ
ムを提供できるようにする事が望ましい。
【００２０】
　そこで、本発明は、上述の問題を解決できる、印刷装置、制御方法、プログラムを提供
することを目的とする。
【００２１】
　又、本発明は、例えば、ユーザがくるみ製本の中紙としてラージサイズの用紙への印刷
を指定してしまうといった不具合を抑え、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に
印刷を行うことが可能な印刷装置、制御方法、プログラムを提供することを目的とする。
【００２６】
　又、本発明は、例えば、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を実行する
うえで、多種多様な印刷出力形態をユーザが希望する可能性も考慮して、このようなニー
ズにも対処可能になる印刷装置、制御方法、プログラムを提供することを目的とする。
【００２８】
　又、本発明は、例えば、本システムは外部装置からも利用することができるので、本シ
ステムの利用効率を更に向上させる事が出来る印刷装置、制御方法、プログラムを提供す
ることを目的とする。
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【００２９】
　このように、本発明は、例えば、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を
行う印刷装置を実際に製品実用化するにあたり、従来技術として想定したような問題が発
生することを未然に防止するように働き、装置にて意図しないトラブルが起きたり、作業
者に余計な負担をかける等の問題が起こるのを未然に防止するように働く、くるみ製本の
中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置として、使い勝手の良い便利な、デ
ジタルプリンティングシステム等の印刷装置、制御方法、プログラムを提供することを目
的とする。
【００３０】
　そして、例えば、くるみ製本についての様々なユーザからの、様々なニーズに対して、
柔軟に対応することも可能となり、このよう効果を、上述のような不具合が生じる事無く
、享受可能になる、印刷装置、制御方法、プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３１】
　本発明は、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置であって
、前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に、前記
くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用紙が前
記ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、前記制御手段は、
前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズの印刷
用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御することを
特徴とする。
　また、本発明は、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置で
あって、前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に
、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙と少なくとも同じ用紙サイズの印刷用
紙が前記ユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、前記制御手
段は、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモールサイズ
の印刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御し、
前記制御手段は、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙よりも少なくともスモ
ールサイズの印刷用紙が前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中
紙として利用される印刷用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に
該当しない場合は前記印刷を中止するよう制御することを特徴とする。
　また、本発明は、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置で
あって、前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に
、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷
用紙がユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、前記制御手段
は、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙
が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御することを特徴
とする。
　また、本発明は、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行う印刷装置で
あって、前記印刷を行うための設定をユーザインタフェースでユーザにより行わせる際に
、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分よりも大きい用紙サイズの印刷
用紙がユーザインタフェースで選択されないよう制御する制御手段を有し、前記制御手段
は、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用紙
が前記ユーザインタフェースで選択された場合に前記印刷を行うよう制御し、前記制御手
段は、前記くるみ製本の表紙として利用される印刷用紙の半分以下の用紙サイズの印刷用
紙が前記ユーザインタフェースで選択されても、前記くるみ製本の中紙として利用される
印刷用紙の合計枚数が前記くるみ製本の１セットあたりの許容枚数に該当しない場合は前
記印刷を中止するよう制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
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　本発明によれば、例えば、ユーザがくるみ製本の中紙としてラージサイズの用紙への印
刷を指定してしまうといった不具合を抑え、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙
に印刷を行うことが可能な印刷装置、制御方法、プログラムを提供することが可能となる
。
【００４０】
　このように、例えば、くるみ製本の中紙として利用される印刷用紙に印刷を行うことが
可能な印刷装置や印刷システムを実際に製品実用化するにあたり、従来技術として想定し
たような問題が発生することを未然に防止し、装置にて意図しないトラブルが起きたり、
作業者に余計な負担をかける等の問題が起こるのを未然に防止し、くるみ製本の中紙とし
て利用される印刷用紙に印刷を実行できる環境を想定した、使い勝手の良い便利な、印刷
装置、制御方法、プログラムを提供することが出来る。
【００４１】
　そして、例えば、くるみ製本についての様々なユーザからの、様々なニーズに対して、
柔軟に対応することも可能となり、このよう効果を、上述のような不具合が生じる事無く
、享受可能になる等の効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　〔第１実施形態〕
　図１は、本発明の第１実施形態を示す画像形成装置（画像形成システム）を適用可能な
複写装置（デジタル複合機）の構成を示す断面図である。
【００４３】
　図１に示すように、本実施形態の画像形成装置（画像形成システムとも呼ぶ）１０００
は、リーダ部１およびプリンタ部２を有す。そして、該システム１０００は、画像形成装
置本体からのシートに対して、各種シート加工処理（例えば、くるみ製本処理、天糊製本
処理、断裁処理、ステイプル処理、パンチ処理、シフト排紙処理等）を実行可能なシート
処理装置（フィニッシャとも呼ぶ）の一例として、製本ユニット２３０も有す。
【００４４】
　以下、リーダ部１の構成および動作について説明する。なお、プリンタ部２の構成及び
製本ユニット（シート処理装置とも呼ぶ）２３０の構成および動作については後述する。
【００４５】
　尚、上記画像形成システム１０００において、リーダ部１やプリンタ部２やシート処理
装置２３０等の各種ユニットは、同一筐体内に内蔵される一体型の構成でも良いし、それ
ぞれ、別筐体の別体型の構成でも良い。
【００４６】
　又、例えば、本実施形態のように、リーダ部１とプリンタ部２を具備する画像形成装置
本体に対して、シート処理装置２３０のようなシート処理装置を、オプションとして、接
続可能にしたシステム構成でも良い。又、例えば、画像形成装置本体自身が、標準装備と
して、シート処理装置２３０を具備した装置構成でも良い。このように本実施形態は、如
何なる装置構成、システム構成であっても良い。
【００４７】
　図１に示すリーダ部１において、１０１は原稿給送装置で、この原稿給送装置１０１上
に積載された原稿束の原稿は、１枚ずつ、先頭ページから順次、原稿台ガラス面１０２上
に搬送される。原稿が原稿台ガラス面１０２の所定位置へ搬送されると、スキャナ部のラ
ンプ１０３が点灯し、かつスキャナユニット１０４が移動して原稿を照射する。原稿の反
射光は、ミラー１０５，１０６，１０７，レンズ１０８を介してＣＣＤイメージセンサ部
１０９（以下ＣＣＤと称する）に入力される。
【００４８】
　図２，図３は、図１に示したリーダ部１の信号処理構成を示す回路ブロック図である。
なお、図２，図３において、図１と同一のものには同一の符号を付してある。以下、構成
および動作について説明する。
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【００４９】
　図２に示すように、ＣＣＤ１０９に照射された原稿の反射光は、ここで光電変換され、
レッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）、ブルー（Ｂ）の各色の電気信号に変換される。そして、
ＣＣＤ１０９からのカラー情報は、次の増幅器１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０ＢでＡ／Ｄ変
換器（Ａ／Ｄ）１１１の入力信号レベルに合わせて増幅される。
【００５０】
　次に、Ａ／Ｄ変換器１１１からの出力信号は、シェーディング回路１１２に入力され、
ここでランプ１０３の配光ムラや、ＣＣＤ１０９の感度ムラが補正される。シェーディン
グ回路１１２からの信号は、Ｙ信号生成・色検出回路１１３に入力される。
【００５１】
　Ｙ信号生成・色検出回路１１３は、シェーディング回路１１２からの信号を下記の式で
演算を行いＹ信号を得るＹ生成回路と、Ｒ，Ｇ，Ｂの信号から７つの色に分離し各色に対
する信号を出力する色検出回路とを有する。
【００５２】
「Ｙ＝０．３Ｒ＋０．６Ｇ＋０．１Ｂ」
　Ｙ信号生成・色検出回路１１３からの出力信号は、変倍・リピート回路１１４に入力さ
れる。スキャナユニット１０４の走査スピードにより副走査方向の変倍を、変倍・リピー
ト回路１１４により主走査方向の変倍を行う。また変倍・リピート回路１１４により複数
の同一画像を出力することが可能である。
【００５３】
　輪郭・エッジ強調回路１１５は、変倍・リピート回路１１４からの信号の高周波成分を
強調することによりエッジ強調および輪郭情報を得る。輪郭・エッジ強調回路１１５から
の信号は、マーカエリア判定・輪郭生成回路１１６とパターン化・太らせ・マスキング・
トリミング回路１１７に入力される。
【００５４】
　マーカエリア判定・輪郭生成回路１１６は、原稿上の指定された色のマーカペンで書か
れた部分を読み取りマーカの輪郭情報を生成し、次のパターン化・太らせ・マスキング・
トリミング回路１１７へ送る。
【００５５】
　パターン化・太らせ・マスキング・トリミング回路１１７では、マーカエリア判定・輪
郭生成回路１１６で生成された輪郭情報から太らせやマスキングやトリミングを行い、ま
たＹ信号生成・色検出回路１１３からの色検出信号によりパターン化を行い、画像データ
セレクタ回路１１８へ送る。なお、図３に示す画像処理部２２は、上述した図２の１１０
～１１７に対応する。
【００５６】
　パターン化・太らせ・マスキング・トリミング回路１１７からの出力信号は、プリンタ
部２に出力する場合は、後述するＣＰＵ回路部１２２の制御により画像データセレクタ回
路１１８により選択され、画像データ減少回路１２５を介してレーザドライバ回路１１９
に出力され、レーザドライバ回路１１９で前記各種処理された信号はレーザを駆動するた
めの信号に変換される。レーザドライバ回路１１９の出力信号は、プリンタ部２に入力さ
れ可視像として画像形成が行われる。
【００５７】
　コネクタ１２１は、画像データセレクタ回路１１８により送られた画像データを、ＣＰ
Ｕ回路部１２２の指示により、例えばＬＡＮ等の所定の通信媒体２００１を介して、外部
（例えば、ホストコンピュータや他の画像形成装置等の自装置１０００とデータ通信可能
な遠隔の外部装置２００２ａ～２００２ｎ等）に、送信したり、通信媒体２００１を介し
て外部装置２００２から受信した画像データを、画像データセレクタ回路１１８に出力す
るように構成されている。このように、コネクタ１２１は、外部インタフェース機能とし
ての各種データ通信機能を有する。
【００５８】
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　画像メモリ１２０は、画像データセレクタ回路１１８により送られた画像データをＣＰ
Ｕ回路部１２２の指示により画像メモリ１２０の指定位置に後述する方法で、記憶及び読
み出しを行い、回転処理、画像をメモリ上で合成する機能を行っている。又、画像メモリ
１２０は、複数ページの画像データを記憶可能なハードディスク等の大容量画像メモリを
有する。
【００５９】
　ＣＰＵ回路部１２２は、リーダ部１からの画像データ、及び、コネクタ１２１により受
信したホストコンピュータや他の画像形成装置等の各種外部装置（図２の外部装置２００
２等）からの画像データを、上記画像メモリ１２０内部のハードディスクに記憶保持させ
るよう制御する。
【００６０】
　画像メモリ１２０内部の該ハードディスクに格納した画像データは、ユーザからの指示
に従い、適宜、該ハードディスクから読み出して、プリンタ部２や外部装置等の出力先へ
データ出力させるよう、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【００６１】
　本画像形成装置１０００は、このようなハードディスクを有する画像メモリ１２０を用
いて、複数のジョブを同時並行可能に処理できるようにＣＰＵ回路部１２２により制御さ
れる。例えば、あるジョブの画像データをハードディスクから読み出してプリンタ部２に
よりプリントさせている最中でも、当該プリント動作と並行して（同時に）、リーダ部１
や外部装置から、その他のジョブのデータを受け付け可能にし、当該他のジョブの画像デ
ータをハードディスクに格納させる等の動作を実行可能に制御する。このように、非同期
的な動作を本装置にて実行可能にしている。
【００６２】
　勿論、あるジョブの画像データをリーダ部１或いは外部装置から入力し、当該入力デー
タを、ハードディスクに記憶させるよう制御すると共に、当該データの入力動作と並行し
て、そのジョブの画像データをハードディスクから読み出し、プリンタ部２でプリントさ
せることも可能である。このように、１つのジョブの入力動作と出力動作とを同期的に実
行できるようにも構成されている。
【００６３】
　又、本実施形態の画像形成システム１０００は、リーダ部１からのジョブデータを画像
メモリ１２０のハードディスクを介してプリンタ部２によりプリントさせるコピー機能を
有するだけではなく、コピー機能以外の他の機能も有する。例えば、コネクタ部１２１よ
り受信したコンピュータ等の外部装置からのプリントジョブデータを画像メモリ１２０の
ハードディスクを介してプリンタ部２によりプリントさせるプリント機能や、画像メモリ
１２０のハードディスクに格納保持した画像データをコネクタ１２１等のデータ通信ユニ
ットを用いて、外部装置へ送信させるデータ送信機能等も有する。
【００６４】
　このように、本実施形態の画像形成装置１０００は、複数の機能を有するＭＦＰタイプ
の装置（マルチファンクションペリフェラル）である。しかし、本実施形態は、これに限
らず、例えば、プリント機能のみを有する装置、或いは、コピー機能のみを有する装置な
ど、単一機能タイプの装置（シングルファンクションペリフェラル）でも良い。
【００６５】
　ＣＰＵ回路部１２２は、リーダ部１やプリンタ部２やコネクタ部１２１や画像メモリ部
１２０やシート処理装置（製本装置）２３０等の各種ユニットを統括的に制御する。ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、後述する各フローチャートの処理を実行する為のプログラムや、後述
する各種表示画面を操作部１２３に表示させる為の表示制御プログラム等を含む各種制御
プログラム，エラー処理プログラムなどを記憶するＲＯＭ１２４や、各種プログラムのワ
ークエリアなどのために利用されるＲＡＭ１２５と各種タイマ制御部等を有する。なお、
ＣＰＵ回路部１２２のＲＡＭに記憶された画像データを、ＣＰＵ回路部１２２の指示によ
り画像メモリ１２０上に展開することも可能である。
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【００６６】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このように画像形成装置１０００の制御部として機能する。そ
して、本画像形成装置１０００にて処理対象となる各種ジョブを、ユーザからの指示に応
じた所望の処理形態で、各ユニットにより処理させるように制御する。
【００６７】
　又、ＣＰＵ回路部１２２は、このようなジョブ制御を司るだけでなく、ユーザインタフ
ェースユニットの一例に相当する、表示部４－２５０を有する操作部１２３に対する表示
制御等も司る。
【００６８】
　排紙トレイ上に積載された記録紙のサイズ，種類、束シフト済みか否かの情報は排紙ト
レイ毎にＲＡＭ１２５に記憶され、ＣＰＵ回路部１２２は、ＲＯＭ１２４に格納されてい
る比較プログラムをＲＡＭ１２５上にロードして実行することにより、排紙トレイ毎に排
紙トレイ上に積載された記録紙のサイズ，種類等を判断することができる。
【００６９】
　図３に示す１３０はキャラクタデータＲＯＭで、キャラクタ画像が収納されているＲＯ
Ｍである。このキャラクタデータＲＯＭ１３０は、キャラクタ画像データが格納されてい
る。ＣＰＵ回路部１２２は、印字するキャラクタコードからキャラクタデータＲＯＭ１３
０に格納されている画像データを読み出し、画像メモリ１２０上にビットマップ画像デー
タとして展開する。また、ＲＡＭ１２５に記憶された画像データを、ＣＰＵ回路部１２２
の指示により画像メモリ１２０上に展開することも可能である。
【００７０】
　操作部１２３は、リーダ部１の画像処理に対する画像編集内容の設定や、コピー枚数（
印刷部数）の設定等の画像動作を指示する各種キー群と、操作時の内容を表示する表示部
等を有している。
【００７１】
　ＣＰＵ回路部１２２は、ユーザインタフェースユニットの一例である、操作部１２３の
表示部４－２５０に、各種設定画面を、表示させるよう制御する。そして、表示部４－２
５０に表示させる各種設定画面を介して、コピー枚数（印刷部数）の設定や、出力用紙の
設定（用紙サイズの設定や用紙タイプの設定）や、変倍率の設定や、片面印刷するか両面
印刷するかを決定する為の印刷面の設定を、ユーザにより実行可能にする。
【００７２】
　更に、ＣＰＵ回路部１２２は、表示部４－２５０に表示させる各種設定画面を介して、
２ｉｎ１モード（シートの同一面上に２ページ分の画像データを配列形成するレイアウト
モード）や４ｉｎ１（シートの同一面上に４ページ分の画像データを配列形成するレイア
ウトモード）や８ｉｎ１（シートの同一面上に８ページ分の画像データを配列形成するレ
イアウトモード）等の縮小レイアウトモード等、各種応用モードの設定を、ユーザにより
実行可能にする。
【００７３】
　又、ＣＰＵ回路部１２２は、シート処理装置（製本装置２３０）にて実行可能な各種シ
ート処理（くるみ製本処理、天糊製本処理、断裁処理、ステイプル処理、パンチ処理、シ
フト排紙処理等）のうちの、ユーザにより所望のシート処理を、プリンタ部２からのシー
トに対して実行させる為の設定指示も、操作部１２３の表示部４－２５０に表示させる設
定画面を介して、ユーザにより実行可能に構成している。
【００７４】
　このように、ＣＰＵ回路部１２２は、ユーザインタフェースユニットとして機能する操
作部１２３及び表示部４－２５０を介して、処理対象となるジョブの各種処理条件をユー
ザから受付可能に構成する。
【００７５】
　このユーザから受け付けた各種処理条件に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２は、後述する
ような、各種の制御を実行する。後述する各種設定画面は、ＣＰＵ回路部１２２が、表示



(12) JP 4677342 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

部４－２５０に対して表示制御を実行することで、表示部４－２５０に表示される。
【００７６】
　ＣＰＵ回路部１２２は、上記のようなユーザインタフェースを介して受け付けたユーザ
からの指示に応じた処理を、処理対象となるジョブのデータに対して実行するよう、各ユ
ニット（リーダ部１、プリンタ部２、シート処理装置２３０、画像メモリ１２０等の本画
像形成システムが具備する各種ユニット）を、制御する。
【００７７】
　以下、図４～図７を参照して、図２，図３に示した操作部１２３の詳細構成および操作
部１２３による操作手順の一例について説明する。
【００７８】
　図４は、図３に示した操作部１２３の詳細構成を示す平面図である。
【００７９】
　図５は、図４に示した液晶表示部４－２５０に表示される操作画面の一例を示す模式図
である。
【００８０】
　図４に示すように、操作部１２３には、各種キー（ハードキー群４－２４０）と、液晶
表示装置からなるドットマトリックスで構成される液晶表示部４－２５０とが配置されて
いる。液晶表示部４－２５０は表面にタッチパネルを備えており、キー表示部を押下する
ことによりキー入力が可能となる。ハードキー群４－２４０は、各種ハードキー４－２４
１～４－２４８を有する。
【００８１】
　キー４－２４３は電源キーで、電源のＯＮ／ＯＦＦをする為のキーである。キー４－２
４４は節電キーで、節電モードにする／節電モードを解除する為のキーである。キー４－
２４１はスタートキーで、原稿読取開始指示や、印刷開始指示等、各種処理をスタートす
させる指示をユーザにより入力する為のキーである。キー４－２４２はストップキーで、
本装置により実行中のジョブ処理を中止させる指示をユーザにより入力する為のキーであ
る。
【００８２】
　また、キー群４－２４５は、コピー枚数、ズーム倍率等を入力させる０～９までのテン
キーとその入力をクリアするためのクリアキーを有する。このキー郡４－２４５で入力さ
れたコピー部数は、液晶表示部４－２５３に表示される。
【００８３】
　キー４－２４６は復帰キーで、設定モードを標準状態に復帰するためのキーである。キ
ー４－２４７はガイドキーで、各機能のガイド画面を表示させるためのキーである。キー
４－２４８はユーザモードキーで、機器の各種設定を行うためのキーである。
【００８４】
　液晶表示部４－２５０には、ＣＰＵ回路部１２２からの制御により、装置の状態、コピ
ー枚数、倍率、選択用紙及び各種操作画面を表示する。液晶表示部４－２５０には、タッ
チキーも表示される。
【００８５】
　液晶表示部４－２５０において、キー４－２５２は、給紙段及びオート用紙を選択する
キーであり、このキーがユーザにより押下されると、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２
は、液晶表示部４－２５０に図５（ａ）に示す用紙選択画面を表示するよう操作部１２３
を制御する。
【００８６】
　図５（ａ）に示す用紙選択画面のキー群４－２７１で給紙段が選択され、閉じるキー４
－２７０がユーザにより押下されると、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２は、この画面
は閉じて図４の画面に戻し、選択された給紙段を表示部４－２５１に表示するよう操作部
１２３を制御する。
【００８７】
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　図４のキー４－２５８，キー４－２６２は、濃度調整を行うためのキーで、これらのキ
ーにより調整される濃度を、ＣＰＵ回路部１２２が表示部４－２６３に表示させる。キー
４－２５９は、自動濃度調整機能をＯＮ／ＯＦＦするためのキーである。キー４－２６１
は写真モード／テキストモード等の設定を行うためのキーである。
【００８８】
　キー４－２５４，キー４－２５５は、それぞれ等倍，縮小／拡大を設定するためのキー
である。キー４－２５５が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は液晶表示部４－２５０に
、図５（ｂ）に示す倍率画面を表示させ、拡大縮小を詳細に設定可能にするよう操作部１
２３を制御する。図５（ｂ）に示す倍率画面のキー群４－２７３で倍率が選択され、閉じ
るキー４－２７２がユーザにより押下されると、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２はこ
の画面は閉じて図４の画面に戻し、設定された倍率を表示部４－２５１に表示させる。
【００８９】
　キー４－２５７は両面キーで、キー４－２５７が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は
液晶表示部４－２５０に、図５（ｃ）に示す両面印刷設定画面を表示させる。以下、両面
印刷の設定に関して図５（ｃ）を参照して説明する。
【００９０】
　図５（ｃ）において、キー４－２８０は、原稿片面を両面印刷するための設定キーであ
り、キー４－２８１は、両面原稿から両面印刷するための設定キーである。キー４－２８
３は、両面原稿を片面印刷するための設定キーであり、キー４－２８４は、ページ連写両
面を行うための設定キーである。
【００９１】
　キー４－２８５は、図５（ｃ）の両面印刷設定画面においてユーザによりなされた操作
設定を有効にするためのキーであり、このキーが押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は、
図５（ｃ）の両面印刷設定画面での操作設定を有効にし、液晶表示部４－２５０の表示を
図４の画面に戻す。また、キー４－２８２は、図５（ｃ）において行った操作設定を取り
消すためのキーであり、このキーが押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は図５（ｃ）の両
面印刷設定画面での操作設定を無効にし、液晶表示部４－２５０の表示を図４の画面に戻
す。
【００９２】
　キー４－２８６は、詳細設定をユーザにより実行可能にする為のキーであり、このキー
４－２８６がユーザにより押下されると、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２は、液晶表
示部４－２５０に、図５（ｄ）に示す両面印刷詳細設定画面を表示させる。以下、両面印
刷の詳細設定に関して図５（ｄ）を参照して説明する。
【００９３】
　図５（ｄ）において、キー４－２９０は、両面印刷物を左右開きに印刷するための設定
キーであり、キー４－２９１は、両面印刷物を上下開きに印刷するための設定キーである
。キー４－２９１又はキー４－２９２により両面印刷の種類を選択し、閉じるキー４－２
９２が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２はこの画面は閉じ、液晶表示部４－２５０の表
示を図５（ｃ）の画面に戻す。
【００９４】
　以上示したように、図５（ｃ）の両面印刷設定画面，図５（ｄ）の両面印刷詳細設定画
面により、両面印刷が設定可能となる。
【００９５】
　図４の表示画面上のキー４－２５６は、シート処理装置２３０により実行させるべきシ
ート処理をユーザが指示する為の設定画面を操作部１２３の表示部に表示させる指示をユ
ーザにより入力可能にする為のソータキーである。
【００９６】
　キー４－２５６がユーザにより押下されると、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２は、
操作部１２３の液晶表示部４－２５０の表示を、例えば、後述する図１９に示すシート処
理設定画面１９００に移行させる。そして、当該設定画面１９００を表示部４－２５０に
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表示させることで、シート処理装置２３０により実行可能なシート処理の候補（ステイプ
ル処理、パンチ処理、断裁処理、くるみ製本処理、天糊製本処理、シフト排紙処理等のシ
ート処理に関わる選択候補）をユーザに提示するようＣＰＵ回路部１２２により制御する
。
【００９７】
　ＣＰＵ回路部１２２は、図１９のようなシート処理設定画面を介して、所望のシート処
理の実行指示を、ユーザから受け付け可能にする。そして、当該シート処理設定画面を介
してユーザにより指示に応じたシート処理を、プリンタ部２からの処理対象のジョブのシ
ートに対して、実行するように、ＣＰＵ回路部１２２により、シート処理装置２３０を制
御する。
【００９８】
　キー４－２６０は応用モードキーであり、キー４－２６０がユーザにより押下されると
、これに応答し、ＣＰＵ回路部１２２は、液晶表示部４－２５０の表示を、図６（ａ）に
示す応用モード設定画面に移行し、各種応用モードの設定を可能とするよう制御する。
【００９９】
　以下、図６，図７を参照して、本実施形態の画像形成装置における製本設定手順の流れ
について説明する。
【０１００】
　図６，図７は、ＣＰＵ回路部１２２が、図４に示したユーザインタフェースユニットの
一例としての操作部１２３の液晶表示部４－２５０に表示させるように制御する操作画面
の一例を示す模式図である。
【０１０１】
　図６（ａ）は、図４に示す操作画面上のキー４－２６０がユーザにより押下されたこと
に応じて、ＣＰＵ回路部１２２が表示部４－２５０に表示させる応用モード画面である。
【０１０２】
　図６（ａ）の画面上のキー８０１は、製本モード（くるみ製本や、天糊製本など、糊付
け製本処理モードを含む）を設定するための表示キー（ソフトキー）である。キー８０１
がユーザにより押下されると、これを受け、ＣＰＵ回路部１２２は、表示部４－２５０に
、図６（ｂ）に示す原稿サイズ選択画面を表示させる。
【０１０３】
　図６（ａ）の画面上のキー８１１は連続読込キーである。キー８１１がユーザにより押
下された場合には、原稿給送装置１０１上に一度に載置できる量を超える大量の原稿であ
っても、複数回に分けて原稿を載置して一連の原稿として読み込み処理する継ぎ足し読み
込み処理を行うことできるように、ＣＰＵ回路部１２２は、操作部１２３及びリーダ部１
及び画像メモリ部１２０並びにプリンタ部２等を制御する。
【０１０４】
　図６（ｂ）は、上記製本モードにおいて処理対象となるジョブの原稿サイズを指定する
ための操作画面である。図６（ｂ）の画面上のキー群８０２は、上記製本モードにおいて
処理対象となるジョブの原稿サイズとしてユーザにより指定可能なサイズをユーザにより
設定させる為の原稿サイズ指定キーである。例えば、ユーザにより、図６（ｂ）の画面上
の「Ａ４」サイズが押下され「次へ」キーが押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は、液晶
表示部４－２５０に図６（ｃ）に示す操作画面を表示させる。
【０１０５】
　図６（ｃ）は、製本の種類を指定するための操作画面である。図６（ｃ）の設定画面上
の糊付け製本キー８０３をユーザが押下することで、ユーザは、糊付け製本処理（後述す
る、くるみ製本処理，天糊製本処理）を指定することが出来る。一方、図６（ｃ）の設定
画面上の中綴じ製本キー８０４をユーザが押下することで、ユーザは、中綴じ製本を指定
することが出来る。
【０１０６】
　図６（ｃ）の設定画面を介して、糊付け製本処理、或いは、中綴じ製本処理の、何れか
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のシート処理の設定がユーザにより実行された事に応答し、ＣＰＵ回路部１２２は、処理
対象のジョブの処理条件として、当該シート処理の設定を反映させる。このように、ユー
ザから受け付けた指示に応じた一連のジョブ処理条件は、後述する各種の制御（ジョブ処
理制御や表示制御等）に用いられる。
【０１０７】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このような、操作部１２３や表示部４－２５０等のユーザイン
タフェースユニットを介して処理対象となるジョブに対してユーザからの指示に基づいて
設定された各種ジョブ処理条件に基づいて、後述する各種制御を実行するよう、本画像形
成システム１０００を制御する。例えば、本実施形態の画像形成システム１０００にて実
行可能な糊付け製本処理に特化して説明すると、次のような、制御を行う。
【０１０８】
　本実施形態の画像形成システムのＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジョブに対して上
述のようなユーザインタフェースを介してユーザにより設定された当該ジョブの処理条件
が、所定の条件を満足するか否かを判断する。そして、その判断結果に基づいて、糊付け
製本処理の実行可否を制御する。
【０１０９】
　例えば、処理対象のジョブが、所定の条件を満足するジョブである場合には、当該ジョ
ブのシートに対してシート処理装置２３０により糊付け処理を実行する事を許可するよう
制御する。一方、処理対象のジョブが、所定の条件を満足しないジョブである場合には、
シート処理装置２３０による当該ジョブのシートに対する糊付け処理の実行を禁止するよ
う制御する。
【０１１０】
　又、本実施形態では、シート処理装置２３０が、プリンタ部２から給送される処理対象
のジョブのシートに対して実行可能な糊付け処理は、２種類存在する。例えば、本実施形
態の画像形成システム１０００は、一例として、くるみ製本モードと天糊製本モードの２
種類のシート糊付け処理モードを具備する（この２種類の糊付け処理については後述する
）。
【０１１１】
　ＣＰＵ回路部１２２は、上述の２種類の糊付け処理モードのうちのユーザからの指示に
より選択された糊付け処理モードを実行させるようシート処理装置２３０を制御する。
【０１１２】
　このように本実施形態の画像形成システムは、複数種類の糊付け処理モードを具備し、
処理対象のジョブ毎に、選択的に、これらの糊付け処理を、実行可能に構成されている。
【０１１３】
　このような構成を前提とし、本実施形態では、ユーザにより処理条件の設定がなされた
処理すべきジョブが所定の条件を満足するジョブであるか否かを、ＣＰＵ回路部１２２等
が主体となり、確認するよう構成されている。そして、上記判断結果に基づいて、上述の
ような複数種類の糊付け処理を含む、シート糊付け処理に関係する（影響する）、各種の
所定の処理の実行可否を、ＣＰＵ回路部１２２等が主体となり、制御している。
【０１１４】
　例えば、「処理対象のジョブは、第１の所定条件を満たすジョブである」とＣＰＵ回路
部１２２により判断したとする。この場合に、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本モード
および天糊製本モードを選択的（択一的）に実行することを許可する。即ち、くるみ製本
モードおよび天糊製本モードのうちの、ユーザが望む糊付け処理モードを任意に選択可能
に制御する。
【０１１５】
　但し、この制御を行う場合でも、これらのモードをユーザが選択する場合には、二者択
一となるよう制御する。即ち、これら２つの糊付け処理モードのうち、ユーザが所望の糊
付け処理モードを、１つのみ選択する事を許可する。換言すると、ＣＰＵ回路部１２２は
、処理すべき１つのジョブに対して、くるみ製本モードと天糊製本モードの両方を同時に
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設定することを禁止する。
【０１１６】
　これにより、例えば、くるみ製本モードを希望するユーザは、適正な、くるみ製本処理
が施された、ユーザの所望の出力結果を提供できる。他方、天糊製本モードを希望するユ
ーザには、適正な、天糊製本処理が施された、ユーザの所望の出力結果を、提供すること
が出来る。
【０１１７】
　本実施形態の画像形成システム１０００は、このような、様々なユーザからの様々な製
本処理ニーズに柔軟に対応する事が出来るという効果を奏する事が出来る。
【０１１８】
　しかも、例えば、この効果を、従来技術等で想定したような各種の問題等が、本画像形
成システム１０００にて発生することを抑えて、得ることが出来る、という効果について
も、上記効果に加えて得ることが可能になる。
【０１１９】
　又、上述のケースとは異なる判断をＣＰＵ回路部１２２が行ったとする。例えば、「処
理対象のジョブは、第１の所定条件を満たすジョブではないが、第２の所定条件を満たす
ジョブである」に該当する判断結果を、ＣＰＵ回路部１２２により下したとする。このケ
ースの場合、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本モードおよび天糊製本モードの２種類の
糊付け処理モードのうちの、何れか一方の糊付け処理モードのみ、選択実行する事を許可
する。他方の糊付け処理モードについては、ユーザにより選択すること自体も禁止するよ
うに制御する（他方の糊付け処理モードについては選択不可能となるように制御する）。
【０１２０】
　例えば、この制御では、ユーザインタフェースユニット（ここで言う、ユーザインタフ
ェースユニットとは、リーダ部１からのジョブを処理する場合ならば操作部１２３がこれ
に該当する。ホストコンピュータ等の外部装置からのジョブならば外部装置の操作部がこ
れに相当する）を介して、天糊製本モードをユーザにより選択することは、許可するよう
、ＣＰＵ回路部１２２等が主体となり、制御する。しかし、ＣＰＵ回路部１２２は、くる
み製本モードの選択実行をユーザが該ユーザインタフェースユニットを介して指示するこ
とは禁止するよう制御する。
【０１２１】
　これにより、例えば、処理対象のジョブが、くるみ製本モードに適さないジョブである
にも拘らず、ユーザが間違って、くるみ製本モードを設定してしまう等の、ユーザによる
誤操作の発生を、未然に防止できる。又、例えば、このような不適正な設定をユーザが行
った事が原因で、本画像形成システムにて誤動作やトラブル等が発生する事を未然に防止
できる。尚且つ、例えば、ユーザが所望とする出力結果とは異なる出力結果を作成してし
まう等の無駄を排除することが出来る。
【０１２２】
　但し、この制御を実行する場合（くるみ製本モード禁止、天糊製本モードのみ許可する
場合）であっても、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、当該ジョブのユーザからの指示次第
で、くるみ製本処理モードの実行は禁止した状態で、当該処理対象のジョブのプリント動
作の実行は許可するよう、操作部１２３やプリンタ部２やシート処理装置２３０を、制御
する。
【０１２３】
　尚且つ、当該ジョブのユーザからの指示次第で、くるみ製本モードから天糊製本モード
に、ジョブ処理条件を、設定変更できるように、操作部１２３やプリンタ部２やシート処
理装置２３０を制御する。
【０１２４】
　このような構成により、例えば、ある程度の制限があっても、極力、本画像形成システ
ムに柔軟性を持たせることができる。又、例えば、ユーザの利便性、装置の利用効率等も
向上させる事が出来る。



(17) JP 4677342 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

【０１２５】
　又、更に上述のケースに該当しない判断をＣＰＵ回路部１２２が行ったとする。例えば
、「処理対象のジョブは、第１の所定条件を満たすジョブではなく、且つ、第２の所定条
件を満たすジョブでもない」に該当する判断結果を、ＣＰＵ回路部１２２により、行った
とする。このケースの場合、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本モードを選択実行するこ
とを禁止する。且つ、天糊製本モードを選択実行する事も禁止する。このように、２種類
の糊付け処理モードの両方とも禁止する。
【０１２６】
　これにより、例えば、処理対象のジョブが、くるみ製本モードにも適さず、天糊製本モ
ードにも、適さないジョブであるにも拘らず、ユーザが間違って、くるみ製本モードや天
糊製本モードを設定してしまう等の、ユーザによる誤操作の発生を、未然に防止できる。
又は、例えば、このような不適正な設定をユーザが行った事が原因で、本画像形成システ
ムにて誤動作やトラブル等が発生する事を未然に防止できる。尚且つ、例えば、ユーザが
所望とする出力結果とは異なる出力結果を作成してしまう等の無駄を排除することが出来
る。
【０１２７】
　但し、この制御を実行する場合（くるみ製本モード、天糊製本モードの両方とも選択実
行禁止する場合）であっても、ＣＰＵ回路部１２２は、例えば、当該ジョブのユーザから
の指示次第で、くるみ製本処理モードおよび天糊製本モードの両モード共に実行を禁止し
た状態で、当該処理対象のジョブのプリント動作の実行自体は、許可するよう、操作部１
２３やプリンタ部２やシート処理装置を、制御する。なお、この際、ＣＰＵ回路部１２２
が、プリント動作の実行自体を行うかどうかを操作部１２３を解してユーザに問い合わせ
、ユーザからの返答指示に応じてプリント動作のみを実行するかどうかを制御するように
構成してもよい。また、予めユーザモード等に「くるみ製本処理モードおよび天糊製本モ
ードの両モード共に実行を禁止した状態でのプリント動作の実行の有無」を設定しておき
、該設定に応じて、ＣＰＵ回路部１２２が、上記状態でのプリント動作の実行の有無を制
御するように構成してもよい。
【０１２８】
　これにより、例えば、本画像形成システム１０００の柔軟性や利用効率、ユーザの利便
性を更に一層向上させる事が出来る。
【０１２９】
　尚、上述のように、ＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジョブが所定の条件を満たすか
否かを判定する。このような判断を行う際に、ＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジョブ
に含まれる印刷データの総ページ数情報や、そのジョブに対してユーザにより設定された
各種印刷条件情報等、処理対象のジョブに関係する情報（ジョブ属性情報）を用いる。又
、後述する各種ルールを定義した管理情報（例えば、後述する図１８や図２０図３７や図
３８等の各種管理テーブルに記述された管理情報等）も用いる。そして、該ジョブ属性情
報と管理情報との比較判定処理等を行う。
【０１３０】
　又、上記３つのケースのうちの、２番目のケースや３番目のケースにおいて、くるみ製
本モードや天糊製本モードが禁止対象のシート処理に該当する。しかし、本実施形態のシ
ート処理装置２３０は、このような糊付け処理以外の種類のシート処理（ステイプル、パ
ンチ、中綴じ製本、断裁、シフト排紙等）を実行することが出来る。
【０１３１】
　そこで、本実施形態において、例えば、上述の二種類の糊付け処理を含むシート糊付け
処理の実行を禁止した場合でも、他の種類のシート処理の選択実行を、ユーザにより設定
された上記ジョブ処理条件に基づいて、許可するようにＣＰＵ回路部１２２により制御す
る。
【０１３２】
　このように構成することで、本画像形成システム１０００の利用効率や柔軟性等、上記
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効果を更に一層向上させる事が可能になる。
【０１３３】
　又、上述の「処理対象のジョブが所定の処理条件のジョブか否かの判断処理」として、
例えば、以下のような処理を、ＣＰＵ回路部１２２により行う。
【０１３４】
　（例１）ＣＰＵ回路部１２２は、ユーザにより各種出力処理条件が設定された処理すべ
きジョブにて使用されるシートの総枚数が、第１の所定枚数を超えるか否かを確認する為
の判定処理（以下、第１の判定処理とも呼ぶ）を実行する。この判定結果に応じて、当該
ジョブのシートに対する糊付け処理の実行可否を決定する。
【０１３５】
　例えば、上記判定処理を実行した結果、処理対象のジョブが、上記第１の所定枚数を超
える数のシートを利用するジョブである場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジ
ョブのシートに対して、くるみ製本処理を実行する事を禁止し、且つ、天糊製本処理を実
行する事も禁止する。即ち、このケースに該当する場合、ＣＰＵ回路部１２２は、２種類
のシート糊付け処理モードの両方とも実行を禁ずる。
【０１３６】
　（例２）本実施形態では、第１の所定枚数以外の閾値として、第２の所定枚数なるもの
を、用いている。尚且つ、第２の所定枚数は、第１の所定枚数よりも、少ない枚数である
。例えば、第１の所定枚数を１５０枚とし、第２の所定枚数を１０枚とする。
【０１３７】
　このような構成のもとで、ＣＰＵ回路部１２２は、ユーザにより各種出力処理条件が設
定された処理すべきジョブにて利用されるシートの総枚数が、第２の所定枚数未満である
か否かを確認する為の判定処理（以下、第２の判定処理とも呼ぶ）を実行する。この判定
結果に応じて、当該ジョブのシートに対する糊付け処理の実行可否を決定する。
【０１３８】
　例えば、上記判定処理を実行した結果、処理対象のジョブが、上記第２の所定枚数未満
のシートしか本画像形成装置にて利用しないジョブ（例えば、記録紙１０枚未満のジョブ
等）である場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジョブのシートに対して、くる
み製本処理を実行する事を禁止する。
【０１３９】
　尚、本実施形態では、上記（例２）の第２の判定処理は、処理すべきジョブが、ユーザ
により「くるみ製本処理モード」が選択されたジョブに相当する場合において、実行され
る。ＣＰＵ回路部１２２は、上記第２の判定処理を含む、当該（例２）に示すような一連
の制御シーケンスを、くるみ製本モードが選択されたジョブを処理する場合において、実
行する。
【０１４０】
　一方、処理すべきジョブが、「天糊製本処理モード」が選択されたジョブである場合に
は、上記第２の判定処理の実行を禁ずる。ＣＰＵ回路部１２２は、天糊製本モードが選択
されたジョブを処理する場合には、上記第２の判定処理を含む、当該（例２）の一連の制
御シーケンスを実行する事自体を禁止する。
【０１４１】
　但し、上述の（例１）における第１の判定処理を含む一連の制御シーケンスは、くるみ
製本処理モードが選択されたジョブを処理する場合でも、天糊製本モードが選択せれたジ
ョブを処理する場合でも、両ケース共に、実行するように制御する。
【０１４２】
　以上の構成を前提として、更に、以下の（例３）や（例４）に示すような制御を、ＣＰ
Ｕ回路部１２２により実行する。
【０１４３】
　（例３）くるみ製本モードが選択されたジョブを処理する場合において、処理すべきジ
ョブが、「上記第１所定枚数以下のシートを利用するジョブに該当し、尚且つ、第２の所
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定枚数未満のシートしか利用しないジョブには該当しない」と、判断した場合（即ち、第
２の所定枚数≦処理すべきジョブにて使用すべきシートの合計枚数≦第１の所定枚数）、
ＣＰＵ回路部１２２は、当該ジョブのシートに対して、くるみ製本処理を実行する事を許
可する。
【０１４４】
　（例４）天糊製本モードが選択されたジョブを処理する場合において、ＣＰＵ回路部は
、処理すべきジョブが、「上記第１所定枚数以下のシートを利用するジョブに該当する」
と、判断した場合には、そのジョブにて必要なシートの合計枚数が上記第２の所定枚数未
満であるか否かに関係なく、当該ジョブのシートに対して、天糊製本処理を実行する事を
許可する。
【０１４５】
　尚、（例１）～（例４）の説明を、先に説明した例と照らし合わせて説明すると、以下
のとおりである。
【０１４６】
　上記の「第１の所定条件を満たすジョブ」の例としては、「上記第１の所定枚数以下の
出力枚数を必要とし、且つ、上記第２の所定枚数以上の出力枚数を必要とするジョブ」が
、これに該当する。このケースの場合、くるみ製本モードの実行を許可する。天糊製本モ
ードの実行も許可する。但し、ユーザにより何れか一方のみを選択許可する。即ち、同時
に、２種類のシート糊付け処理を選択する事は禁ずる。
【０１４７】
　上記の「第１の所定条件を満たすジョブではないが、第２の所定条件を満たすジョブ」
の例としては、「上記第１の所定枚数未満の枚数を必要とし、且つ、上記第２の所定枚数
以下の出力枚数を必要とするジョブ」が、これに該当する。このケースの場合、くるみ製
本モードの実行を禁止する。但し、天糊製本モードの実行は許可する。
【０１４８】
　上記の「第１の所定条件を満たすジョブでもなく、且つ、第２の所定条件を満たすジョ
ブでもないジョブ」の例としては、「上記第１の所定枚数を超える数の出力枚数を必要と
するジョブ」が、これに該当する。このケースの場合には、くるみ製本モードの実行を禁
ずる。且つ、天糊製本モードの実行も禁ずる。
【０１４９】
　以上のような関係になる。尚、何故このような制御を取り入れるかは、後で説明するが
、本画像形成システムにおける主な特徴の１つである。
【０１５０】
　このように、本実施形態の画像形成システム１０００では、処理すべきジョブが、所定
の条件を満足するか否に応じて、シート処理装置２３０により実行可能な糊付け処理に関
係する所定の処理の実行可否（上述の例では、各種シート糊付け処理自体の実行可否）を
、ＣＰＵ回路部１２２が主体となり、制御する。
【０１５１】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２が、上述のような判定処理（即ち、処理対象のジョブが所定の
条件を満たすか否かの判定処理）を行うにあたり、例えば、以下のような判断材料を、Ｃ
ＰＵ回路部１２２は利用している。
【０１５２】
　例えば、上述のような「処理すべきジョブの出力枚数の合計に関わる処理条件データ」
である。ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザ設定に基づいた情報を、後述する、図３７に
示す管理テーブル３７００、或いは、図３８に示す管理テーブル３８００の、機能制限管
理テーブルの管理情報と、比較する。
【０１５３】
　その他にも、「処理すべきジョブの出力用紙自体に関わる処理条件データ」等も存在す
る。例えば、ユーザにより処理対象のジョブにて設定された、プリントすべきシートのサ
イズ情報に関する処理条件や、プリントすべきシートの種類に関する処理条件等が、これ
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に該当する。ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザ設定に基づいた情報を、図１８に示す管
理テーブル１８００の管理情報と比較する。
【０１５４】
　又、「処理すべきジョブに対してユーザにより選択されたシート処理の種類に関わる処
理条件データ」等も存在する。例えば、ユーザにより設定されたシート処理の種類が、シ
ート処理装置２３０にて実行可能な複数種類シート処理（例えば、ステイプル処理、パン
チ処理、断裁処理、シフト排紙処理、くるみ製本処理、天糊製本処理、中綴じ製本処理等
の各種シート処理）のうちのユーザにより設定されたシート処理モードに関わる処理条件
データ」等も存在する。ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザ設定に基づいた情報を、図２
０に示す管理テーブル１８００の管理情報と、比較する。
【０１５５】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このような、処理対象のジョブに直接関係する、当該ジョブの
ユーザにより設定された各種ジョブ処理条件情報を、例えば操作部１２３等のユーザイン
タフェースユニットを介して獲得する。そして、このユーザ設定に基づいた処理対象自体
のジョブ属性情報と、図１８、図２０、図３７、図３８に示すような、システム１０００
自身にて管理する管理情報等に基づいて、本画像形成システム１０００の各種動作を制御
する。
【０１５６】
　尚、この例では、処理対象のジョブが、コピーモードのジョブであるが故、操作部１２
３から当該情報を受け付ける。しかし、本実施形態はこれに限らない。
【０１５７】
　例えば、ネットワークに接続されたホストコンピュータからプリントジョブを、コネク
タ１２１経由で、受信したとする。この場合、データ送信元である上記ホストコンピュー
タにインストールされたプリンタドライバ等を介して、ホストコンピュータのユーザによ
り設定されたジョブ処理条件に基づいて、ジョブを処理するよう制御する。
【０１５８】
　このように、本画像形成装置とは異なる外部装置（例えば、図２に示すような、外部装
置２００２）からの外部ジョブであるならば、当該外部装置のユーザインタフェースユニ
ット（ホストコンピュータならば、ディスプレイ、マウス、キーボード等）を介して、処
理対象のジョブのプリントデータに対して、該外部装置のユーザによりジョブ処理条件を
設定可能にする。
【０１５９】
　従って、外部装置から受信したジョブを処理する場合には、該受信したジョブのプリン
トデータに関連付けられた、外部装置のユーザにより設定された、ジョブ処理条件情報に
基づいて、ＣＰＵ回路部１２２は、本画像形成システム１０００を制御する。
【０１６０】
　又、本実施形態では、本画像形成システムを動作させるにあたり、例えば、ＣＰＵ回路
部１２２により、各種の禁則制御（排他制御）や機能制限を、実行可能に構成されている
。
【０１６１】
　例えば、本画像形成装置１０００が具備する複数の動作モードのうちの、ある所定の動
作モードが選択された場合には、それとは別の所定の動作モードの選択実行を禁ずる。又
、例えば、ある機能が選択された場合に、それとは別の機能を、ある程度の制限範囲内で
、併用できるような機能制限を実行する。
【０１６２】
　本実施形態では、このような制御を行ううえで、本画像形成システムにおける各種機能
や動作の規則を予め規定する為の管理情報データ（例えば、図１８や図２０や図３７や図
３８に示すような各種ルールを規定した管理情報）を、例えば、テーブル形式で、画像メ
モリ１２０やＲＯＭ１２４等の適当なメモリに、記憶している。
【０１６３】
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　ＣＰＵ回路部１２２は、ジョブを処理するにあたり、このような管理データも、各種の
判断材料として利用する。
【０１６４】
　尚、外部装置からのジョブを本画像形成システム１０００にて処理する場合には、本実
施形態で説明するＣＰＵ回路部１２２により実行される各種の制御の全て、或いは、一部
を、外部装置の制御部（例えば、外部装置がホストコンピュータならば、ホストコンピュ
ータのＣＰＵ）が、実行するように構成する。
【０１６５】
　この構成により、リーダ部１からのジョブを本画像形成システム１０００により処理さ
せる場合だけでなく、外部装置からのジョブを本画像形成システム１０００により処理さ
せる場合でも、本実施形態で述べる各種効果を奏することがで出来るという効果を奏する
。
【０１６６】
　ここで、図８を参照して、本実施形態における糊付け製本処理について説明する。
【０１６７】
　図８は、本実施形態における糊付け製本を説明する模式図である。
【０１６８】
　本実施形態の画像形成システム１０００が具備するシート処理装置２３０は、糊付け製
本処理を含む複数種類のシート処理（ステイプル処理、パンチ処理、シフト排紙処理、中
綴じ製本処理、断裁処理、糊付け製本処理等）を、実行可能に構成されている。
【０１６９】
　尚且つ、本実施形態のシート処理装置２３０は、互いに異なる種類の第１タイプの糊付
け製本処理と第２タイプの糊付け製本処理の少なくとも２種類を含む、複数種類のシート
糊付け処理を、実行可能に構成されている。
【０１７０】
　例えば、本実施形態の画像形成システム１０００は、第１タイプの糊付け製本処理とし
て「くるみ製本処理」を、シート処理装置２３０により実行可能に構成されている。くる
み製本処理では、図８（ａ）に示すような出力物を作成させるよう本画像形成システムを
ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０１７１】
　くるみ製本対象のジョブを本画像形成システム１０００にて処理する場合、以下のよう
な、一連の処理動作を、本画像形成システム１０００にて、実行させる。
【０１７２】
　例えば、リーダ部１から入力したジョブの一連のプリントデータ、或いは、コネクタ１
２１を介して外部装置から受信したジョブの一連のプリントデータを、画像メモリ１２０
のハードディスクに格納させる。又、当該ジョブのくるみ製本における本文用のシートと
してユーザにより指定された所定のタイプのシート（第１タイプのシートと称す）を、画
像形成装置本体が具備する複数の給紙部（２１４、２１５、２２５、２２６、２２７）の
うちの、ユーザからの指示に基づいた給紙部から給送させる。次いで、給紙部からの第１
タイプのシートに対して、上記画像メモリ１２０から読み出した当該ジョブのくるみ製本
処理における本文用のプリントデータを、プリンタ部２によりプリントさせる。図８（ａ
）の例では、本文用の複数のシートに、本文用の画像データを両面プリントさせた場合の
例である。
【０１７３】
　そして、更に、くるみ製本処理では、本文用のプリントデータがプリントされた複数枚
の本文用のシートからなるシート束（このシート束を、第１タイプのシート束と称す）に
対して糊付けユニット３００により糊付け処理を実行させる。尚、この糊付け処理では、
複数の本文用のシート（第１タイプのシート）同士を糊付けさせる。
【０１７４】
　次いで、更に、くるみ製本処理では、この糊付け処理済みの第１タイプのシート束（即
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ち、本文用の画像データがプリントされた本文用の複数枚のシートからなる一連のシート
束）と、くるみ製本の表紙用のシートとしてユーザにより指定された、所定のタイプのシ
ート（第２タイプのシートと称す）とを、１つの出力束として、糊付けユニット３００に
より糊付けさせる。図８（ａ）にて真中に示す例が、くるみ製本表紙用のシート（このシ
ートが、第２タイプのシートに相当）である。
【０１７５】
　尚、本実施形態は、如何なる方法で、第１タイプのシート束（本文用の画像がプリント
されたシート束に相当）と第２タイプのシート（本文用のシート束をカバーする為の、く
るみ製本用のカバーシートに相当）との糊付け処理を実行してもかまわない。
【０１７６】
　しかし、最終的には、図８（ａ）の右端に示すような出力結果や、後述する図２５～図
２９のような印刷物２４００が得られるように、シートの糊付け処理を実行させるよう、
画像形成システム１０００を制御する。
【０１７７】
　又、本実施形態の画像形成システム１０００では、この第２タイプのシート（くるみ製
本表紙用のシートに相当）を、画像形成装置本体が具備する複数の給紙部（２１４、２１
５、２２５、２２６、２２７）のうちのユーザにより指定された給紙部から給送させ、シ
ート処理装置２３０内部へと搬送可能に構成されている。
【０１７８】
　そして、この第２タイプのシート（くるみ製本表紙用のシートに相当）に対して、プリ
ンタ部２にて、くるみ製本表紙用の画像データを、プリントさせることも可能である。図
８（ａ）の真中の例では、くるみ製本表紙用のシートに対して、くるみ製本表紙用の画像
データを、プリンタ部２にてプリントさせた場合の例である。
【０１７９】
　勿論、この第２タイプのシート（くるみ製本表紙用のシート）に対して、くるみ製本表
紙用の画像データが予めプリントされたシートを利用することも出来る。この場合、くる
み製本表紙用の画像データがプリント済みのシートを上記給紙部にユーザがセットしてお
けば、プリンタ部２にてプリント処理を実行させる必要はない。よって、この場合は、プ
リンタ部２では印刷せずに、そのまま、シート処理装置２３０内部へ第２タイプのシート
搬送させるよう本画像形成システム１０００を制御する。
【０１８０】
　尚、このように、予め画像がプリントされたシートを第２タイプのシートとして利用す
る場合には、プリンタ部２内部を通過させずに、シート処理装置２３０内部へ紙搬送でき
るような、特別な給送装置（本実施形態では、このような給紙装置を、インサータと呼ぶ
）を設けても良い。そして、第２タイプのシートが、予めプリント済みのシートであるな
らば、当該インサータから該シートを給送可能にするように本画像形成システムを構築し
ても良い。
【０１８１】
　又、本実施形態では、第２タイプのシートに対して、くるみ製本処理における表紙用の
画像データをプリントするか否かをユーザ自身により決定可能にする為の操作画面を、表
示部４－２５０に表示可能にＣＰＵ回路部１２２により制御する。そして、該画面等を介
し、ユーザ自身により、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートに対するプリント
実行可否を選択可能に構成している。
【０１８２】
　尚、本実施形態において、くるみ製本処理における第１タイプのシートと、第２タイプ
のシートの関係に説明する。
【０１８３】
　本実施形態において、第１タイプのシートと、第２タイプのシートとでは、シートの種
類が異なり、且つ、シートのサイズも異なる。或いは、第１タイプのシートと、第２タイ
プのシートとでは、シートの種類は同じでも異なっていてもよいが、シートのサイズは異
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なる。即ち、本実施形態で詳述している、くるみ製本モードにおける、第１タイプのシー
トと第２タイプのシートは、少なくとも、互いに、サイズが異なるシートのことを意味す
る。特に、本実施形態では、第２タイプのシートは、第１タイプのシートよりもサイズの
大きいシートである。
【０１８４】
　第１タイプのシート束と第２タイプのシートとの糊付け処理では、次のような糊付け処
理を行う。
【０１８５】
　例えば、本文用の画像データがプリントされ且つ背表紙部分に糊付けされた第１シート
束に対し、くるみ製本表紙用の画像データがプリントされた第２タイプのシートを、第１
タイプのシート束の背表紙部分を中心に、第２タイプのシート（１枚）が、被い尽くすよ
うに、糊付けする。そして、最終的には、背表紙部分を中心に第２タイプのシートを折り
畳む処理を実行する。この出力結果例が、図８（ａ）の右側の印刷結果例、或いは、後述
する図２５～図２９の印刷結果例に、相当する。
【０１８６】
　このように、本実施形態の画像形成システム１０００は、第１タイプのシート糊付け処
理として、くるみ製本処理を、シート処理装置２３０により実行可能に構成されている。
【０１８７】
　次に、第１タイプの糊付け処理とは異なる種類の糊付け処理に相当する、本画像形成シ
ステムが実行可能な、第２タイプのシート糊付け処理について説明する。
【０１８８】
　例えば、本実施形態の画像形成システム１０００は、第２タイプの糊付け製本処理とし
て「天糊製本処理」を実行可能に構成されている。
【０１８９】
　本実施形態において、天糊製本対象のジョブを本画像形成システム１０００にて処理す
る場合に、例えば、以下のような一連の処理動作を、本画像形成システム１０００にてＣ
ＰＵ回路部１２２により、実行させる。
【０１９０】
　まず、リーダ部１から入力したジョブの一連のプリントデータ、或いは、コネクタ１２
１を介して外部装置から受信したジョブの一連のプリントデータを、画像メモリ１２０の
ハードディスクに格納させる。又一方で、当該ジョブの天糊製本における本文用のシート
としてユーザにより指定された所定のタイプのシート（第１タイプのシートに相当する）
を、画像形成装置本体が具備する複数の給紙部（２１４、２１５、２２５、２２６、２２
７）のうちの、ユーザからの指示に基づいた給紙部から給送させる。そして、この給紙部
からの第１タイプのシートに対して、上記画像メモリ１２０から読み出した当該ジョブの
天糊製本処理における本文用のプリントデータを、プリンタ部２によりプリントさせる。
図８（ｂ）の例では、本文用の複数のシートに、本文用の画像データを両面プリントさせ
た場合の例である。
【０１９１】
　そして、更に、天糊製本処理では、本文用のプリントデータがプリントされた複数枚の
本文用のシートからなるシート束（第１タイプのシート束に相当）に対して糊付け処理を
実行するよう糊付けユニット３００を制御する。
【０１９２】
　以上の処理は、上述の「くるみ製本処理」と基本的に同じである。しかし、「天糊製本
処理」を実行する場合には、上述の「くるみ製本処理」にて実行させる処理のうちの以下
の処理を禁止するよう、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、本画像形成システム１００
０を制御する。
【０１９３】
　例えば、天糊製本処理では、ＣＰＵ回路部１２２は、表紙用のシート（第２タイプのシ
ートに相当）を用いる事を禁止する。具体的には、ＣＰＵ回路部１２２は、天糊製本処理
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モードにて、本文用の画像データがプリントされた第１シート束に対して第２タイプのシ
ートを糊付けすることを禁止するよう制御する。しかも、ＣＰＵ回路部１２２は、天糊処
理処理モードにて処理対象のジョブの処理にて、くるみ製本モードにて利用すべき第２タ
イプのシートを給紙部（２１４、２１５、２２５、２２６、２２７）から給送すること自
体も禁止する。当然、ＣＰＵ回路部１２２は、天糊製本モードにおいて第２タイプのシー
トに対するプリント処理も禁止する。
【０１９４】
　図８（ｂ）の右側の例は、この天糊製本処理にて作成した最終成果物の例を示す。天糊
製本処理と上述のくるみ製本処理とでは、夫々、糊付け処理方法を異ならせるよう制御す
る。
【０１９５】
　例えば、第１タイプのシート束（本文用の画像データがプリントされた複数枚のシート
からなるシート束に相当）同士での糊付け処理を実行させる点では、くるみ製本と同じで
ある。しかし、くるみ製本処理モードでは実行させる第２タイプのシートの糊付け処理（
図８（ａ）参照）を、天糊製本処理モードにおいて実行する事は、禁止する。天糊製本処
理では、図８（ｂ）のように、本文用のシート束のみで糊付け処理を完了させるように、
シート処理装置２３０及びプリンタ部２等を、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０１９６】
　このように、本画像形成システムは、第１タイプの糊付け処理とは異なる第２タイプの
糊付け処理として、天糊製本処理を、シート処理装置２３０により実行可能に構成してい
る。
【０１９７】
　以上のような構成を前提とし、本実施形態の画像形成システム１０００は、ユーザイン
タフェースユニット（本実施形態では、表示部４－２５０や、操作部１２３等）を介して
、くるみ製本処理モード、及び、天糊製本処理モードのうちの、ユーザが所望の糊付け処
理モードを、ユーザ自身により選択可能に構成している。ＣＰＵ回路部１２２は、上記２
種類の糊付け処理モードのうちの、ユーザにより選択された処理モードに応じた糊付け処
理を、実行させるように、本画像形成システムを制御する。
【０１９８】
　次に、図８（ａ）を用いて説明した、表紙をつける糊付け処理モードに相当する「くる
み製本」に関係する、各種処理について、具体例をもって、更に説明する。
【０１９９】
　図２４～図３５は、本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の「くる
み製本処理」に関する説明図であり、同一のものには同一の符号を付してある。
【０２００】
　ここでは、くるみ製本処理対象となるジョブのデータ発生源は、自装置のリーダ部１と
する。そして、リーダ部１にセットされた原稿のプリント処理を行い、該プリント処理に
よりプリントされたシートに対してシート処理装置２３０によりくるみ製本処理する場合
における、一連の処理手順について説明する。
【０２０１】
　まず、操作部１２３の表示部４－２５０に表示させた図４の画面の応用モードキー４－
２６０がユーザにより押下されたとする。これを受け、ＣＰＵ回路部１２２は、表示部４
－２５０に、図６（ａ）の画面を表示させる。次に、図６（ａ）の画面のキー８０１を介
してユーザにより「製本モード」が選択されたとする。これを受け、ＣＰＵ回路部１２２
は、図６（ｂ）の画面を表示させた後に、図６（ｃ）の画面を表示部４－２５０に表示さ
せる。
【０２０２】
　そして、図６（ｃ）の画面のキー８０３を介して「糊付け製本する」指示がユーザによ
り入力され、且つ、後述する図７（ｆ）の画面を介して「表紙の設定」がユーザによりな
されたとする。
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【０２０３】
　このように、糊付け製本モードがユーザにより選択された場合において、本文画像デー
タを印刷したシートに対して表紙をつける設定が、ユーザにより指示された場合には、Ｃ
ＰＵ回路部１２２は、当該ユーザ設定に従い処理すべき処理対象のジョブを、「くるみ製
本処理を実行すべきジョブ」であると判断する。即ち、この例では、糊付け製本モードが
ユーザにより選択され、且つ、該モードにて「表紙をつける」設定がユーザにより選択さ
れた事を条件に、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本処理モードを実行すべきジョブであ
ると判断する。
【０２０４】
　上述の処理対象となるジョブに対するユーザの各種印刷処理条件の設定が完了したとす
る。そのうえで、図４の操作部１２３のスタートキー４－２４２がユーザにより押下され
たとする。この時点で、ＣＰＵ回路部１２２は、ジョブ処理の開始要求指示の入力有りと
判断する。そして、当該ユーザからの指示に基づき、リーダ部１の原稿給送装置１０１に
ユーザにより載置済みの原稿束を、先頭ページから順次、１枚ずつ、リーダ部１のプラテ
ンガラス上の読取位置へ給送させ、当該ジョブの原稿の読取処理をリーダ部１により実行
させるように、ＣＰＵ回路部１２２により、リーダ部１を制御する。且つ、ＣＰＵ回路部
１２２は、これらの読取データを、くるみ製本処理における本文用（中身）の画像データ
として、画像メモリ１２０のハードディスクに順次記憶させるよう画像メモリ１２０等を
制御する。
【０２０５】
　尚、この記憶したデータを印刷した結果が、例えば、図８（ａ）の「本文用両面印刷」
に相当する。図８（ａ）では本文用の出力結果が「両面印刷」になっている。しかし、く
るみ製本処理において、本文用の画像を印刷するシートに対して必ずしも両面印刷を実行
する必要はない。なぜなら、くるみ製本印刷モードにおいて、本文に相当する個所は両面
プリントさせたいユーザもいれば、本文に相当する個所を片面プリントさせたユーザ等、
様々なユーザニーズが存在するからである。
【０２０６】
　そこで、例えば、本画像形成システム１０００において、くるみ製本において、本文用
の画像を印刷するシート（第１タイプのシートに相当）に対して片面印刷するか両面印刷
するかを、図４の画面のキー４－２５８を介してユーザ自身により選択決定可能に構成し
ても良い。
【０２０７】
　又、くるみ製本処理の表紙用のシート（第２タイプのシートに相当）を、本実施形態で
は、例えば、本画像形成装置の手差し給紙部２２７に、ユーザにより、セットさせる。且
つ、この第２タイプのシートを選択する為に、表紙用のシートをユーザが表示部４－２５
０を介して選択する際に、手差し給紙部２２７に対応する給紙部を選択出来るようにする
。これにより、第２タイプのシートを、該手差し給紙部から給送させる事も可能にする。
【０２０８】
　又、本画像形成装置、或いは、別の印刷装置において、くるみ製本処理の表紙用のシー
トに対して、くるみ製本表紙用の画像データを予めプリントしておく。そして、表紙表示
用画像がプリント済みの当該シートを、本画像形成システムにて、くるみ製本処理対象の
ジョブを処理するに先立ち、本画像形成装置の給紙部に対して、ユーザにより、セットさ
せる。そして、このシートを利用するよう操作部１２３を介してユーザにより処理条件を
設定させておく。これにより、当該くるみ製本処理対象のジョブを処理する際に、くるみ
製本表紙用のシートに対して印刷処理を実行する必要は無い。
【０２０９】
　尚、第２タイプのシートとして既にプリント済みのシートを利用する場合に、上述のよ
うなインサータを本画像形成システム１０００が具備している場合には、該インサータか
ら該第２タイプのシートを給送可能に構成しても良い。この場合には、第２タイプのシー
トの給紙部として該インサータを選択可能にする表示画面を、表示部４－２５０に、表示
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できるよう、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。そして、該画面を介して、第２タイプ
のシートの給送源として、インサータをユーザにより選択可能にする。
【０２１０】
　以上のように、第２タイプのシートに対して既に表紙用の画像データがプリントされて
いるような状況の場合には、本実施形態では、リーダ部１により読取動作が実行された上
記ジョブの読取り画像データは、全ページ、本文用の原稿画像データとする。
【０２１１】
　一方、くるみ製本処理を実行すべきジョブの一連の処理工程において、くるみ製本用の
表紙に対して表紙用の画像データをプリントする処理が必要な場合には、ＣＰＵ回路部１
２２は、以下のような、処理を画像形成装置に実行させる。
【０２１２】
　例えば、ユーザにより操作部１２３を介して、くるみ製本モードが選択され、且つ、表
紙となる第２タイプのシートに相当するシートに対して表紙用の画像をプリントさせる指
示が入力されたとする。
【０２１３】
　この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、リーダ部１により読取られる複数ページからなる一
連の原稿束のうちの先頭ページの原稿画像に相当する画像データを、表紙用の原稿画像と
して、画像メモリ１２０のハードディスクに格納させる。次いで、当該ページに後続する
ページ（例えば、２ページ目以降のページ）の原稿画像データについては、本文用の原稿
画像データとして、上記表紙用の画像データと関連付けて、順次、該ハードディスクに格
納させる。
【０２１４】
　尚、くるみ製本処理対象のジョブにおいて、くるみ製本表紙用のシート（第２タイプの
シートに相当）の表表紙となる個所に表表紙用の画像をプリントさせ、且つ、当該シート
裏表紙となる個所に裏表紙用の画像データをプリントさせる事も出来る。このような、処
理を希望するユーザにも対処すべく、ＣＰＵ回路部１２２により、次のような制御を、実
行しても良い。
【０２１５】
　例えば、ユーザが表紙の設定を表示部４－２５０にて実行する際に、「くるみ製本の表
紙用のシートに、表表紙画像と裏表紙画像の両方をプリントさせる」等の指示をユーザに
より入力可能にする表示キーを具備した表示画面を、表示部４－２５０に表示させる。そ
して、当該画面を介して上記指示が入力された事に応答し、上述の処理を実行させるよう
プリンタ部２を制御する。
【０２１６】
　このような設定がなされた場合、リーダ部１により読取った複数ページからなる一連の
原稿束のうちの、１頁目の原稿に相当する画像データを、表表紙用の原稿画像として、画
像メモリ１２０のハードディスクに格納させる。更に、当該ジョブの２頁目の原稿に相当
する画像データを、裏表紙用の原稿画像として、画像メモリ１２０のハードディスクに格
納させる。そして、当該ジョブの残りのページに相当する原稿画像データを、本文用の原
稿画像データとして、上記表表紙用の画像データ並びに裏表紙用の画像データと関連付け
て、該ハードディスクに格納させておく。
【０２１７】
　尚、くるみ製本モードが選択された場合において、例えば、１０頁からなる一連の原稿
束をリーダ部１で連続して読取る場合に、１番目に読取った原稿を、第２タイプのシート
（表紙用のシートに相当）にプリントすべき表表紙用の画像データとして、画像メモリ１
２０に、登録させる。次いで、２番目～９番目に読取った各原稿データを、第１タイプの
シート（本文用のシートに相当）にプリントすべき本文用の１頁目～８頁目の画像データ
として、画像メモリ１２０に登録させる。そして、最後に読取った１０枚目の原稿を、上
記第１タイプのシートにプリントすべき裏表紙用の画像データとして、画像メモリ１２０
に、登録させる。そして、ＣＰＵ回路部１２２は、これらの画像データを関連付けて管理
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しておく。このように、裏表紙用の原稿画像データを、原稿束の最後に登録するようなデ
ータ記憶方法であっても良い。即ち、くるみ製本処理印刷が全て完了し、最終的な、くる
み製本印刷物のページ順序と同じ順序で、処理対象の画像データを画像メモリ１２０に登
録させるように制御する構成でも良い。
【０２１８】
　但し、本実施形態は、使い勝手を向上させるという観点で、上述のような制御例を採用
するが、本実施形態はこれに限定されるものではない。例えば、次のような制御を本画像
形成システム１０００で実行できるならば、如何なる構成であってもよい。
【０２１９】
　例えば、処理すべき複数ページからなる一連の画像データのうちの、表表紙用のデータ
に相当する原稿画像データと裏表紙用のデータに相当する原稿画像データとが、第２タイ
プのシート（くるみ製本処理における表紙用のシートに相当）の同一面上にプリントされ
るように制御する。そして、当該一連の画像データのうちの、本文用のデータに相当する
複数ページの原稿画像データが、複数枚の第１タイプのシート（くるみ製本処理における
本文用の各シートに相当）に、プリントされるように、リーダ部１や画像メモリ部１２０
やプリンタ部２等をＣＰＵ回路部１２２により制御する。そして、ユーザがくるみ製本の
表紙用の画像として所望するプリントデータを、くるみ製本の表紙用のシートに、プリン
トさせ、ユーザがくるみ製本の本文用の画像として望むプリントデータを、本文用のシー
トに対してプリントできるように構成する。
【０２２０】
　このような構成を実現できるのであるならば、リーダ部１による原稿の読取順序、画像
メモリ１２０への原稿画像データの記憶順序並びに画像メモリ１２０からの原稿画像デー
タの読出順序、プリンタ部２での原稿画像データのプリント順序等の各種動作シーケンス
は問わない。これは、外部装置（例えば、図２の２００２）から受け付ける、くるみ製本
対象のジョブのプリントデータについても同様である。
【０２２１】
　又、更に、本画像形成システム１０００のような、シートの糊付け処理を実行できる装
置やシステムにおいて、当該糊付け処理に関わる様々なユーザからの様々なユーザニーズ
に対応出来るようにするという効果を、更に一層向上させるべく、本実施形態において上
記制御を更に応用しても良い。
【０２２２】
　例えば、本実施形態の画像形成システムのＣＰＵ回路部１２２は、以下のような処理を
実行するよう、本画像形成システム１０００を制御する。
【０２２３】
　例えば、くるみ製本モードが表示部４－２５０を介してユーザにより選択された場合に
おいて、図７（ｆ）の表示画面を表示部４－２５０に表示させる。
【０２２４】
　本実施形態では、くるみ製本処理対象のジョブを処理した場合に、くるみ製本印刷物（
例えば、図２４（ａ）に示す、くるみ製本印刷結果物２４００を参照）における表表紙の
ページに該当する紙面（図２４の例で言えば、領域２４０１の部分）に対して、くるみ製
本印刷物における本文用のプリントデータとは異なる、第１の所定のプリントデータ（本
実施形態では、これを、くるみ表紙物における表面用の画像データと呼ぶ）をプリントす
べきか否かを、図７（ｆ）の各種表示キーを具備した表示画面を介して、ユーザにより設
定可能に構成している。
【０２２５】
　例えば、図７（ｆ）の表示画面の「表紙のオモテにコピーする」キーがユーザにより押
下された場合には、くるみ製本印刷結果における表紙（ここでいう、表紙とは、くるみ製
本印刷を実行した結果を基準に説明している）のページに該当する紙面（図２４（ａ）の
例で説明すると、領域２４０１に部分）に対して、くるみ製本印刷物における表紙用の画
像データを、プリンタ部２によりプリントさせる。一方、例えば、図７（ｆ）の画面の「
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表紙のオモテにコピーしない」キーが押下された場合には、くるみ製本印刷結果における
表紙のページに該当する紙面に対して、プリンタ部２により、当該第１の所定のプリント
データをプリントする事を禁止する。
【０２２６】
　このように、本画像形成システム１０００では、くるみ製本モードにて、第１の特殊印
刷処理を実行可能にする。
【０２２７】
　更に、本実施形態では、くるみ製本印刷物を、正立状態からみて、表表紙側から表表紙
のみをユーザが１枚めくった直後のページに該当する紙面（例えば、図２４（Ｃ）を用い
て説明すると、領域２４０３の部分に相当）に対して、先程と同様に、くるみ製本印刷物
における本文用のプリントデータには該当しない、第２の所定のプリントデータ（本実施
形態では、これを、くるみ製本物における表紙の裏用の画像データと呼ぶ）を、プリント
すべきか否かを、図７（ｆ）の各種表示キーを具備した表示画面を介して、ユーザにより
設定可能にする。
【０２２８】
　例えば、図７（ｆ）の表示画面の「表紙のウラにコピーする」キーがユーザにより押下
された場合には、くるみ製本印刷結果を、正立状態からみて、表表紙側から表表紙のみを
１枚だけユーザがめくった直後のページに該当する紙面（例えば、図２４（Ｃ）を用いて
説明すると、領域２４０３の部分に相当）に対して、くるみ製本印刷物における表紙の裏
用の画像データを、プリンタ部２によりプリントさせる。一方、例えば、図７（ｆ）の画
面の「表紙のウラにコピーしない」キーが押下された場合には、くるみ製本印刷結果にお
ける表紙をめくった直後のページに該当する当該紙面に対して、プリンタ部２による当該
第２の所定のプリントデータのプリント処理の実行を禁止する。
【０２２９】
　このように、本画像形成システム１０００では、くるみ製本モードにて、第２の特殊印
刷処理を実行可能にする。
【０２３０】
　そして、更に、本実施形態では、くるみ製本印刷物を、正立状態からみて、ユーザが、
裏表紙側から裏表紙のみを、１枚だけ、めくった直後のページに該当する紙面（例えば、
図２４（ｄ）を用いて説明すると、領域２４０４の部分に相当）に対して、先程と同様に
、くるみ製本印刷物における本文用のプリントデータには非該当の、第３の所定のプリン
トデータ（本実施形態では、これを、くるみ製本物における裏表紙の表用の画像データと
呼ぶ）を、プリントすべきか否かを、図７（ｆ）の各種表示キーを具備した表示画面を介
して、ユーザにより設定可能にする。
【０２３１】
　例えば、図７（ｆ）の表示画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーがユーザにより
押下された場合には、くるみ製本印刷物を、正立状態からみて、裏表紙側から裏表紙のみ
を１枚だけユーザがめくった直後のページに該当する紙面（例えば、図２４（ｄ）を用い
て説明すると、領域２４０４の部分に相当）に対して、くるみ製本物における裏表紙の表
用の画像データを、プリンタ部２によりプリントさせる。一方、図７（ｆ）の画面の「裏
表紙のオモテにコピーしない」キーが押下された場合には、くるみ製本印刷結果における
裏表紙側から裏表紙をめくった直後のページに該当する当該紙面に対して、プリンタ部２
により、当該第３の所定のプリントデータのプリント処理を実行することを禁止する。
【０２３２】
　このように、本画像形成システム１０００では、くるみ製本モードにて、第３の特殊印
刷処理を実行可能にする。
【０２３３】
　そして、更に、本実施形態では、くるみ製本印刷物における裏表紙のページに該当する
紙面（例えば、図２４（ｂ）を用いて説明すると、領域２４０２の部分に相当）に対して
、先程と同様に、くるみ製本印刷物における本文用のプリントデータとしてはユーザによ
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り利用されない、第４の所定のプリントデータ（本実施形態では、これを、くるみ表紙物
における表面用の画像データと呼ぶ）をプリントすべきか否かを、図７（ｆ）の各種表示
キーを具備した表示画面を介して、ユーザにより設定可能にする。
【０２３４】
　例えば、図７（ｆ）の表示画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーがユーザにより押
下された場合には、くるみ製本印刷結果における裏表紙のページに該当する紙面（例えば
、図２４（ｂ）を用いて説明すると、領域２４０２の部分に相当）に対して、くるみ製本
印刷物における裏表紙用の画像データを、プリンタ部２によりプリントさせる。一方、例
えば、図７（ｆ）の画面の「裏表紙のウラにコピーしない」キーが押下された場合には、
くるみ製本印刷結果における裏表紙のページに該当する紙面に対して、プリンタ部２によ
り、当該第４の所定のプリントデータをプリントする事を禁止する。
【０２３５】
　このように、本画像形成システム１０００では、くるみ製本モードにて、第４の特殊印
刷処理を実行可能にする。
【０２３６】
　以上説明したように、本実施形態の画像形成システムでは、くるみ製本モードがユーザ
により設定されたジョブを本画像形成システム１０００にて処理する場合において、本文
用のシート（第１タイプのシート）に対する本文用の画像データの一連のプリント処理を
、プリンタ部２により、実行させるだけに留まらない。尚、本文用のプリントデータを、
本文用のシート（第１タイプのシート）にプリントする一連の処理は、くるみ製本モード
における第１のプリントモードと呼ぶ（あるいは、くるみ製本モードにおける第１プリン
トシーケンスと称す）。
【０２３７】
　本実施形態の画像形成システム１０００では、くるみ製本処理対象のジョブにて、くる
み製本モードにおける上記第１のプリントモードを実行可能にするのみならず、該モード
と共に、ユーザが本文用の画像データとしては取り扱わないデータに該当する所定のプリ
ントデータの、くるみ製本用のシートに対する、プリント処理を、少なくとも含んだ、特
別な一連のプリント処理（上記例だと、４種類の特殊なプリントシーケンスを有している
）を、実行可能に、本画像形成システムを、ＣＰＵ回路部１２２により、制御している。
尚、本文用のプリントデータには該当しない上記所定のプリントデータの一連のプリント
処理を、くるみ製本モードにおける第２のプリントモードと呼ぶ（或いは、くるみ製本モ
ードにおける第２プリントシーケンスと称す）。
【０２３８】
　しかも、上述のように、図７（ｆ）の表示画面のような画面を、ユーザインタフェース
ユニットに提示させるように、ＣＰＵ回路部１２２により制御することで、くるみ製本モ
ードにおいて、上記第１プリントシーケンスと上記第２のプリントシーケンスの両方を実
行させるか、上記第１プリントシーケンスのみを実行させるかを、くるみ製本モードを選
択したユーザ自身により選択可能に構成している。
【０２３９】
　上記第１のプリントシーケンスや第２プリントシーケンスを活用することで、例えば、
ある新商品のカタログや説明書や、ある程度のボリュームのある企業内向け研修用の資料
や、公共団体用ガイドブック等、様々な種類の、様々なレイアウトの、多種多様なくるみ
製本物を、本画像形成システムにて、作成することも出来る。例えば、その一例として、
図２５～図３５等を用いて、本画像形成システム１０００にて実行可能な、くるみ製本印
刷処理の例を、５種類説明する。
【０２４０】
　尚、上述の例では、くるみ製本モードにて、本文用の為のプリントデータには該当しな
い、４つの所定のプリントデータが存在した。
【０２４１】
　従って、図２５～図３５を用いた説明では、上記第１の所定のプリントデータを、画像



(30) JP 4677342 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

Ａとする。同様に、第２の所定のプリントデータを、画像Ｃとする。同様に、第３の所定
のプリントデータを、画像Ｄとする。同様に、第４のプリントデータを、ここでは、画像
Ｂとする。又、この例の「くるみ製本モード」における本文用のプリントデータは、合計
Ｍページ分存在するとする。
【０２４２】
　尚、第１～第４の所定のプリントデータ画像Ａ～Ｄと、本文用のプリントデータ（１ペ
ージ目～Ｍページ目の合計Ｍページ分のプリントデータ）は、リーダ部１或いは外部装置
２００２から入力される。これらのデータは１つのジョブとして、関連付けられて、画像
メモリ１２０のハードディスクに格納させる。
【０２４３】
　このような前提として、例えば、処理対象のジョブに対する設定として以下の一連の設
定を、ユーザが実行したとする。
【０２４４】
　まず、１番目の例について説明する。図７（ｆ）の設定画面の「表紙のオモテにコピー
する」キーをユーザが押下することで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領
域２４０１に、画像Ａを印刷させるべく、上述の第１の特殊印刷処理の実行指示を入力し
た。
【０２４５】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のウラにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０３に、画像Ｃを印刷さ
せるべく、上述の第２の特殊印刷処理の実行指示を入力した。
【０２４６】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下
することで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０４に、画像Ｄを印
刷させるべく、上述の第３の特殊印刷処理の実行指示を入力した。
【０２４７】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーをユーザが押下す
ることで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０２に、画像Ｂを印刷
させるべく、上述の第４の特殊印刷処理の実行指示を入力した。
【０２４８】
　以上のような、くるみ製本モードにおける一連の印刷設定がユーザにより操作部１２３
を介して実行された事に応答して、ＣＰＵ回路部１２２は、図２５に示すような、くるみ
印刷製本結果２４００を作成するよう、当該くるみ製本印刷対象のジョブを、本画像形成
システム１０００により処理させる。
【０２４９】
　尚、図２５（ａ）～（ｄ）の印刷結果２４００の参照の仕方は、図２４（ａ）～（ｄ）
の印刷結果２４００の参照の仕方と同様である。
【０２５０】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、図２５に示す印刷結果２４００を得るために、当該くる
み製本モードにおける、くるみ製本印刷処理として、以下の二種類の印刷処理をプリンタ
部２に実行させる。
【０２５１】
　まず、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第１のプリントシーケンスとして、画像メモ
リ１２０のハードディスクに格納させた当該くるみ製本印刷処理対象のジョブのデータに
含まれる本文用のプリントデータを、第１タイプのシートに対して、プリントするように
、プリンタ部２を制御する。この一連のプリント動作を、本文用のページ数分、実行させ
る。この例では、合計Ｍページ分のプリント処理を実行させる。
【０２５２】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、上記第１のプリントシーケンスを実行するだけでなく
、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第２のプリントシーケンスとして、当該くるみ製本



(31) JP 4677342 B2 2011.4.27

10

20

30

40

50

印刷ジョブの本文用のプリントデータに関連付けて画像メモリ１２０のハードディスクに
格納させた、上記画像Ａ、画像Ｂ、画像Ｃ、画像Ｄの４つの所定のプリントデータを、第
２タイプのシートの各領域２４０１～２４０４に、プリントするようにプリンタ部２を制
御する。
【０２５３】
　図２５に示す印刷結果２４００を作成するにあたり、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイ
プのシートに対する一連のプリント工程において、次のような印刷処理を実行させる。
【０２５４】
　本文用のプリントデータがプリントされた第１タイプのシート束に糊付けされる前の第
２タイプのシートの状態は、図３０に示すように、２つ折りされる前の状態にある。
【０２５５】
　図２５に示すような印刷結果を得る為に、ＣＰＵ回路部１２２は、図３１に示すような
印刷処理をプリンタ部２に実行させる。
【０２５６】
　即ち、第２タイプのシートの第１面の領域２４０１に画像Ａが配置され、且つ、該第２
タイプのシートの第１面の領域２４０２に画像Ｂが配置されるように、第２タイプのシー
トの第１面に対するプリント処理をプリンタ部２に実行させる。
【０２５７】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２は、画像Ａと画像Ｂが１ページ分のデータになるように、画像
編集処理に利用可能なメモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、該画像Ａと
画像Ｂとが１ページ分の画像データに編集処理された当該画像データを、プリンタ部２に
より、第２タイプのシートの第１面に対して、プリントさせる。
【０２５８】
　尚且つ、第２タイプのシートの第２面（第１面の裏側）の領域２４０３に画像Ｃが配置
され、且つ、該第２タイプのシートの第２面の領域２４０４に画像Ｄが配置されるように
、第２タイプのシートの第２面に対するプリント処理をプリンタ部２に実行させる。
【０２５９】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２は、画像Ｃと画像Ｄが１ページ分のデータになるように、画像
編集処理に利用可能なメモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、該画像Ｃと
画像Ｄとが１ページ分の画像データに編集処理された当該画像データを、プリンタ部２に
より、第２タイプのシートの第２面に、プリントさせる。
【０２６０】
　以上のような、第２タイプのシートに対する一連のプリント処理を実行させる。その上
で、本文用のプリントデータ（合計Ｍページ分のプリントデータ）がプリントされた複数
の第１タイプのシートからなる第１タイプのシート束に対して、当該プリント処理済みの
第２タイプのシートを、糊付けユニット３００により、糊付け処理させる。
【０２６１】
　これにより、図２５に示すような、くるみ製本印刷物２４００を、本画像形成システム
１０００にて作成することが出来る。
【０２６２】
　次に、２番目の例について説明する。例えば、図７（ｆ）の設定画面にてユーザが以下
のような一連の印刷設定を行ったとする。
【０２６３】
　まず、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０１に、画像Ａを印刷さ
せるべく、上述の第１の特殊印刷処理の実行指示を入力した。
【０２６４】
　但し、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のウラにコピーする」キーは押下せず、「表紙の
ウラにコピーしない」キーを押下することで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシー
トの領域２４０３に画像Ｃが印刷されないように、上述の第２の特殊印刷処理の実行禁止
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指示を入力した。
【０２６５】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーについても押下
せず、「裏表紙のオモテにコピーしない」キーを押下することで、くるみ製本モードにて
、第２タイプのシートの領域２４０４に画像Ｄが印刷されないように、上述の第３の特殊
印刷処理の実行禁止指示を入力した。
【０２６６】
　但し、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０２に、画像Ｂを印刷さ
せるべく、上述の第４の特殊印刷処理の実行指示は入力した。
【０２６７】
　以上のような、くるみ製本モードにおける一連の印刷設定がユーザにより操作部１２３
を介して実行された事に応答して、ＣＰＵ回路部１２２は、図２６に示すような、くるみ
印刷製本結果２４００を作成するよう、当該くるみ製本印刷対象のジョブを、本画像形成
システム１０００により処理させる。
【０２６８】
　尚、図２６（ａ）～（ｄ）の印刷結果２４００の参照の仕方は、図２４（ａ）～（ｄ）
の印刷結果２４００の参照の仕方と同様である。
【０２６９】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、図２６に示す印刷結果２４００を得るために、当該くる
み製本モードにおける、くるみ製本印刷処理として、以下の二種類の印刷処理をプリンタ
部２に実行させる。
【０２７０】
　まず、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第１プリントシーケンスとして、画像メモリ
１２０のハードディスク内の当該くるみ製本印刷対象のジョブのデータの本文用のプリン
トデータ（合計Ｍページ分）を、第１タイプのシートに対してプリントするようプリンタ
部２を制御する。
【０２７１】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、上記第１プリントシーケンスを実行するだけでなく、
当該くるみ製本印刷ジョブにて、第２プリントシーケンスとして、当該くるみ製本印刷ジ
ョブの本文用のプリントデータに関連付けて画像メモリ１２０に記憶させた、２つの所定
のプリントデータ、即ち、画像Ａと画像Ｂを、第２タイプのシートの領域２４０１と領域
２４０２に対して、それぞれ、プリントさせるよう、プリンタ部２を制御する。
【０２７２】
　図２６に示す印刷結果２４００を作成するにあたり、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイ
プのシートに対する一連のプリント工程において、次のような印刷処理を実行させる。
【０２７３】
　本文用のプリントデータがプリントされた第１タイプのシート束に糊付けされる前の第
２タイプのシートの状態は、図３０のように、２つ折りされる前の状態にある。
【０２７４】
　図２６に示すような印刷結果を得る為に、ＣＰＵ回路部１２２は、図３２に示すような
印刷処理をプリンタ部２に実行させる。即ち、第２タイプのシートの第１面の領域２４０
１に画像Ａが配置され、且つ、該第２タイプのシートの第１面の領域２４０２に画像Ｂが
配置されるように、第２タイプのシートの第１面に対するプリント処理をプリンタ部２に
実行させる。
【０２７５】
　尚、画像Ａと画像Ｂは、１ページ分のデータになるように、画像編集処理に利用可能な
メモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、プリンタ部２により、第２タイプ
のシートの第１面に、プリントさせる。
【０２７６】
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　しかし、このプリントシーケンスにおいては、第２タイプのシートの第２面（第１面の
裏側）の領域２４０３に画像Ｃが配置され、該第２タイプのシートの第２面の領域２４０
４に画像Ｄが配置されるような、第２タイプのシートの第２面に対するプリント処理をプ
リンタ部２により実行する事は、禁止するよう制御する。
【０２７７】
　このように、この２番目の例では、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第１
面に対して画像Ａや画像Ｂがプリントされるようにプリント処理を実行させるようプリン
タ２を制御する。しかし、当該第２タイプのシートの第２面に対して画像Ｃや画像Ｄがレ
イアウトされるようなプリント処理を実行する事は、禁止するよう制御する。
【０２７８】
　以上のような、第２タイプのシートに対する一連のプリント処理を実行させる。その上
で、本文用のプリントデータ（合計Ｍページ分のプリントデータ）がプリントされた複数
の第１タイプのシートで構成される第１タイプのシート束に対して、当該プリント処理済
みの第２タイプのシートを、糊付けユニット３００により、糊付け処理させる。
【０２７９】
　これにより、図２６示すような、くるみ製本印刷物２４００を、本画像形成システム１
０００にて作成することが出来る。
【０２８０】
　次に、３番目の例について説明する。例えば、図７（ｆ）の設定画面にてユーザが以下
のような一連の印刷設定を行ったとする。
【０２８１】
　まず、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０１に、画像Ａを印刷さ
せるべく、上述の第１の特殊印刷処理の実行指示を、入力した。
【０２８２】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のウラにコピーする」キーを押下することで、
くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０３に画像Ｃを印刷するように、
上述の第２の特殊印刷処理の実行指示を、入力した。
【０２８３】
　しかし、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーについては押下
せず、「裏表紙のオモテにコピーしない」キーを押下することで、くるみ製本モードにて
、第２タイプのシートの領域２４０４に画像Ｄが印刷されないように、上述の第３の特殊
印刷処理の実行禁止指示を入力した。。
【０２８４】
　但し、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０２に、画像Ｂを印刷さ
せるべく、上述の第４の特殊印刷処理の実行指示を入力した。
【０２８５】
　以上のような、くるみ製本モードにおける一連の印刷設定がユーザにより操作部１２３
を介して実行された事に応答して、ＣＰＵ回路部１２２は、図２７に示すような、くるみ
印刷製本結果２４００を作成するよう、当該くるみ製本印刷対象のジョブを、本画像形成
システム１０００により処理させる。
【０２８６】
　尚、図２７（ａ）～（ｄ）の印刷結果２４００の参照の仕方は、図２４（ａ）～（ｄ）
の印刷結果２４００の参照の仕方と同様である。
【０２８７】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、図２７に示す印刷結果２４００を得るために、当該くる
み製本モードにおける、くるみ製本印刷処理として、以下の二種類の印刷処理をプリンタ
部２に実行させる。
【０２８８】
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　まず、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第１プリントシーケンスとして、画像メモリ
１２０のハードディスク内の当該くるみ製本印刷対象のジョブのデータの本文用のプリン
トデータ（合計Ｍページ分）を、第１タイプのシートに対してプリントするようプリンタ
部２を制御する。
【０２８９】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、上記第１プリントシーケンスを実行するだけでなく、
当該くるみ製本印刷ジョブにて、第２プリントシーケンスとして、当該くるみ製本印刷ジ
ョブの本文用のプリントデータに関連付けて画像メモリ１２０に記憶させた、３つの所定
のプリントデータ、即ち、画像Ａと画像Ｂと画像Ｃを、第２タイプのシートの領域２４０
１と領域２４０２並びに領域２４０３に対して、それぞれ、プリントさせるよう、プリン
タ部２を制御する。
【０２９０】
　図２７に示す印刷結果２４００を作成するにあたり、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイ
プのシートに対する一連のプリント工程において、次のような印刷処理を実行させる。
【０２９１】
　本文用のプリントデータがプリントされた第１タイプのシート束に糊付けされる前の第
２タイプのシートの状態は、図３０のように、２つ折りされる前の状態にある。
【０２９２】
　図２７に示すような印刷結果を得る為に、ＣＰＵ回路部１２２は、図３３に示すような
印刷処理をプリンタ部２に実行させる。即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシー
トの第１面の領域２４０１に画像Ａが配置され、且つ、該第２タイプのシートの第１面の
領域２４０２に画像Ｂが配置されるように、第２タイプのシートの第１面に対するプリン
ト処理をプリンタ部２に実行させる。
【０２９３】
　尚、画像Ａと画像Ｂは、１ページ分のデータになるように、画像編集処理に利用可能な
メモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、プリンタ部２により、第２タイプ
のシートの第１面に、プリントさせる。
【０２９４】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第２面（第１面の裏側）の領域
２４０３に画像Ｃが配置され、但し、該第２タイプのシートの第２面の領域２４０４には
画像Ｄが配置されないように、第２タイプのシートの第２面に対するプリント処理をプリ
ンタ部２に実行させる。
【０２９５】
　このように、当該プリントシーケンスでは、第２タイプのシートの第２面の領域２４０
３に対する画像Ｃのプリント処理は許可するが、第２タイプのシートの第２面の領域２４
０４に対する画像Ｄのプリント処理は禁止するよう制御する。
【０２９６】
　このように、この３番目の例では、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第１
面に対して画像Ａや画像Ｂがレイアウトされるようにプリント処理を実行させるようプリ
ンタ２を制御する。そして、当該第２タイプのシートの第２面に対して画像Ｃがレイアウ
トされるようにプリントすることも許可する。しかし、当該第２タイプのシートの第２面
に画像Ｄがレイアウトされるようなプリント処理を実行する事は、禁止するよう制御する
。
【０２９７】
　以上のような、第２タイプのシートに対する一連のプリント処理を実行させる。その上
で、本文用のプリントデータ（合計Ｍページ分のプリントデータ）がプリントされた複数
の第１タイプのシートで構成される第１タイプのシート束に対して、当該プリント処理済
みの第２タイプのシートを、糊付けユニット３００により、糊付け処理させる。
【０２９８】
　これにより、図２７示すような、くるみ製本印刷物２４００を、本画像形成システム１
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０００にて作成することが出来る。
【０２９９】
　次に、４番目の例について説明する。例えば、図７（ｆ）の設定画面にてユーザが以下
のような一連の印刷設定を行ったとする。
【０３００】
　まず、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０１に、画像Ａを印刷さ
せるべく、上述の第１の特殊印刷処理の実行指示を入力した。。
【０３０１】
　しかし、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のウラにコピーする」キーについては押下せず
、「表紙のウラにコピーしない」キーを押下することで、くるみ製本モードにて、第２タ
イプのシートの領域２４０３に画像Ｃが印刷されないように、上述の第２の特殊印刷処理
の実行禁止指示を入力した。。
【０３０２】
　但し、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下す
ることで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０４に画像Ｄが印刷さ
れるように、上述の第３の特殊印刷処理の実行指示は、入力した。
【０３０３】
　同様に、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーをユーザが押下す
ることで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０２に、画像Ｂを印刷
させるべく、上述の第４の特殊印刷処理の実行指示も、入力した。
【０３０４】
　以上のような、くるみ製本モードにおける一連の印刷設定がユーザにより操作部１２３
を介して実行された事に応答して、ＣＰＵ回路部１２２は、図２８に示すような、くるみ
印刷製本結果２４００を作成するよう、当該くるみ製本印刷対象のジョブを、本画像形成
システム１０００により処理させる。
【０３０５】
　尚、図２８（ａ）～（ｄ）の印刷結果２４００の参照の仕方は、図２４（ａ）～（ｄ）
の印刷結果２４００の参照の仕方と同様である。
【０３０６】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、図２８に示す印刷結果２４００を得るために、当該くる
み製本モードにおける、くるみ製本印刷処理として、以下の二種類の印刷処理をプリンタ
部２に実行させる。
【０３０７】
　まず、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第１プリントシーケンスとして、画像メモリ
１２０のハードディスク内の当該くるみ製本印刷対象のジョブのデータの本文用のプリン
トデータ（合計Ｍページ分）を、第１タイプのシートに対してプリントするようプリンタ
部２を制御する。
【０３０８】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、上記第１プリントシーケンスを実行するだけでなく、
当該くるみ製本印刷ジョブにて、第２プリントシーケンスとして、当該くるみ製本印刷ジ
ョブの本文用のプリントデータに関連付けて画像メモリ１２０に記憶させた、３つの所定
のプリントデータ、即ち、画像Ａと画像Ｂと画像Ｄを、第２タイプのシートの領域２４０
１と領域２４０２並びに領域２４０４に対して、それぞれ、プリントさせるよう、プリン
タ部２を制御する。
【０３０９】
　図２８に示す印刷結果２４００を作成するにあたり、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイ
プのシートに対する一連のプリント工程において、次のような印刷処理を実行させる。
【０３１０】
　本文用のプリントデータがプリントされた第１タイプのシート束に糊付けされる前の第
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２タイプのシートの状態は、図３０のように、２つ折りされる前の状態にある。
【０３１１】
　図２８に示すような印刷結果を得る為に、ＣＰＵ回路部１２２は、図３４に示すような
印刷処理をプリンタ部２に実行させる。
【０３１２】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第１面の領域２４０１に画像Ａが
配置され、且つ、該第２タイプのシートの第１面の領域２４０２に画像Ｂが配置されるよ
うに、第２タイプのシートの第１面に対するプリント処理をプリンタ部２に実行させる。
【０３１３】
　尚、画像Ａと画像Ｂは、１ページ分のデータになるように、画像編集処理に利用可能な
メモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、プリンタ部２により、第２タイプ
のシートの第１面に、プリントさせる。
【０３１４】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第２面（第１面の裏側）の領域
２４０４に画像Ｄが配置され、但し、該第２タイプのシートの第２面の領域２４０３には
画像Ｃが配置されないように、第２タイプのシートの第２面に対するプリント処理をプリ
ンタ部２に実行させる。
【０３１５】
　このように、当該プリントシーケンスでは、第２タイプのシートの第２面の領域２４０
４に対する画像Ｄのプリント処理は許可するが、第２タイプのシートの第２面の領域２４
０３に対する画像Ｃのプリント処理は禁止するよう制御する。
【０３１６】
　このように、この４番目の例では、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第１
面に対して画像Ａや画像Ｂがレイアウトされるようにプリント処理を実行させるようプリ
ンタ２を制御する。そして、当該第２タイプのシートの第２面に対して画像Ｄがレイアウ
トされるようにプリントすることも許可する。しかし、当該第２タイプのシートの第２面
に画像Ｃがレイアウトされるようなプリント処理を実行する事は、禁止するよう制御する
。
【０３１７】
　以上のような、第２タイプのシートに対する一連のプリント処理を実行させる。その上
で、本文用のプリントデータ（合計Ｍページ分のプリントデータ）がプリントされた複数
の第１タイプのシートで構成される第１タイプのシート束に対して、当該プリント処理済
みの第２タイプのシートを、糊付けユニット３００により、糊付け処理させる。
【０３１８】
　これにより、図２８示すような、くるみ製本印刷物２４００を、本画像形成システム１
０００にて作成することが出来る。
【０３１９】
　次に、５番目の例について説明する。例えば、図７（ｆ）の設定画面にてユーザが以下
のような一連の印刷設定を行ったとする。
【０３２０】
　まず、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下する
ことで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０１に、画像Ａを印刷さ
せるべく、上述の第１の特殊印刷処理の実行指示を入力した。。
【０３２１】
　尚且つ、図７（ｆ）の設定画面の「表紙のウラにコピーする」キーを押下することで、
くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０３に画像Ｃが印刷されるように
、上述の第２の特殊印刷処理の実行指示も、入力した。
【０３２２】
　更に、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のオモテにコピーする」キーをユーザが押下す
ることで、くるみ製本モードにて、第２タイプのシートの領域２４０４に画像Ｄが印刷さ
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れるように、上述の第３の特殊印刷処理の実行指示も、入力した。
【０３２３】
　しかし、図７（ｆ）の設定画面の「裏表紙のウラにコピーする」キーについては押下せ
ず、「裏表紙のウラにコピーしない」キーをユーザが押下することで、くるみ製本モード
にて、第２タイプのシートの領域２４０２に、画像Ｂが印刷されないよう、上述の第４の
特殊印刷処理の実行禁止指示を入力した。。
【０３２４】
　以上のような、くるみ製本モードにおける一連の印刷設定がユーザにより操作部１２３
を介して実行された事に応答して、ＣＰＵ回路部１２２は、図２９に示すような、くるみ
印刷製本結果２４００を作成するよう、当該くるみ製本印刷対象のジョブを、本画像形成
システム１０００により処理させる。
【０３２５】
　尚、図２９（ａ）～（ｄ）の印刷結果２４００の参照の仕方は、図２４（ａ）～（ｄ）
の印刷結果２４００の参照の仕方と同様である。
【０３２６】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、図２９に示す印刷結果２４００を得るために、当該くる
み製本モードにおける、くるみ製本印刷処理として、以下の二種類の印刷処理をプリンタ
部２に実行させる。
【０３２７】
　まず、当該くるみ製本印刷ジョブにおける第１プリントシーケンスとして、画像メモリ
１２０のハードディスク内の当該くるみ製本印刷対象のジョブのデータの本文用のプリン
トデータ（合計Ｍページ分）を、第１タイプのシートに対してプリントするようプリンタ
部２を制御する。
【０３２８】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、上記第１プリントシーケンスを実行するだけでなく、
当該くるみ製本印刷ジョブにて、第２プリントシーケンスとして、当該くるみ製本印刷ジ
ョブの本文用のプリントデータに関連付けて画像メモリ１２０に記憶させた、３つの所定
のプリントデータ、即ち、画像Ａと画像Ｃと画像Ｄを、第２タイプのシートの領域２４０
１と領域２４０３並びに領域２４０４に対して、それぞれ、プリントさせるよう、プリン
タ部２を制御する。
【０３２９】
　図２９に示す印刷結果２４００を作成するにあたり、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイ
プのシートに対する一連のプリント工程において、次のような印刷処理を実行させる。
【０３３０】
　本文用のプリントデータがプリントされた第１タイプのシート束に糊付けされる前の第
２タイプのシートの状態は、図３０のように、２つ折りされる前の状態にある。
【０３３１】
　図２９に示すような印刷結果を得る為に、ＣＰＵ回路部１２２は、図３５に示すような
印刷処理をプリンタ部２に実行させる。
【０３３２】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第１面の領域２４０１に画像Ａが
配置され、但し、該第２タイプのシートの第１面の領域２４０２に画像Ｂは配置されない
ように、第２タイプのシートの第１面に対するプリント処理をプリンタ部２に実行させる
。
【０３３３】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第２面（第１面の裏側）の領域
２４０３に画像Ｃが配置され、且つ、領域２４０４に画像Ｄが配置されるように、第２タ
イプのシートの第２面に対するプリント処理をプリンタ部２に実行させる。
【０３３４】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２は、画像Ｃと画像Ｄが１ページ分のデータになるように、画像
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編集処理に利用可能なメモリを用いて、レイアウト処理を実行させたうえで、該画像Ｃと
画像Ｄとが１ページ分の画像データに編集処理された当該画像データを、プリンタ部２に
より、第２タイプのシートの第２面に、プリントさせる。
【０３３５】
　このように、この５番目の例では、ＣＰＵ回路部１２２は、第２タイプのシートの第２
面に対して画像Ｃや画像Ｄがレイアウトされるようにプリント処理を実行させるようプリ
ンタ２を制御する。尚且つ、当該第２タイプのシートの第１面に対して画像Ａがレイアウ
トされるようにプリントすることも許可する。しかし、当該第２タイプのシートの第１面
に画像Ｂがレイアウトされるようなプリント処理を実行する事は、禁止するよう制御する
。
【０３３６】
　以上のような、第２タイプのシートに対する一連のプリント処理を実行させる。その上
で、本文用のプリントデータ（合計Ｍページ分のプリントデータ）がプリントされた複数
の第１タイプのシートで構成される第１タイプのシート束に対して、当該プリント処理済
みの第２タイプのシートを、糊付けユニット３００により、糊付け処理させる。
【０３３７】
　これにより、図２９示すような、くるみ製本印刷物２４００を、本画像形成システム１
０００にて作成することが出来る。
【０３３８】
　なお、上記例では、図２４に示した４つの領域２４０１～２４０４へのプリント処理の
実行を制御する構成について説明したが、くるみ製本が指定された場合に、ＣＰＵ回路部
１２２が、背表紙への印刷の有無を図７（ｆ）と同様の形態でユーザに指示させ、該指示
に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２が、背表紙（２４０２，２４０１の間の領域）へのプリ
ントの有無を制御するように構成してもよい。
【０３３９】
　尚、上述の５つの例では、リーダ部１からジョブを処理する例であるが故、本画像形成
装置のメモリを用いて画像編集を実行した上でプリンタ部２により第２タイプのシートに
対するプリント処理を実行した。
【０３４０】
　しかし、例えば、外部のホストコンピュータ（例えば、図２の外部装置２００２）から
コネクタ１２１を介して受け付けた外部ジョブである場合には、ホストコンピュータのプ
リンタドライバ等を介して、第２タイプのシートにプリントすべきデータを１ページ分の
データにレイアウト処理させたうえで、ホストコンピュータから送信可能に構成している
。
【０３４１】
　故に、くるみ製本モードにて、処理対象のジョブが外部から受信したジョブの場合には
、本画像形成システム１０００側にて上述のようなレイアウト処理を実行することなく、
そのまま、画像メモリ１２０を介して、プリンタ部２でプリントさせる。これにより、く
るみ製本モードにて処理すべきジョブが外部から受信したジョブであっても、図３１～図
３５のような印刷処理を実行でき、図２５～図２９のような最終印刷結果２４００を得る
ことが出来る。
【０３４２】
　以上、図２４、図２５～図２９、図３０、図３１～図３５を用いた、５つのくるみ製本
印刷処理例で説明したように、本実施形態では、くるみ製本モードにおけるくるみ製本印
刷処理において、本文用のプリントデータを本文用のシートに相当する第１タイプのシー
トにプリントできるようにＣＰＵ回路部１２２により本画像形成システム１０００を制御
する。この構成を前提とし、更に、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本の表紙用のプリン
トデータ等、本文用のプリントデータ以外の所定のプリントデータを、くるみ製本表紙用
のシートに相当する第２タイプのシートに対してプリント出来るように、本画像形成シス
テム１０００を制御する。
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【０３４３】
　尚且つ、更に、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートに対する印刷処理を実行
させる場合において、当該第２タイプのシートの第１面の２つの領域（２４０１、２４０
２）並びに、該第２タイプのシートの第２面の２つの領域（２４０３、２４０４）の４つ
の各領域に対する、プリント実行可否を、各領域毎に、ユーザ自身が決定可能に構成され
ている。
【０３４４】
　尚、上記例では、上述の４つの領域の各領域毎に、プリント実行可否を決定する構成を
説明した。しかし、次のような構成でも良い。
【０３４５】
　例えば、第２タイプのシートに対する第１面のプリント処理、並びに、第２タイプのシ
ートの第２面のプリント処理、の、両方の処理を実行することを許可する旨を示す所定の
指示（以下では、第１指示と呼ぶ）をユーザにより入力可能にする。
【０３４６】
　更に、第２タイプのシートに対する第１面のプリント処理、並びに、第２タイプのシー
トの第２面のプリント処理、の、何れか一方の処理のみ実行することを許可する旨を示す
所定の指示（以下では、第２指示と呼ぶ）をユーザにより入力可能にする。
【０３４７】
　例えば、第２タイプのシートに対する第１面のプリント処理、並びに、第２タイプのシ
ートの第２面のプリント処理、の、両方の処理を禁止する旨を示す所定の指示（以下では
、第３指示と呼ぶ）をユーザにより入力可能にする。
【０３４８】
　そして、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシートを処理するにあたり、上記第
１指示がユーザにより入力された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、図２５のような、印
刷結果２４００を作成できるプリンタ部２を制御する。即ち、第２タイプのシートの両面
に対するプリント処理を、図３１に示すような印刷方法で、プリンタ部２に実行させる。
【０３４９】
　一方、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシートを処理するにあたり、上記第２
指示がユーザにより入力された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、図２６のような、印刷
結果２４００を作成できるプリンタ部２を制御する。即ち、第２タイプのシートの何れか
一方の面のみに対するプリント処理を、図３２に示すような印刷方法で、プリンタ部２に
実行させる。
【０３５０】
　一方、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシートを処理するにあたり、上記第３
指示がユーザにより入力された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該第２タイプのシー
トに対するプリント処理自体を一切禁止するように制御する。この場合、プリンタ部２で
は、第２タイプのシートに対するプリント処理はなされずに、そのまま、プリンタ部２の
排紙ローラ２１９からシート処理装置２３０内の糊付けユニット３００へ、搬送されるよ
う制御される。
【０３５１】
　このように、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシートに対するプリント実行可
否を、第２タイプのシートにおける紙面単位で、操作部１２３（ホストコンピュータから
受信したジョブならば、ホストコンピュータの操作部）等のユーザインタフェースユニッ
トを介して、ユーザにより、決定可能に構成しても良い。
【０３５２】
　又、以上の例では、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシート対するプリント実
行可否を、例えば、図７（ｆ）の表示画面を介して、ユーザ自身により選択可能にする構
成を示した。しかし、本実施形態は、次のような構成でも良い。
【０３５３】
　例えば、本実施形態では、くるみ製本モードにて第２タイプのシートとして利用すべき
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シートを、操作部１２３（ホストコンピュータから受信したジョブならば、ホストコンピ
ュータの操作部）等のユーザインタフェースユニットを介して、ユーザ自身により、決定
可能に構成している。
【０３５４】
　このような構成のもとで、例えば、くるみ製本モードにおいて、第２タイプのシートに
関する設定が、ユーザによりなされたとする。これを受け、ＣＰＵ回路部１２２は、第２
タイプのシートとしてユーザにより選択されたシートに関する情報を取得する。そして、
その取得した第２タイプのシートに関する情報に基づいて、くるみ製本モードにおける第
２タイプのシートに対するプリント実行可否を、ＣＰＵ回路部１２２自身の判断により、
自動的に、決定する。このような構成により、以下のような事情にも対処できる。
【０３５５】
　例えば、くるみ製本処理に関して、ユーザが希望する製本物を想定してみると、次のよ
うな事が想定される。
【０３５６】
　例えば、くるみ製本にて作成される印刷物の候補としては、ガイドブックやユーザーズ
マニュアルが想定される。このような、くるみ製本印刷物は、本文用のシートは普通紙や
再生紙が利用される事が予想される。一方、本文用のシートをカバーする為のくるみ製本
表紙用のシートには、厚紙等、ある程度の厚みをもった特殊なシートが利用される事が予
想される。
【０３５７】
　又、このような、ユーザニーズやユースケース以外の事を検討してみると、システムや
装置自身の構成についても考慮すべき事項が存在すると考えられる。
【０３５８】
　例えば、図１に示す本画像形成システム１０００は、コンパクト化を図る等の目的で、
図１のようなメカ構成となっている。このようなメカ構成上の理由などにより、厚紙等の
シートに対して両面印刷することは、システムや装置にて何らかの影響を与えかねない。
【０３５９】
　以上のような観点等の着目し、ＣＰＵ回路部１２２により当該制御を実行しても良い。
以下、具体例をあげる。
【０３６０】
　例えば、リーダ１からのジョブをくるみ製本処理する場合には、本画像形成システム１
０００の本実施形態のユーザインタフェースユニットの一例としての操作部１２３を介し
て、くるみ製本モードの設定をユーザにより実行可能にする。又、例えば、ホストコンピ
ュータからのジョブをくるみ製本処理する場合には、本実施形態のユーザインタフェース
ユニットの一例としての、該ホストコンピュータの表示部に表示させる、印刷設定画面を
介して、くるみ製本モードの設定をユーザにより実行可能にする。
【０３６１】
　このような構成のもとで、例えば、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートのタ
イプとして、厚紙のような、本画像形成システム１０００のプリンタ部２にて両面プリン
トを禁止すべき所定のタイプのシートが、上記のようなユーザインタフェースユニットを
介して、ユーザにより選択されたとする。この場合には、くるみ製本モードにおける、第
２タイプのシートに対する両面プリント処理の実行を禁止するようプリンタ部２を制御す
る。
【０３６２】
　一方、普通紙や再生紙等、上記のような所定のタイプ以外の、プリンタ部２にて両面プ
リントを許可しても良いメディアタイプのシートが、ユーザインタフェースユニットを介
して、ユーザにより選択されたとする。この場合には、くるみ製本モードにおける、第２
タイプのシートに対する両面プリント処理の実行を許可するようプリンタ部２を制御する
。
【０３６３】
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　以上のように、くるみ製本対象のジョブの第２タイプのシートに対する両面プリント処
理の実行可否を、ユーザ自身により直接的に決定させる事無く（図７（ｆ）のような画面
を介して直接的に指示させること無く）、くるみ製本モードにて使用すべき第２タイプの
シートに関する情報に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２自身により、自動的に決定する。こ
のような構成でも良い。
【０３６４】
　尚、このような制御は、上記のような、メカ構成等画像形成システム１０００側の事情
により、実行できるようにする事も大事であるが、かならずしもこの観点に限らない。例
えば、ユーザ自身のミスを未然防止する等の、ユーザ側の事情を考慮した結果、当該制御
を実行するような構成を採用しても良い。
【０３６５】
　又、本画像形成システム１０００において、次のような構成を具備させても良い。例え
ば、本画像形成システム１０００は、画像形成装置本体に対して、図１に示すシート処理
装置２３０が接続されている。しかし、少なくともシート処理装置２３０と同等機能を具
備し、且つ、インサータ等の特殊な給紙部を具備するシート処理装置を、画像形成装置本
体に対して、接続することも出来るように構成されている。
【０３６６】
　なお、インサータとは、上記の如く、プリント済みのシート等を、シート処理装置２３
０内部へ搬送できるものである。尚且つ、プリンタ部２内部の画像形成すべきシートを通
過させる為のシート搬送路を介す事無く、シート処理装置２３０内部の搬送路へシートを
搬送させることが出来るものである。
【０３６７】
　そこで、本画像形成システム１０００が具備するシート処理装置２３０が、インサータ
も具備するタイプのシート処理装置である場合には、くるみ製本モードの設定をユーザが
ユーザインタフェースを介して行う際に、くるみ製本モードにおける第２タイプのシート
の給送源として、インサータをユーザにより選択可能に構成する。
【０３６８】
　例えば、リーダ１からのジョブをくるみ製本処理する場合には、本実施形態のユーザイ
ンタフェースユニットの一例としての操作部１２３を介して、くるみ製本モードにおける
第２タイプのシートの給送源として、インサータをユーザにより選択可能にする。
【０３６９】
　又、例えば、ホストコンピュータからのジョブをくるみ製本処理する場合には、本実施
形態のユーザインタフェースユニットの一例としての該ホストコンピュータの表示部に表
示させる印刷設定画面を介して、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートの給送源
として、インサータをユーザにより選択可能にする。
【０３７０】
　このような構成のもとで、例えば、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートの給
送源として当該インサータが、上記のユーザインタフェースユニットを介して、ユーザに
より選択されたとする。この場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該くるみ製本対象のジ
ョブを処理する場合において、第２タイプのシートに対するプリント処理を禁止するよう
プリンタ部２を制御する。
【０３７１】
　一方、第２タイプのシートの給送源としてインサータ以外の給送源（例えば、給紙部２
２７、２１４、２１５、２２５、２２６の何れか）が、上記のユーザインタフェースユニ
ットを介して、ユーザにより選択されたとする。この場合には、当該くるみ製本対象のジ
ョブを処理する場合において、第２タイプのシートに対するプリント処理の実行を許可す
るようプリンタ部２を制御する。
【０３７２】
　このように、くるみ製本対象のジョブの第２タイプのシートに対するプリント処理の実
行可否を、ユーザ自身により直接的に決定させる事無く（図７（ｆ）のような画面を介し
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てユーザ自身により直接的に指示させること無く）、第２タイプのシートの給送源として
ユーザにより選択された給送源に応じて、ＣＰＵ回路部１２２自身が、自動的に決定する
ように、構成しても良い。
【０３７３】
　以上説明したように、本実施形態の画像形成システム１０００は、くるみ製本対象のジ
ョブを処理する場合において、本文用のプリントデータがプリントされる第１タイプのシ
ート束に対して糊付け処理される、第２タイプのシートに対するプリント処理（両面プリ
ントの場合も含む）の実行可否を、ユーザからの直接的な指示に基づき、決定可能に構成
されているだけでなく、ＣＰＵ回路部１２２自身の判断により、自動的に決定できるよう
にも、構成されている。
【０３７４】
　尚、本実施形態において、第２タイプのシートに対する両面プリントを禁止する例とし
ては、第２タイプのシートの第１面と第２面の各面に対するプリント処理自体を禁止する
ケース、及び、該第２タイプのシートの第１面及び第２面の何れか一方のみに対するプリ
ントは許可するが、もう一方の面に対するプリント処理は、禁止するケース、の少なくと
も、何れかのケースが、これに該当するものとする。
【０３７５】
　又、上記のように、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、くるみ製本
対象のジョブの表紙として利用される第２タイプのシートに対する両面プリント処理の実
行を禁止可能に構成している。
【０３７６】
　しかし、本実施形態では、例えば、このような制御を実行する一方で、くるみ製本対象
のジョブを処理する場合において、第２タイプのシートが糊付けされる対象の本文用のシ
ート（即ち、第１タイプのシート）に対しては、両面プリントを実行する事を、許可する
ように、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０３７７】
　但し、くるみ製本対象のジョブを処理する場合において、第１タイプのシートに対して
両面プリント処理を実行させるか、片面プリントを実行させるかは、上記のユーザインタ
フェースを介して、当該処理対象のジョブのユーザ自身により、選択可能に構成する。
【０３７８】
　この制御は、ユーザニーズやユースケース（利用環境）を考慮にした制御である。例え
ば、くるみ製本印刷物としてユーザにより希望される出力物は、上述のように、ガイドブ
ックやマニュアルなどが想定される。このような印刷物は、本文用のシートとして普通紙
や再生紙等で構成されている事もあり、しかも、本文自体は、両面印刷が希望される可能
性も考えられる。但し、必ずしも、本文自体を両面印刷させるとは限らない。よって、こ
のような、様々な状況を考慮したうえで、上記のような制御を実行可能に構成しても良い
。
【０３７９】
　以上の構成により、シート糊付け処理が可能な画像形成装置や画像形成システムを製品
実用化した場合において、シート糊付け処理モードに関係する、様々なユーザからの、様
々なニーズに、トラブル等が発生する事無く、柔軟に対応できるという、上述の効果を、
更に、一層、発展向上させる事が可能になる。
【０３８０】
　以上のように、本実施形態では、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本処理すべきジョブ
に関わる各種判定処理の各結果に基づいて、当該くるみ製本対象のジョブの第２タイプの
シートに対するプリント処理の実行自体を、禁止したり、許可するように、本画像形成シ
ステム１０００を制御する。
【０３８１】
　又、ＣＰＵ回路部１２２は、上記各種判定処理の結果に基づいて、当該くるみ製本対象
のジョブの第２タイプのシートに対して、片面プリントの実行のみは許可するよう制御し
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、且つ、両面プリントの実行は禁止するよう制御する。
【０３８２】
　さらに、ＣＰＵ回路部１２２は、上記各種判定処理の結果に基づいて、当該くるみ製本
対象のジョブの第１タイプのシートに対して、片面プリントの実行のみ許可し、両面プリ
ントの実行は、禁止するよう制御する。
【０３８３】
　尚、ここでいう、処理対象のジョブに関する各種の判定処理の結果とは、本実施形態で
は、上記のように、くるみ製本モードがユーザにより選択された場合において、第２タイ
プのシートに対してプリント実行指示がユーザによりなされたか否かに関する、判定結果
を意味する。或いは、くるみ製本モードがユーザにより選択された場合において、第２タ
イプのシートとして利用すべきシートの種類が、如何なる種類のメディアタイプであるか
に関する確認の結果を意味する。或いは、第２タイプのシートの給送源がインサータのよ
うな所定の給送源であるか否かの判定結果を意味する。ＣＰＵ回路部１２２は、このよう
に、処理すべきジョブの処理条件を確認し、その結果に基づいて、上記各種制御を実行す
る。
【０３８４】
　又、ＣＰＵ回路部１２２が、各判定結果に基づいた上記各制御を実行する場合に、本実
施形態では、例えば、これらの各制御を、論理和的に用いても良いし、論理積的に、用い
ても良い。
【０３８５】
　又、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、処理対象のジョブが所定の
条件を満たすジョブであるか否かに基づいて、シート処理装置２３０によるシート糊付け
処理に関係する（影響のある）所定の処理の実行を、禁止したり、許可するよう制御して
いる。
【０３８６】
　この「所定の処理」の一例として、本実施形態では、上述のように、「シート処理装置
２３０によるシート糊付け処理を必要とするジョブのシートに対するプリント処理」を説
明している。
【０３８７】
　しかし、これ以外にも、本実施形態では、例えば、処理すべきジョブが所定の条件を満
たすかジョブであるか否かに基づいて、ＣＰＵ回路部１２２の制御により、禁止したり、
許可される、「所定の処理」が、存在する。
【０３８８】
　例えば、「シート処理装置２３０による、くるみ製本処理」や、「シート処理装置２３
０による、天糊製本処理」等の、「シート処理装置２３０によるシート糊付け処理」自体
が、本実施形態における「所定の処理」の更なる一例に、相当する。
【０３８９】
　例えば、くるみ製本対象のジョブの原稿をリーダ部１から読取る場合を例にとる。この
場合、ＣＰＵ回路部１２２は、リーダ部１による原稿の読取動作を実行させながら、不図
示の原稿枚数カウンタからの情報により、当該くるみ製本処理対象のジョブのプリントデ
ータのページ数をチェックし、当該ジョブの総ページ数情報を取得する。
【０３９０】
　又、一方で、ユーザにより設定された当該ジョブに対する印刷処理条件のうちの、両面
印刷設定や片面印刷設定や縮小レイアウト設定等、出力用紙の印刷面数に影響があるよう
なジョブ処理条件が設定されているか否かをチェックする。
【０３９１】
　このような各種判断材料を基に、ＣＰＵ回路部１２２は、当該くるみ製本処理すべきジ
ョブにて使用すべきシートの総枚数を計算する。
【０３９２】
　例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図３６のような管理テーブル３６００の情報を用いて
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、糊付け対象となるジョブにて第１タイプのシートとして必要なシートの合計枚数を算出
する。
【０３９３】
　図３６は、本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚
数を算出する為の管理情報を記憶した、管理テーブルの一例である。
【０３９４】
　図３６に示すテーブルの情報を用いて、ＣＰＵ回路部１２２は、次のような計算を行う
。図３６にて、変数Ｎは、処理対象のジョブにて必要なシートの合計枚数に相当する。変
数Ｍは、処理すべきジョブのプリントデータの合計ページ数に相当する。なお、このテー
ブル３６００は、例えば、画像メモリ１２０内のハードディスクに管理情報として予め登
録しておく。
【０３９５】
　例えば、２００ページからなる一連のプリントデータに対して片面印刷する設定がなさ
れたとする。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象となるジョブにて必要な出
力用紙の枚数の合計Ｎは、テーブル３６００のケース１の計算式を用いることで、「２０
０」を変数Ｍに代入して「Ｎ＝（２００÷１）÷１＝２００」であると算出する。
【０３９６】
　又、例えば、２００ページからなる一連のプリントデータに対して片面印刷の設定がな
され、且つ、縮小レイアウト印刷モードとして２ｉｎ１モードが設定されたとする。なお
、２ｉｎ１モードとは、１枚の出力用紙の同一面上に、２ページ分の入力データをプリン
トさせるプリントモードである。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、テーブル３６００の
ケース２の計算式を用いることで、当該処理対象となるジョブにて必要な出力用紙の枚数
の合計Ｎは、「Ｎ＝（２００÷２）÷１＝１００」であると算出する。
【０３９７】
　又、例えば、２００ページからなる一連のプリントデータに対して片面印刷の設定がな
され、且つ、縮小レイアウト印刷モードとして４ｉｎ１モードが設定されたとする。なお
、「Ｐｉｎ１モード」とは、１枚の出力用紙の同一面上に、「Ｐ」ページ分の入力データ
をプリントさせるプリントモードである。即ち、「４ｉｎ１モード」とは、１枚の出力用
紙の同一面上に、４ページ分の入力データをプリントさせるプリントモードである。この
場合、ＣＰＵ回路部１２２は、テーブル３６００のケース３の計算式を用いることで、当
該処理対象となるジョブにて必要な出力用紙の枚数の合計Ｎは、「Ｎ＝（２００÷４）÷
１＝５０」であると算出する。
【０３９８】
　このような計算方法で、ケース４等についても同様に処理する。
【０３９９】
　又、例えば、２００ページからなる一連のプリントデータに対して両面印刷する設定が
なされたとする。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象となるジョブにて必要
な出力用紙の枚数の合計Ｎは、テーブル３６００のケース５の計算式を用いることで、「
Ｎ（２００÷１）÷２＝１００」であると算出する。
【０４００】
　又、例えば、２００ページからなる一連のプリントデータに対して両面印刷の設定がな
され、且つ、縮小レイアウト印刷モードとして２ｉｎ１モードが設定されたとする。この
場合、ＣＰＵ回路部１２２は、テーブル３６００のケース６の計算式を用いることで、当
該処理対象となるジョブにて必要な出力用紙の枚数の合計Ｎは、「Ｎ＝（２００÷２）÷
２＝５０」であると算出する。
【０４０１】
　このような方法で、ケース５以降についても、該当する計算式を用いて、変数Ｍに処理
すべきジョブの総ページ数を代入して、処理すべきジョブにて必要なシートの合計枚数Ｎ
を算出する。
【０４０２】
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　なお、ＣＰＵ回路部１２２は、テーブル３６００の計算式により計算した結果、Ｎの値
が割り切れない値になった場合には、計算したＮの値のうちの小数点以下の値を、切り上
げすることで、Ｎを整数値となるように計算する。
【０４０３】
　以上のような、処理対象のジョブにて必要な、プリントデータをプリントすべきシート
の合計枚数（後述するフローチャートの処理では、「印刷枚数」と称している）の確認処
理を、くるみ製本処理モードや天糊製本処理モード等の糊付け処理モードが、ユーザによ
り選択された場合において、実行する。尚、この処理工程は、例えば、後述する図１３や
図１５や図１６のステップＳ９－３の処理に相当する。
【０４０４】
　又、このシートの総枚数Ｎに関して、天糊製本モードでは、１つの出力束とすべき第１
タイプのシートの合計枚数に相当する。
【０４０５】
　一方、くるみ製本モードにおいては、本文用の第１シート束の合計枚数として取り扱っ
てもよい。しかし、くるみ製本モードでは、最終印刷結果は、本文用のシート束と表紙用
のシートからなる。
【０４０６】
従って、くるみ製本モードにおいては、当該Ｎの値を、くるみ製本用の表紙（第２タイプ
のシート）を考慮に入れた値でも良い。即ち、シートの総枚数Ｎを、第１タイプのシート
の合計枚数に対して第２タイプのシート（表紙）の１枚分を加算した値、となるように、
取り扱っても良い。
【０４０７】
　以上のような構成のもと、ＣＰＵ回路部１２２は、当該くるみ製本処理対象のジョブに
て使用すべきシートの枚数の合計と予め定められた処理枚数との比較処理を行う。そして
、その比較結果に応じて、くるみ製本対象のジョブのシートに対するくるみ製本処理の実
行可否を決定する。
【０４０８】
　このくるみ製本処理の実行可否を決定するにあたり、本実施形態では、例えば、図３７
の管理テーブル３７００の管理情報がＣＰＵ回路部１２２により利用される。
【０４０９】
　図３７は、本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚
数と、シート処理装置にて実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項
を規定する為の管理情報を記憶した、管理テーブルの一例を示す図である。
【０４１０】
　図３７の管理テーブル３７００は、例えば、画像メモリ１２０のハードディスクに予め
登録されている。
【０４１１】
　図３７の管理テーブル３７００には、処理対象のジョブのシートに対してシート処理装
置２３０によりシート処理を実行させる場合において、予め制限事項（ルール）を設けて
おく為の管理情報が、記憶されている。
【０４１２】
　例えば、図３７に示す例では、シート処理装置２３０が具備する複数種類のシート処理
毎に、それぞれ、処理対象のジョブのシートに対するシート処理の実行を許可する為の条
件、禁止する為の条件等が、管理情報として、テーブル３７００に記憶されている。
【０４１３】
　このような構成のもとで、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、上記図３
６の管理テーブル３６００の情報等を用いて、処理対象のジョブにて必要なシートの合計
枚数を算出したら、図３７の例のような、シート処理装置２３０が具備する複数種類のシ
ート処理モードに関する制限事項（ルール）情報に基づいて、以下のような、制限制御（
禁則制御）を実行する。
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【０４１４】
　尚、本実施形態の画像形成システム１０００が具備するシート処理装置２３０は、くる
み製本処理モードと天糊製本処理モードの二種類のシート糊付け処理モード、及び、糊付
け処理を必要としない中綴じ製本処理モード等を具備している。よって、ここでは、これ
らのシート処理モードに特化して説明する。
【０４１５】
　例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１
０枚未満である場合（図３７のケース１に相当）、並びに、１５０枚を超える枚数（図３
７では、１５０＜Ｎと表現している）である場合（図３７のケース２）には、ＣＰＵ回路
部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、く
るみ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４１６】
　又、例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が
、１０枚以上で且つ１５０枚以下（図３７では、１０≦Ｎ≦１５０と表現している）であ
る場合（図３７のケース３に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブ
のシートに対して、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理を実行させる事を許可
する。
【０４１７】
　又、例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が
、１５０枚を超える枚数（図３７では、１５０＜Ｎと表現している）である場合（図３７
のケース４）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、シ
ート処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４１８】
　又、例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が
、１５０枚以下（図３７では、Ｎ≦１５０と表現している）である場合（図３７のケース
５に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、シー
ト処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を許可する。
【０４１９】
　ここで、この図３７のケース５と、図３７のケース３とを見比べてみる。ＣＰＵ回路部
１２２は、処理対象のジョブが天糊製本対象のジョブである場合には、たとえ、該ジョブ
のシートの総枚数が１０枚未満であろうが、当該ジョブに対するシートの天糊製本処理の
実行を許可するよう制御している。このように、本実施形態では、ＣＰＵ回路部１２２は
、くるみ製本モードにおける禁則制御とは異なる禁則制御を、天糊製本モードにおいて、
実行している。この理由は後述するが、このような制御も特徴の一つである。
【０４２０】
　又、例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が
、１５枚を超える枚数（図３７では、１５＜Ｎと表現している）である場合（図３７のケ
ース６）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、シート
処理装置２３０により、中綴じ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４２１】
　又、例えば、処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が
、１５枚以下である場合（図３７のケース７に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該
処理対象のジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、中綴じ製本処理を実
行させる事を許可する。
【０４２２】
　尚、図３７では、開示していないが、シート処理装置２３０には、この三種類のシート
処理モード以外にも、シート処理モードを有している。従って、この３種類以外のシート
処理モードについても、上記モードと同様な管理情報が、当該テーブル３７００に書き込
まれている。
【０４２３】
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　このように、本実施形態では、処理対象のジョブにて必要なシートの総枚数に応じてシ
ート処理装置２３０によるシート処理の実行可否を決定する為の、制限事項（ルール）情
報を、管理情報として、本画像形成システム１０００の画像メモリ１２０に予め記憶させ
ている。ＣＰＵ回路部１２２は、当該制限情報を画像メモリ１２０から読出し参照しなが
ら、処理対象のジョブのシートに対するシート処理の実行可否を制御している。尚、ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、後述する、図１３のフローチャートのステップＳ９－５の処理や、ス
テップＳ９－６の処理や、ステップＳ９－１４の処理にて、図３７の管理テーブル３７０
０の管理情報を、利用する。
【０４２４】
　以上のように構成することで、従来技術で想定したような問題も未然に防止でき、上記
各種効果を確実に得ることが出来る。
【０４２５】
　又、本実施形態の画像形成システム１０００は、プリントすべきシートの候補として、
様々な種類のシートを利用可能に構成されている。例えば、本画像形成システム１０００
が具備する給紙部（２２７、２１４、２１５、２２５、２２６）には、普通紙や、再生紙
、色紙、光沢紙、厚紙、等、互いに種類が異なる（メディアタイプが異なる）シートを、
セットする事ができる。そして、ユーザが操作部１２３等のユーザインタフェースユニッ
トを介して所望の給紙部を選択することで、ユーザが所望のメディアタイプのシートを、
ユーザが所望の給紙部から給送させて、プリンタ部２によりプリント処理を実行させる事
が出来るように、ＣＰＵ回路部１２２により本画像形成システム１０００を制御している
。
【０４２６】
　そこで、本実施形態において、例えば、図３７を用いた制御を発展させて、以下のよう
な制御を、ＣＰＵ回路部１２２により実行しても良い。図３８を用いて説明する。
【０４２７】
　図３８は、本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚
数と、シート処理装置にて実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項
を規定する為の管理情報を記憶した、管理テーブルの一例を示す図である。
【０４２８】
　図３７の管理テーブル３７００の情報は、処理対象のジョブにて必要なシートの枚数に
基づいてシート処理の実行可否を決定する為の制限事項（ルール）を、シート処理装置２
３０が具備する複数種類のシート処理毎に、規定した、管理情報である。そして、図３７
の管理情報による制御は、処理対象のジョブにてプリント対象となるシートの種類（メデ
ィアタイプ）を考慮しない場合の制御シーケンスである。
【０４２９】
　図３８と図３７を対比すると、例えば、図３８の管理テーブル３８００に登録さている
情報は、処理対象のジョブにて必要なシートの枚数に基づいてシート処理の実行可否を決
定する為の制限事項（ルール）を、シート処理装置２３０が具備する複数種類のシート処
理毎に、規定した、管理情報である。つまり、この点は、図３７の管理情報と同じである
。
【０４３０】
　しかし、図３８に示す管理テーブル３８００の管理情報は、処理対象のジョブにてプリ
ント対象となるシートの種類（メディアタイプ）を考慮した場合の制御シーケンスを実行
する場合において、用いる管理情報である。尚、このテーブル３８００も、本システムが
具備する画像メモリ１２０のハードディスクに管理情報として予め登録させている。
【０４３１】
　本実施形態において、例えば、図３８の管理テーブルに示す、シート処理装置２３０に
よるシート処理にかかわる制限事項（ルール）情報に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２によ
り、以下の制御を実行する。
【０４３２】
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　尚、ここでも、先程と同様に、くるみ製本処理モードと天糊製本処理モードの二種類の
シート糊付け処理モード、及び、糊付け処理を必要としない中綴じ製本処理モードに特化
して説明する。又、先程と同様に、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図
３６の管理テーブル３６００の情報を用いることで処理対象のジョブにて必要なシートの
合計枚数Ｎの情報を獲得したうえで、図３８の管理情報に基づいた制御を実行している。
【０４３３】
　例えば、処理対象のジョブにおいて、プリント処理すべきシートの種類（メディアタイ
プ）が、普通紙か再生紙であるとする。
【０４３４】
　尚、ここでは、このような、普通紙や再生紙等のメディアタイプのシートを利用するジ
ョブの事を、第１メディアタイプのジョブと呼ぶ。
【０４３５】
　このように、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１０枚未満
である場合（図３８のケース１に該当する場合）、並びに、１５０枚を超える枚数（図３
８では、１５０＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース２に該当する場合）に
は、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１メディアタイプのジョブのシートに対し
て、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４３６】
　又、例えば、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１０枚以上
で且つ１５０枚以下（図３８では、１０≦Ｎ≦１５０と表現している）である場合（図３
８のケース３に該当する場合）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１メディ
アタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理を実
行させる事を許可する。
【０４３７】
　又、例えば、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１５０枚を
超える枚数（図３８では、１５０＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース４に
該当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１メディアタイプのジョブのシー
トに対して、シート処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４３８】
　又、例えば、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１５０枚以
下（図３８では、Ｎ≦１５０と表現している）である場合（図３７のケース５に相当）に
は、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１メディアタイプのジョブのシートに対し
て、シート処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を許可する。
【０４３９】
　又、例えば、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１５枚を超え
る枚数（図３７では、１５＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース６）には、
ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１メディアタイプのジョブのシートに対して、
シート処理装置２３０により、中綴じ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４４０】
　又、例えば、処理対象のジョブが第１メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１５枚以下で
ある場合（図３８のケース７に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第１
メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、中綴じ製本処
理を実行させる事を許可する。
【０４４１】
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　次に、処理対象のジョブにおいて、プリント処理すべきシートの種類（メディアタイプ
）が、色紙や光沢紙等のメディアタイプであるとする。
【０４４２】
　尚、ここでは、このような、色紙や光沢紙等、上述のメディアタイプのシートとは種類
が異なるメディアタイプのシートを利用するジョブの事を、第２メディアタイプのジョブ
と呼ぶ。
【０４４３】
　又、本実施形態において、例えば、この第２メディアタイプのシートには、上述の第１
メディアタイプのシートと比べ、シートのサイズ自体は同じではあるが、１枚あたりのシ
ートの厚さが異なるシートが、包含される。又、例えば、第１メディアタイプのシートよ
りも、厚みのあるシートが、この第２メディアタイプのシートに包含される。
【０４４４】
　このように、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、８枚未満（
図３８では、Ｎ＜８と表現している）である場合（図３８のケース８に該当する場合）、
並びに、１００枚を超える枚数（図３８では、１００＜Ｎと表現している）である場合（
図３８のケース９に該当する場合）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第２メ
ディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理
を実行させる事を禁止する。
【０４４５】
　又、例えば、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、８枚以上で
且つ１００枚以下（図３８では、８≦Ｎ≦１００と表現している）である場合（図３８の
ケース１０に該当する場合）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第２メディア
タイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理を実行
させる事を許可する。
【０４４６】
　又、例えば、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１００枚を
超える枚数（図３８では、１００＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース１１
に該当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第２メディアタイプのジョブのシ
ートに対して、シート処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４４７】
　又、例えば、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１００枚以
下である場合（図３８のケース１２に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象
の第２メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、天糊製
本処理を実行させる事を許可する。
【０４４８】
　又、例えば、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１０枚を超え
る枚数（図３８では、１０＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース１３）には
、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第２メディアタイプのジョブのシートに対して
、シート処理装置２３０により、中綴じ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４４９】
　又、例えば、処理対象のジョブが第２メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、１０枚以下で
ある場合（図３８のケース１４に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第
２メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、中綴じ製本
処理を実行させる事を許可する。
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【０４５０】
　次に、処理対象のジョブにおいて、プリント処理すべきシートの種類（メディアタイプ
）が、厚紙等のメディアタイプであるとする。
【０４５１】
　尚、ここでは、このような、厚紙等、上述の第１や第２のメディアタイプのシートとは
種類が異なるメディアタイプのシートを利用するジョブの事を、第３メディアタイプのジ
ョブと呼ぶ。
【０４５２】
　又、本実施形態において、例えば、この第３メディアタイプのシートには、上述の第１
や第２のメディアタイプのシートと比べ、シートのサイズ自体は同じではあるが、１枚あ
たりのシートの厚さが異なるシートが、包含される。又、例えば、第１、第２のメディア
タイプのシートよりも、更に厚みのあるシートが、この第３メディアタイプのシートに包
含される。
【０４５３】
　このように、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、５枚未満で
ある場合（図３８のケース１５に該当する場合）、並びに、７５枚を超える枚数（図３８
では、７５＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース１６に該当する場合）には
、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第３メディアタイプのジョブのシートに対して
、シート処理装置２３０により、くるみ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４５４】
　又、例えば、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、５枚以上で
且つ７５枚以下である場合（図３８のケース１７に該当する場合）には、ＣＰＵ回路部１
２２は、当該処理対象の第３メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置
２３０により、くるみ製本処理を実行させる事を許可する。
【０４５５】
　又、例えば、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、７５枚を超
える枚数（図３８では、７５＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース１８に該
当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第３メディアタイプのジョブのシート
に対して、シート処理装置２３０により、天糊製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４５６】
　又、例えば、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、当
該処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、７５枚以下
である場合（図３８のケース１９に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の
第３メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、天糊製本
処理を実行させる事を許可する。
【０４５７】
　又、例えば、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、５枚を超える
枚数（図３８では、５＜Ｎと表現している）である場合（図３８のケース２０）には、Ｃ
ＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第３メディアタイプのジョブのシートに対して、シ
ート処理装置２３０により、中綴じ製本処理を実行させる事を禁止する。
【０４５８】
　又、例えば、処理対象のジョブが第３メディアタイプのジョブである場合において、該
処理対象のジョブにて必要な出力用紙の合計枚数（シートの総枚数Ｎ）が、５枚以下であ
る場合（図３８のケース２１に相当）には、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象の第３
メディアタイプのジョブのシートに対して、シート処理装置２３０により、中綴じ製本処
理を実行させる事を許可する。
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【０４５９】
　尚、図３８では、開示していないが、本画像形成システム１０００は、これらのメディ
アタイプのシート以外にも、給紙部にセットでき、プリンタ部２によりプリントさせるこ
とが出来る。従って、これら以外のメディアタイプのシートについても、同様な管理情報
が、当該テーブル３８００に書き込まれている。
【０４６０】
　このように、本実施形態では、処理対象のジョブにてプリンタ部２にてプリントさせる
シートのメディアタイプ（種類）を考慮したうえで、処理対象のジョブにて必要なシート
の総枚数に応じてシート処理装置２３０によるシート処理の実行可否を決定する為の、制
限事項（ルール）情報を、管理情報として、本画像形成システム１０００の画像メモリ１
２０に予め記憶させている。
【０４６１】
　そして、ＣＰＵ回路部１２２は、当該制限情報を画像メモリ１２０から読出し参照しな
がら、処理対象のジョブのシートに対するシート処理の実行可否を、処理対象のジョブに
て利用されるシートのメディアタイプを考慮にいれて、制御するよう構成されている。尚
、ＣＰＵ回路部１２２は、後述する、図１４のフローチャートのステップＳ１０－１の処
理や、ステップＳ９－５の処理や、ステップＳ９－６の処理にて、図３８の管理テーブル
３８００の管理情報を、利用する。
【０４６２】
　ここで、上述の図３８のケース５と、図３８のケース３とを見比べてみる。ＣＰＵ回路
部１２２は、処理対象のジョブが天糊製本対象の第１メディアタイプのジョブである場合
において、たとえ、該処理対象の第１メディアタイプのジョブのシートの総枚数が、１０
枚未満であったとしても、当該第１メディアタイプのジョブに対するシートの天糊製本処
理の実行を許可するよう制御している。
【０４６３】
　又、図３８のケース１２と、図３８のケース１０とを見比べてみる。ＣＰＵ回路部１２
２は、処理対象のジョブが天糊製本対象の第２メディアタイプのジョブである場合におい
て、たとえ、該処理対象の第２メディアタイプのジョブのシートの総枚数が、８枚未満で
あったとしても、当該第２メディアタイプのジョブに対するシートの天糊製本処理の実行
を許可するよう制御している。
【０４６４】
　又、図３８のケース１９と、図３８のケース１７とを見比べてみる。ＣＰＵ回路部１２
２は、処理対象のジョブが天糊製本対象の第３メディアタイプのジョブである場合におい
て、たとえ、該処理対象の第３メディアタイプのジョブのシートの総枚数が、５枚未満で
あったとしても、当該第３メディアタイプのジョブに対するシートの天糊製本処理の実行
を許可するよう制御している。
【０４６５】
　このように、本実施形態では、処理対象のジョブのメディアタイプを考慮する場合であ
っても、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本モードにおける禁則制御とは異なる禁則制御
を、天糊製本モードにおいて、実行している。これも本実施形態の特徴の一例である。
【０４６６】
　以上のように構成することで、例えば、本画像形成システム１０００におけるシート糊
付け処理に関わる禁則制御を行ううえで、メディアタイプをも考慮にいれた、更にきめ細
かい制御が実現できるようになり、本実施形態の効果を更に向上させる事が出来る。
【０４６７】
　次に、くるみ製本処理を実行させる場合のプリンタ部２とシート処理装置２３０の動作
について説明する。
【０４６８】
　本実施形態において、例えば、ＣＰＵ回路部１２２が、上述のような各種ルールに基づ
いた判断により、処理対象のジョブのシートに対して、くるみ製本処理の実行を許可した
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とする。
【０４６９】
　この場合、リーダ部１或いは外部装置２００２から受信され、画像メモリ１２０のハー
ドディスクに格納された、当該処理対象のジョブの一連のプリントデータのうちの、本文
用の画像データを、プリンタ部２により、くるみ製本処理における本文用のシート（第１
タイプのシートに相当）に対し、順次、プリントさせる。
【０４７０】
　尚、プリンタ部２にてプリントが済んだ第１タイプのシートは、シート処理装置２３０
の糊付けユニット３００の処理トレイへ搬送し、後述する糊付け処理が完了するまで、該
トレイ上にて、順次、ページ順に、スタックするよう制御する。
【０４７１】
　そして、第１タイプのシートにプリントすべき本文用のプリントデータの全ページのプ
リント処理が完了し、糊付けユニット３００のトレイ上に、本文用の第１タイプのシート
が全てスタックしたとする。
【０４７２】
　すると、これを受け、ＣＰＵ回路部１２２は、本文用の画像データがプリントされたシ
ート束（第１タイプのシートに相当）の背表紙部分に相当する個所に対して、シート処理
装置２３０が具備する糊付けユニット３００により、糊付け処理を実行させる。
【０４７３】
　又、この際に、ＣＰＵ回路部１２２は、当該ジョブのユーザにより選択された所定の給
紙部（例えば、手差し給紙部２２７）から、当該ジョブにおける、くるみ製本表紙用のシ
ート（第２タイプのシートに相当）を給送させるよう制御する。
【０４７４】
　その後は、背表紙部分に糊付け処理が実行済みで且つ本文用画像データがプリント済み
の第１タイプのシート束の背表紙部分と、当該くるみ製本処理の表紙用のシートの中央部
分（例えば、図３０～図３５を参照）が、一致するように、糊付けユニット３００におい
て、表紙用のシート（第２タイプのシートに相当）を本文用のシート束（第１タイプの一
連のシート束）に押し付けることで、糊付け処理を実行させる。
【０４７５】
　そして、背表紙部部にて表紙用のシートと本文用のシートとの接着が完了した後に、表
紙用のシートを、背表紙部分を中心にして、本文用のシートを、くるむように、折り畳む
。そして、そのうえで、排出ローラにより、シート処理装置２３０の積載トレイ上に、く
るみ製本処理が完了済みの当該ジョブのシート束を、排出するように制御する。
【０４７６】
　これにより、図８（ａ）の右端の例や図２５～図２９で示したような、くるみ製本処理
が実行済みの、最終的な印刷結果が得られる。
【０４７７】
　なお、本実施形態では、図８（ａ）や図２５～図２９に示すように、くるみ製本処理で
は、表紙（くるみ製本モードにおける第２タイプのシートに相当）を中紙の用紙束（本文
用の一連のシート束。即ち、第１タイプの一連のシート束に相当）に確実に密着させる（
糊付けさせる）動作が必要である事に着目している。
【０４７８】
　そして、本実施形態では、このような動作を実現する為には、中紙の用紙束の厚みに関
して、くるみ製本の表紙と糊付け処理が適正に実行できる程度の、ある程度の厚みが、必
要である事に着目している。
【０４７９】
　このことを別の表現で説明すると、本実施形態は、例えば、第１タイプのシート束の厚
さが、非常に少ないと、次のような問題が発生する可能性がある事に着目している。
【０４８０】
　例えば、くるみ製本において、中紙の用紙束（本実施形態では、第１タイプのシート束
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と呼んでいる）の厚みとは、第１タイプのシート束の背表紙部分を意味する。そして、こ
の背表紙部分に相当する個所が、第２タイプのシートと第１タイプのシート束とが糊付け
すべき領域（図３０等参照）である。
【０４８１】
　又、１つのジョブにて使用すべき第１タイプのシートの枚数の合計（即ち、図３６や図
３７や図３８で説明したＮの値）が、多ければ多いほど、その分、第１タイプのシート束
の厚みは、増加する。逆に、１つのジョブにて使用すべき第１タイプのシートの枚数の合
計（即ち、図３６や図３７や図３８で説明したＮの値）が、少なければ少ないほど、その
分、第１タイプのシート束の厚みは、減少する。
【０４８２】
　即ち、第１タイプのシート束の厚みが、あまりにも少ない、即ち、背表紙部分の領域が
、あまりにも少ないと、第２タイプのシートと第１タイプのシート束とを糊付けすべき領
域が、非常に少なくなる事を、意味する。そして、第１タイプのシート束と第２タイプの
シートとの糊付けすべき領域が、少なければ、少ないほど、これらのシートの接着率が低
下する。そして、これらのシートの接着率が低下するという事は、即ち、第２タイプのシ
ートを第１タイプのシート束に糊付けしても、第２タイプのシートが、第１タイプのシー
ト束から、剥がれてしまう可能性が発生しうる。
【０４８３】
　また、仮に、このような問題が発生しないとしても、次のような問題が発生する可能性
が考えられる。
【０４８４】
　例えば、くみみ製本において、図８（ａ）の右例や、図２５～図２９のような、最終成
果物を得る為には、シート処理装置２３０の糊付けユニット３００において、第１タイプ
のシート束と第２タイプのシート束を糊付けした後に、第２タイプのシートを、第１タイ
プのシータ束を覆うように、折り畳む処理を、シート処理装置２３０にて実行させる必要
がある。
【０４８５】
　このように、くるみ製本形式で、シート束を折り畳むことを考えた場合に、第１タイプ
のシートの枚数が少なすぎると（つまり、第１シート束の厚さが少ない）、表紙に相当す
る第２タイプのシートに「しわ」や「破損」が、生じる可能性がある。
【０４８６】
　尚、このような問題以外の何らかの問題もあるかもしれない。いずれにしても、本実施
形態は、くるみ製本モードにおいて、第１タイプのシートの合計枚数が、あまりにも少な
過ぎると、ユーザが所望とする出力結果が得られない可能性があるという事に着目してい
る。
【０４８７】
　そこで、以上のような各種不具合が発生することを未然防止する為にも、本実施形態で
は、例えば、図３７に示すケース１、図３８に示すケース１、ケース８、ケース１５で述
べた制御を設けている。
【０４８８】
　即ち、くるみ製本処理の実行を許可する為の条件の１つとして、処理対象のジョブにて
必要なシートの合計枚数に関する最低ラインを予め設定している。この最低ラインを、本
実施形態では、例えば、シート糊付けモードにおける、「最少許容枚数」、或いは、「最
小枚数」、或いは、「第１の閾値」、或いは、「下限値」、或いは、「第２の所定枚数」
と、称している。例えば、図３７の例で説明すれば、「１０枚」に相当する値が、この第
１の閾値に該当する。
【０４８９】
　又、図３８の例のように、プリンタ部２にてプリントすべきシートのメディアタイプを
考慮する場合には、本画像形成システム１０００にて使用可能なメディアタイプ毎に、当
該第１の閾値を、夫々、設定している。
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【０４９０】
　例えば、図３８の例で説明すると、第１メディアタイプのジョブを処理する場合では、
「１０枚」に該当する値が、第１の閾値に相当する。第２メディアタイプのジョブを処理
する場合では、「８枚」に相当する値が、第１の閾値に相当する。第３メディアタイプの
ジョブを処理する場合では、「５枚」に相当する値が、この第１の閾値に相当する。
【０４９１】
　又、上述したように、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、第１の閾
値に基づいた判断を、くるみ製本対象のジョブに対して実行する。しかし、ＣＰＵ回路部
１２２は、天糊製本対象のジョブに対しては、当該第１の閾値に基づいた判断を実行しな
い。なぜなら、天糊製本モードでは、第１タイプのシート束に対して、第２タイプのシー
トを糊付けしないからである。即ち、くるみ製本において想定した問題が起こりえないか
らである。これも本実施形態の特徴の１つである。
【０４９２】
　又、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、くるみ製本モードが選択さ
れたジョブに対する判断を行う場合において、及び、天糊製本モードが選択されたジョブ
に対する判断を行う場合において、第２の閾値に基づいた判断を、夫々、実行している。
【０４９３】
　この第２の閾値とは、くるみ製本処理の実行を許可する為の条件の１つでもあり、天糊
製本処理の実行を許可する為の条件の１つでもある。処理対象のジョブにて必要な全ての
シートの合計枚数に相当する値が、この第２の閾値を、オーバーする場合には、くるみ製
本モードを実行する事を禁止し、且つ、天糊製本モードを実行する事も禁止する。
【０４９４】
　本実施形態では、例えば、この第２の閾値のことを、糊付け処理モードにおける、「最
大許容枚数」、或いは、「最大枚数」、或いは、「上限値」、或いは、「第１の所定枚数
」と、称す。例えば、図３７の例で説明すれば、「１５０枚」に相当する値が、第２の閾
値に該当する。
【０４９５】
　又、図３８の例のように、プリンタ部２にてプリントすべきシートのメディアタイプを
考慮する場合には、本画像形成システム１０００にて使用可能なメディアタイプ毎に、第
２の閾値を、夫々、予め設定している。
【０４９６】
　例えば、図３８の例で説明すると、第１メディアタイプのジョブを処理する場合には、
「１５０枚」に該当する値が、第２の閾値に相当する。第２メディアタイプのジョブを処
理する場合には、「１００枚」に相当する値が、第２の閾値に相当する。第３メディアタ
イプのジョブを処理する場合には、「７５枚」に相当する値が、この第２の閾値に相当す
る。
【０４９７】
　尚、この第２の閾値に基づいた制御を実行する理由は、例えば、本画像形成システム１
０００のメカ構成上の都合を考慮しているからである。特に、例えば、シート処理装置２
３０の処理能力を考慮しているからである。
【０４９８】
　又、本実施形態において、例えば、上述の図３７のように、メディアタイプを考慮しな
い場合であっても、図３８のようなメディアタイプを考慮する場合であっても、上記「第
１の閾値」や「第２の閾値」を、ユーザが手動、或いは、ユーザ指示なしに自動で、ＣＰ
Ｕ回路部１２２の制御のもと、変更可能に構成しても良い。
【０４９９】
　例えば、これらの「第１の閾値（第２の所定枚数）」や「第２の閾値（第１の所定枚数
）」は、本画像形成システム、とりわけ、シート処理装置２３０の、処理能力に依存する
ものである。又、一方で、シート処理装置２３０は、オプションとして、画像形成装置本
体に対して、着脱可能な構成である。
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【０５００】
　従って、画像形成装置本体に対して、シート処理装置２３０とは処理能力が異なるシー
ト処理装置が接続される可能性を考慮し、例えば、上記値を、操作部１２３の表示部４－
２５０に表示させる管理者用設定画面（不図示）を介して、管理者等の特定のユーザによ
り、任意に変更出来るように、構成しても良い。
【０５０１】
　或いは、画像形成装置本体にシート処理装置が接続されていない状態から画像形成装置
にシート処理装置が接続された状態に変化した際に、当該接続されたシート処理装置の装
備情報を、シート処理装置側からＣＰＵ回路部１２２が取得する。そして、取得したシー
ト処理装置の処理能力情報に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２自身が独自の判断で、該シー
ト処理装置に適した設定値になるよう、上記閾値を自動変更する、構成であっても良い。
【０５０２】
　又、上記２種類の閾値のうち、「第１の閾値」は、装置毎の動的な判断要素というより
は、印刷結果の出来栄え等、ユーザメリットに基づいた静的な判断要素といえる。
【０５０３】
　従って、ユーザにより手動で、或いは、ＣＰＵ回路部１２２により自動的に、上記閾値
を設定変更可能に構成しても、「第２の閾値」に対してのみ設定変更を許可し、「第１の
閾値」は、固定値となるよう、「第１の閾値」の設定変更は、禁止するような構成でも良
い。
【０５０４】
　以上、本実施形態では、本画像形成システム１０００にてプリントされたシートに対し
て糊付け処理を実行可能にするのみに留まっていない。装置自身の都合、ユーザニーズ、
本システムの利用環境、ユースケース等を考慮したうえで、シートの糊付け処理に関わる
様々な工夫をこらしている。例えば、このような効果を得るべく、次のような制御も、本
画像形成システム１０００にて実行可能に構成している。
【０５０５】
　本実施形態の画像形成システム１０００は、くるみ製本処理を実行する場合に、くるみ
製本処理対象のジョブにて使用すべきシート（第１タイプのシートと第２タイプのシート
）自体に関わる制御についても、ＣＰＵ回路部１２２により実行している。
【０５０６】
　例えば、くるみ製本モードにおいて、本文用のシートとしてユーザにより選択されたシ
ート（第１タイプのシートに相当）が、Ａ４サイズのシート（シート搬送方向の長さが２
１０ｍｍ、シート搬送方向に対して垂直方向の長さが２９７ｍｍの、シート）であるとす
る。
【０５０７】
　この場合、Ａ４サイズの本文用のシート束をくるむ為のくるみ製本表紙のシートは、例
えば、「Ａ３のび」サイズのシート（シート搬送方向の長さが４８３ｍｍ、シート搬送方
向に対して垂直方向の長さが３２９ｍｍのシート）等が良い。このように、少なくとも、
Ａ３サイズ（シート搬送方向の長さが４２０ｍｍ、シート搬送方向に対して垂直方向の長
さが２９７ｍｍとする）のシートよりも大きいサイズのシートが好ましい。
【０５０８】
　仮にそうでないにしても、例えば、シート搬送方向に対して垂直方向の長さが２９７ｍ
ｍであり、且つ、シート搬送方向の長さが、[（２１０ｍｍ×２）＋本文用のシート束の
厚さに相当する長さ（即ち、本文用のシートの１枚あたりの厚さ×本文用のシート束の合
計枚数に相当）]ｍｍに相当する長さ、を、少なくとも有するシートを選択する事が好ま
しい。
【０５０９】
　これは、くるみ製本特有の事情によるものである。このような観点に基づき、ＣＰＵ回
路部１２２は、くるみ製本モードにおいて、処理対象のジョブにて表紙用のシート（第２
タイプのシート）を利用するにあたり、当該処理対象のジョブにて使用すべき本文用のシ
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ート（第１タイプのシートに相当）自体のサイズ情報（上の例では、Ａ４サイズ＝２１０
ｍｍ×２９７ｍｍ）を考慮するだけでなく、当該ジョブの本文用のシート束（第１タイプ
のシート束に相当）の背表紙部分、即ち、本文の厚み情報をも、考慮したサイズのシート
を、選択させるように、本システムにて制御している。
【０５１０】
　このように構成することで、本文用の出力束を表紙用のシートでくるんだ際に、本文用
のシートが表紙用のシートから、はみでる等の、不都合を防止できる。図８（ａ）のよう
に、本文用のシート束が表紙用のシートにより適正にカバーされた出力物を作成すること
が出来る。
【０５１１】
　尚、ここで、仮に、くるみ製本処理を実行した際に、表紙と本文とがサイズ不一致でも
、次のような処理をシート処理装置２３０により実行させるようＣＰＵ回路部１２２が制
御することで、くるみ製本時に、不適正な出力物が作成されることを防止する事が出来る
。
【０５１２】
　例えば、本文用のシート束（第１タイプのシート束に相当）に表紙用のシート（第２タ
イプのシートに相当）を糊付けし、表紙用のシートを折り畳んだ後に、当該折処理済みの
シート束に対して、シート処理装置２３０が具備するトリマーユニット２４７等により三
方断裁処理を実行させるよう制御する。
【０５１３】
　上述の三方断裁処理とは、シートの４つの端部（上端部、右端部、左端部、下端部）の
のうちの、くるみ製本時に背表紙部分に該当する端部以外の３つの端部を、それぞれ、所
定長さ分、切り取る作業である。
【０５１４】
　例えば、図８（ａ）の右端に示した、くるみ製本後の出力結果例を正立状態からみて説
明する。或いは、図２４（ａ）や、図２５（ａ）等を用いて説明する。
【０５１５】
　これらに示した、くるみ製本印刷物の背表紙部に該当する端部は、左端部である。当該
端部以外の３つの端部は、上端部、および、右端部、下端部である。これら、３つの端部
を、それぞれ、所定幅分、断裁する。このような、背表紙部分以外の３つの端部を、端部
から所定長さ分、断裁する処理のことを、三方断裁処理と呼ぶ。
【０５１６】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このような三方断裁処理を、ユーザからの断裁処理に関する処
理条件が設定された事に応じて、上述のようなシートの折処理が済んだ後のシート束に対
して実行するよう、トリマユニット２４７を制御する。
【０５１７】
　尚、断裁処理は、ユーザが明示的に断裁処理の実行指示を入力しなくても、くるみ製本
モードがユーザにより選択された事に応じて、自動的に、実行するように制御しても良い
。
【０５１８】
　以上のような処理を、くるみ製本処理対象のジョブにて実行させる。これにより、表紙
と本文用のシートがミスマッチであっても、シートの端部が整った、綺麗な出力結果を、
くるみ製本出力結果として、得る事が可能になる。
【０５１９】
　次に、本実施形態の画像形成システム１０００にて実行可能な、上記くるみ製本処理と
は異なる種類の糊付け製本処理に相当する、「天糊製本処理」について説明する。
【０５２０】
　天糊製本処理の実行手順の一例に関して説明する。ここでも、処理対象となるジョブの
データ発生現は、自装置のリーダ部１とし、リーダ部１にセットされた原稿のプリント処
理を行い、該プリント処理によりプリントされたシートに対してシート処理装置２３０に
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より天糊製本処理する場合における、一連の処理手順について説明する。
【０５２１】
　まず、操作部１２３の表示部４－２５０に表示させた図６（ａ）の画面のキー８０１を
介してユーザにより「製本モード」が選択され、且つ、図６（ｃ）の画面のキー８０３を
介して「糊付け製本する」指示がユーザにより入力され、且つ、後述する図７（ｆ）の画
面を介して「表紙の設定」がユーザによりなされていない場合（本文画像データを印刷し
たシートに対して表紙をつける設定がユーザにより指示されなかった場合）、ＣＰＵ回路
部１２２は、当該ユーザ設定に従い処理すべき処理対象のジョブを、「天糊製本処理を実
行すべきジョブ」であると判断する。
【０５２２】
　上述の処理対象となるジョブに対するユーザの各種印刷処理条件の設定が完了したうえ
で、図４の操作部１２３のスタートキー４－２４２がユーザにより押下された場合、ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、リーダ部１の原稿給送装置１０１にユーザにより載置済みの原稿束を
、先頭ページから順次、１枚ずつ、リーダ部１のプラテンガラス上の読取位置へ給送し、
当該ジョブの原稿の読取処理をリーダ部１により実行させる。そして、ＣＰＵ回路部１２
２は、これらの読取データを、天糊製本処理における本文用（中身）の画像データとして
、画像メモリ１２０のハードディスク等に随時記憶させるようメモリ１２０等を制御する
。
【０５２３】
　尚、この記憶したデータを印刷した結果が、例えば、図８（ｂ）の「本文用両面印刷」
に相当する。
【０５２４】
　但し、図８（ｂ）では本文用の出力結果が「両面印刷」になっているが、天糊製本処理
において、本文用の画像を印刷するシートに対して必ずしも両面印刷を実行する必要はな
い。従って、例えば、天糊製本処理においても、本文用の画像を印刷するシートに対して
片面印刷するか両面印刷するかを、図４の画面のキー４－２５８を介してユーザ自身によ
り選択決定可能に構成しても良い。
【０５２５】
　又、上述のように、くるみ製本モードにおいては、場合によっては、第２タイプのシー
トに対する両面プリント処理の実行を禁止している。しかし、このように、くるみ製本モ
ードが選択された場合において第２タイプのシートに対する両面プリント処理の実行を禁
止した状態であっても、当該天糊製本モードにて処理対象となるジョブのシートに対して
両面プリントの実行は許可するよう制御する。そして、ユーザからの指示に応じて、天糊
製本モードにて処理対象のジョブのシートに対して両面プリント処理を実行可能に制御す
る。
【０５２６】
　ＣＰＵ回路部１２２は、リーダ部１による原稿の読取動作を実行させながら、原稿枚数
カウンタからの情報により、天糊製本処理対象のジョブのデータのページ数をカウントす
る。そして、当該ジョブの総ページ数情報と、ユーザにより設定された当該ジョブに対す
る印刷処理条件のうちの、両面印刷設定や片面印刷設定や縮小レイアウト設定等の印刷面
数に影響があるようなジョブ処理条件をチェックし、このような各種判断材料を基に、当
該ジョブにて使用すべきシートの総枚数を計算する（この工程は、例えば、後述する図１
３や図１５や図１６のステップＳ９－３の処理に相当する）。
【０５２７】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２は、天糊製本モードを実行する場合でも、シートの総枚数Ｎを
計算する為の方法は、本実施形態では、例えば、図３６を用いて説明した処理と同等の処
理を行う。
【０５２８】
　そして、ＣＰＵ回路部１２２は、当該天糊製本処理対象のジョブにて使用すべきシート
の枚数の合計と予め定められた処理枚数との比較処理を実行し、処理対象のジョブが所定
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の条件を満たすか否かを判断する。
【０５２９】
　そして、例えば、所定の条件を満たすジョブであると判断した場合には、ＣＰＵ回路部
１２２は、当該ジョブのシートに対する天糊製本処理の実行を許可するよう制御する。一
方、当該天糊製本処理対象のジョブが所定の条件を満たさないジョブであると判断した場
合には、当該ジョブのシートに対する天糊製本処理の実行を禁止するよう制御する。
【０５３０】
　尚、このような、天糊製本モードの実行可否を決定する制御を行う場合の一例として、
本実施形態では、例えば、処理対象のジョブにて利用するシートのメディアタイプを考慮
しないならば、ＣＰＵ回路部１２２は、図３７のケース４およびケース５で説明した制御
を実行する。
【０５３１】
　又、このような、天糊製本モードの実行可否を決定する制御を行う場合の一例として、
本実施形態では、例えば、処理対象のジョブにて利用するシートのメディアタイプを考慮
するならば、ＣＰＵ回路部１２２は、図３８のケース４およびケース５、図３８のケース
１１及びケース１２、図３８のケース１８およびケース１９にて、説明した制御を実行し
ている。
【０５３２】
　天糊製本処理の実行を許可した場合、画像メモリ１２０のハードディスクに格納した当
該処理対象のジョブの本文用の画像データをプリンタ部２によりプリントさせる。そして
、本文用の画像データがプリントされたシート束の背表紙部分に相当する個所に対して、
シート処理装置２３０が具備する糊付けユニット３００により、糊付け処理を実行させる
。
【０５３３】
　その後は、くるみ製本処理とは異なり、表紙を給送したり、本文用シートに対して表紙
用のシートを糊付けしたり、くるんだりする作業を実行せずに、背表紙部分に糊付け処理
が施された本文用画像がプリント済みのシート束を、排出ローラにより、シート処理装置
２３０の積載トレイ上に、天糊製本処理が完了済みの当該ジョブのシート束として、排出
するように制御する。
【０５３４】
　これにより、図８（ｂ）の右端の例のような、天糊製本処理済みの最終的な印刷結果が
得られる。
【０５３５】
　図８（ｂ）に示すように、天糊製本では表紙をつける必要が無い。即ち、天糊製本処理
では、表紙を中紙の用紙束に密着させる動作が不要である。よって、中紙の用紙束に厚み
がなくても問題が無い。
【０５３６】
即ち、例えば、換言すると、くるみ製本モードにおいて中紙の用紙束の厚みが少ない事が
原因で起こるかもしれない「第２タイプのシートが第１タイプのシート束から剥がれてし
まう問題」、「表紙に、しわや、破損が発生しうる問題」等は、当該天糊製本処理では、
起こりない。本実施形態は、これらの点についても着目している。
【０５３７】
　この観点に基づき、ＣＰＵ回路部１２２の制御により、上述のような、くるみ製本処理
時におけるジョブ制御とは異なる独立したジョブ制御を、天糊製本処理時に実行している
。
【０５３８】
　例えば、くるみ製本モードでは、上述したように、処理対象のジョブにてプリンタ部２
にてプリントすべきシートのメディアタイプを考慮しない場合でも、考慮する場合でも、
「第１の閾値」を予め設定している。そして、処理対象のジョブにて必要なシートの合計
枚数Ｎが、この第１の閾値を下回るならば、くるみ製本処理の実行を禁止している。
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【０５３９】
　しかし、本実施形態は、天糊製本処理を実行する場合には、このような「第１の閾値」
には基づかない制御をＣＰＵ回路部１２２により実行している。
【０５４０】
　即ち、天糊製本対象のジョブにて必要なシートの合計枚数が、例えば、第１の閾値を下
回ったとしても、天糊処理の実行を許可するよう制御する。
【０５４１】
　この点については、図３７のケース５とケース３との比較説明、及び、図３８のケース
５とケース３の比較説明、図３８のケース１２とケース１０の比較説明、図３８のケース
１９とケース１７との比較説明で、述べたとおりである。
【０５４２】
　このように、本実施形態は、例えば、あらゆる状況を想定している。そして、スキャナ
やネットワークから入力される様々なジョブのプリントデータをハードディスク等の大容
量メモリを介してプリント可能にしたデジタル画像形成装置を具備し、且つ、当該画像形
成装置から搬送されるシートに対してシートの糊付け処理を少なくも実行可能なシート処
理装置を具備した、デジタルプリンティングシステムのような画像形成システムを実用化
する事を念頭において、様々な工夫をこらしている。
【０５４３】
　これにより、例えば、このような装置やシステムが実際に実用化されても、従来で想定
したような問題も生じることなく、デジタルプリンティング環境にて、シートの糊付け処
理をも希望する、様々なユーザからの、様々なニーズに、柔軟に対応した、使い勝手の良
い、便利なシステムを提供できる。
【０５４４】
　尚、第１実施形態～第３実施形態を含む本実施形態の全てにおいて、シート糊付け処理
に関わる様々な制御を実行しており、これにより、上述した効果を含む様々な効果を奏す
ることができるようになっている。
【０５４５】
　しかし、本発明は、これらの全ての制御を必ず実行するものだけに限定されない。なぜ
なら、本実施形態の各種制御のうちの、少なくとも何れか１つのシート糊付け処理に関わ
る制御を実行できるようになれば、従来技術で想定している装置やシステムよりも、優れ
たものになり、使い勝手も向上し、効果も得られる。よって、本実施形態で述べている、
様々なシート糊付け処理に関係する制御のうちの、少なくとも何れか１つの制御を実行で
きるものならば、本発明に該当する。
【０５４６】
　本実施形態は、上述したように、シートの糊付け処理を実行する場合において、処理対
象となるジョブにて利用すべきシート自体に対する制御も、行っている。この点について
、図６や図７や図１８を用いてながら、説明する。
【０５４７】
　例えば、ユーザにより、図６（ｃ）の設定画面上の糊付け製本キー８０３が押下され、
「ＯＫ」キーが押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は、当該ユーザ操作を検知し、液晶表
示部４－２５０に、図７（ｄ）に示す用紙選択画面（糊付け処理モードにおける本文用の
シートの為の用紙選択画面）を、表示させる。
【０５４８】
図６（ｃ）の画面にてキー８０３が押下されたことにより、本画像形成装置にてプリント
されたシートに対するシート処理（後処理や、フィニッシィング処理とも呼ぶ）として、
糊付け製本処理が、処理対象のジョブに対する処理条件として、ユーザにより設定された
とする。
【０５４９】
　このように、処理対象のジョブが糊付け製本処理を実行すべきジョブである場合に、Ｃ
ＰＵ回路部１２２は、当該糊付け処理対象のジョブにおいて、本文用のシート（本文用の
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画像が形成される第１タイプのシートに相当）として、ユーザにより選択を許可するシー
トの候補を、制限するように制御している。
【０５５０】
　例えば、本実施形態の本画像形成装置にて像形成可能なシートの候補が合計Ｎ種類存在
し、シート処理装置（製本装置）２３０にて実行可能なシート処理の候補が合計Ｎ種類存
在するとする。
【０５５１】
　この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、本実施形態の画像形成装置の画像メモリ１２０内部
のハードディスクに、図１８に示すような、管理テーブル１８００を予め作成記憶させて
おく。
【０５５２】
　図１８は、本実施形態のプリンタ部により印刷可能な複数種類のシートの選択候補と、
シート処理装置により実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項を規
定する為の管理情報を記憶した管理テーブルの一例を示す図である。
【０５５３】
　この管理テーブル１８００には、処理対象のジョブにて利用を許可するシートの候補を
、シート処理装置２３０が具備する複数種類のシート毎に制限する為の、制限事項（ルー
ル）が、管理情報として、記憶されている。この管理テーブル１８００にて規定される制
限事項情報は、図３７の管理テーブル３７００や図３８の管理テーブル３８００と同様に
、本画像形成システム１０００が具備する画像メモリ１２０のハードディスクに格納され
ている。
【０５５４】
　ＣＰＵ回路部１２２は、管理テーブル１８００の管理情報に基づいて、処理対象のジョ
ブにてユーザにより選択可能なシートの候補を、当該システムが具備するシート処理装置
（製本装置）２３０にて実行可能な複数のシート処理の各シート処理毎に、それぞれ区別
して管理する。
【０５５５】
　このような構成のもと、ＣＰＵ回路部１２２は、図１８の管理テーブル１８００の管理
情報に基づいて、以下のような制御を行う。ここでは、一例として、シート処理装置２３
０にて実行可能な複数種類のシート処理のうちの、くるみ製本処理と、天糊製本処理に特
化して説明する。
【０５５６】
　例えば、処理対象のジョブに対する処理条件として、糊付け製本処理の１つに相当する
くるみ製本処理モードが、ユーザにより選択されたとする。
【０５５７】
　この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、例えば、管理テーブル１８００で規定されるルール
に基づき、当該くるみ製本処理対象のジョブにおいて本文用のシートとしてユーザにより
選択を許可するシートを、「Ａ４、ＬＴＲ（レター）、Ａ５Ｒ、ＳＴＭＴ－Ｒ、Ｂ５」の
５つの候補（図１８のテーブルにて、くるみ製本モード及び天糊製本モード共に、本文用
のシートとして利用を許可する事を示す○印が付いている、５つの用紙選択候補）となる
ように、制御している。
【０５５８】
　そして、本実施形態では、この選択許可対象の候補の中から、ユーザが所望の用紙を、
くるみ製本処理における本文用のシート（第１タイプのシート）として、選択できるよう
、操作部の表示部４－２５０に対する表示制御を実行する。
【０５５９】
　又、ＣＰＵ回路部１２２は、管理テーブル１８００の情報に基づき、「Ａ５、Ａ３、Ｌ
ＧＬ（リーガル）、１１×１７（レジャー）、Ａ４Ｒ、ＬＴＲ－Ｒ（レターＲ）、Ｂ４、
Ａ３ノビ」等の候補（図１８のテーブルにて、くるみ製本モード及び天糊製本モード共に
、本文用のシートとして利用を禁止する事を示す×印が付いている、８つの用紙選択候補
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）については、くるみ製本処理における本文用のシート（第１タイプのシート）としては
、選択対象外とする。そして、この選択禁止対象の用紙候補に該当するシートに対しては
、当該くるみ製本対象のジョブの本文用の画像データを印刷する事を禁止するよう制御す
る。
【０５６０】
　本実施形態では、ユーザの誤操作を未然防止する為にも、これらの選択禁止対象の用紙
候補を、くるみ製本処理モードにて本文用のシートとしてユーザが選択する事自体を禁止
する。例えば、これらの選択禁止対象の用紙が、ユーザにより、選択できない状態になる
よう、操作部１２３の表示部に対する表示制御を行う。
【０５６１】
　例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図１８の管理テーブル１８００の管理情報に基づいて
、表示部４－２５０に、図７（ｄ）のような操作画面を表示させるよう制御する。
【０５６２】
　図７（ｄ）の表示画面では、糊付け製本処理モードにおいて本文用の画像データを印刷
するシートに相当する中紙（本文）として選択できる記録紙サイズは、『Ａ４ノビ、Ａ４
、Ｂ５、Ａ５Ｒ、ＬＴＲ、ＳＴＭＴ－Ｒ』である事を、ユーザに通知するようガイダンス
表示を実行させる。
【０５６３】
　尚且つ、ＣＰＵ回路部１２２は、当該図７（ｄ）の画面を介して、糊付け処理モードを
実行する場合において、本文用のシート（第１タイプ）として利用を許可する選択候補（
この例では、図１８の管理テーブル１８００に基づき、少なくとも、５つの候補）の中か
ら、ユーザが所望のシートを選択可能に、操作部１２３を制御する。
【０５６４】
　例えば、当該画面上に、これら選択許可対象の用紙を選択する為のボタン等を表示させ
るよう表示部４－２５０を制御し、その中から所望の用紙を選択できるように構成しても
良い。
【０５６５】
　図１８の管理テーブル１８００の例を用いて説明すれば、例えば、Ａ４ノビを選択する
為の用紙選択キー、Ａ４を選択する為の用紙選択キー、Ｂ５を選択する為の用紙選択キー
、Ａ５Ｒを選択する為の用紙選択キー、ＬＴＲを選択する為の用紙選択キー、ＳＴＭＴ－
Ｒを選択する為の用紙選択キー、を、図７（ｄ）の画面に、表示させる。そして、これら
の用紙選択キーを用いて、第１タイプのシートとして利用すべき所望のシートを、ユーザ
により選択可能に制御する。
【０５６６】
　この制御を換言すると、ＣＰＵ回路部１２２は、本文用のシート（第１タイプ）として
利用を禁止する選択候補（この例では、図１８の管理テーブル１８００に基づき、少なく
とも、８つの候補）を、ユーザが選択する事は禁止するよう、操作部１２３を制御する。
【０５６７】
　例えば、第１タイプのシートとしては選択を禁止する対象のシート（ここでは、８つ）
を選択する為の用紙選択キーは、当該画面上に表示させないよう表示部４－２５０を制御
する。或いは、これらの用紙選択キーを表示すること自体は許可しても良いが、例えば、
これらのキーをグレー表示させるか、或いは、網掛け表示を実行させるように、表示部４
－２５０を制御する。これにより、これら選択対象外のシートを、ユーザが選択出来ない
状態にする。
【０５６８】
　尚、図７（ｄ）の例では、本画像形成装置の３つの給紙カセットに、現在、Ａ４サイズ
のシートが存在する事を、ＣＰＵ回路部１２２が、各給紙カセットのシート有無検知セン
サからの情報に基づき判断している。そして、その結果を、当該画面にて反映させた場合
の例である。
【０５６９】
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　この場合、ユーザが、図７（ｄ）の画面上の給紙カセット１～３の何れかの給紙カセッ
トを選択してＡ４サイズのシートを糊付け処理モードにおける本文用のシートとして設定
できるように制御する。
【０５７０】
　勿論、例えば、図７（ｄ）の状態で、上述の選択許可対象の５つの用紙候補（Ａ４サイ
ズのシート、Ｂ５サイズのシート、ＬＴＲサイズのシート、ＳＴＭＴ－Ｒサイズのシート
）のうちの何れかの用紙種別のシートを、ユーザが、本画像形成形成装置の手差しトレイ
２２７にセットして、図７（ｄ）の画面にて、手差しトレイ２２７をユーザが選択する事
もできる。このように、選択許可対象の用紙候補の中から所望の候補をユーザにより選択
可能に構成する。
【０５７１】
　尚、本実施形態では、図１８の管理テーブル１８００で規定される管理情報を参照して
も分るように、くるみ製本モードがユーザにより選択された場合においも、天糊製本モー
ドがユーザにより選択された場合においても、本文用のシート（本実施形態では、中紙と
いう呼び方や、第１タイプのシートという呼び方でも、呼んでいる）として、ユーザによ
り選択することを許可している用紙の候補は、両ケース共に、共通（同一）にしている。
【０５７２】
　しかし、図１８のように、くるみ製本モードでも、天糊製本モードでも、本文用のシー
ト（中紙）として選択を許可する候補を、必ずしも、全て、同一にする必要もない。
【０５７３】
　但し、くるみ製本モードが選択された場合でも、天糊製本モードが選択された場合でも
、図１８の管理テーブル１８００において本文用のシート（第１タイプのシートに相当）
としての利用を禁ずる用紙候補（図１８のテーブル１８００にて×印が示されている用紙
候補）のような、ラージサイズのシートは、本文用のシートとして利用する事を、禁止す
るように、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０５７４】
　この制御は、例えば、糊付け処理を実行可能な画像形成システムを想定した場合に、コ
ンパクト化を図った設計都合上、ラージサイズのシートは糊付けできない等、装置自体の
メカ構成上の都合に対する配慮でもある。
【０５７５】
　又、仮にそうでないにしても、上記の制御は、従来技術で想定しているような、市場ニ
ーズ等を加味した、ユーザに対する配慮でもある。
【０５７６】
　例えば、図８（ａ）や図８（ｂ）や図２４（ａ）や図２５（ａ）や図２６（ａ）を参照
しながら説明する。糊付け製本処理により作成された最終結果に相当する印刷物は、ユー
ザマニュアルや、ガイドブック等、が多いと、予想される。つまり、糊付け製本印刷物の
最終的な出力形態は、例えば、Ａ４サイズ以下のサイズのスモールサイズのものが、多い
と思われる。
【０５７７】
　尚、付言しておくと、本実施形態では、くるみ製本モードにおいて、表紙を給送する場
合に、Ａ３サイズの等のラージサイズのシートを選択可能にしている。しかし、この、く
るみ製本モードにおいて表紙となるシート（第２タイプのシートに相当）は、糊付けユニ
ット３００による糊付け処理を実行したら、本文用のシート束を覆うように、折り畳まれ
る。即ち、くるみ製本モードで印刷物を作成しても、最終的な印刷物のサイズは、図８（
ａ）の右端の図、並びに、図８（ｂ）の右側の図を見比べても分るように、天糊製本印刷
物と、略同一サイズの結果となる。つまり、くるみ製本印刷物も、天糊製本印刷物も、最
終的な結果は、Ａ３サイズのようなラージサイズではなく、Ａ４サイズのようなスモール
サイズである。
【０５７８】
　このような観点に基づけば、糊付け製本処理において、最終的な印刷出力物のサイズが
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、ラージサイズとなってしまうような、シートを、本文用のシートとして、ユーザが利用
する事は、市場ニーズから見ても、極めて少ないと考える。むしろ、例えば、ラージサイ
ズのシートをユーザが本文用のシートとして操作部から指定することができたとしても、
それは、ユーザ自身が、誤まった設定を行っている可能性の方が、高いと考える。
【０５７９】
　従って、このようなユーザに対する配慮としても、上記制御を取り入れている。
【０５８０】
以上の説明のように、本実施形態によれば、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、糊付け製本
モードがユーザにより指定された場合に、該ユーザ設定に応じて、糊付け製本可能な用紙
サイズのみを中紙として選択可能に制御する（中紙に使用できないラージサイズの用紙は
選択できないように制御する）。
【０５８１】
　即ち、ＣＰＵ回路部１２２により、これらの中紙として選択指定可能な記録紙サイズの
入っているカセット段のみが選択可能に制御され、ユーザは、所望のカセット段をこの中
から選択指定することができるように制御している。
【０５８２】
　これにより、従来技術で想定しているような問題の発生を未然防止でき、ユーザがラー
ジサイズの製本（製本印刷物の最終結果が、Ａ３のようなラージサイズになる製本）も可
能であるかのように錯覚し、ラージサイズの用紙への印刷及び製本を指定してしまうとい
った不具合を防止することができる。
【０５８３】
　尚、上述の例では、くるみ製本、および、天糊製本の、何れかのシート糊付け処理モー
ドが選択された場合における、本文用のシートの選択処理に関する制御である。
【０５８４】
　この制御は、管理テーブル１８００の管理情報を参照しても分るように、くるみ製本モ
ードのジョブを処理する場合であっても、天糊製本モードのジョブを処理する場合であっ
ても、両ケース共に、実行するものである。
【０５８５】
　本実施形態では、更に、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、上述の二種類の糊付け処理モ
ードのうちの、くるみ製本モードについては、上記本文用のシート（即ち、第１タイプの
シート）の選択処理に関する制御を実行し、尚且つ、くるみ製本表紙用のシート（即ち、
第２タイプのシート）の選択処理に関する制御も実行している。
【０５８６】
　上述したように、糊付け処理が施された最終的な印刷結果は、くるみ製本印刷物であっ
ても、スモールサイズである。但し、それは、最終的な印刷結果（例えば、図８（ｃ）の
右端の例が、最終的な、くるみ製本印刷結果である）のサイズが、スモールサイズである
ということである。
【０５８７】
　ここで、図８（ａ）の左端の図に示す本文用のシート（第１タイプのシート）と、図８
（ａ）の真中の図に示す、くるみ製本表紙用のシート（第２タイプのシート）とを、参照
してみる。
【０５８８】
　第１タイプのシートのサイズは、くるみ製本処理を実行する前の状態（図８（ａ）の左
端の図参照）と、くるみ製本処理が実行されて最終的な印刷物が完成した状態（図８（ａ
）の右端の図参照）とを比較すると、同じサイズである（但し、三方断裁処理が実行され
る場合には、若干、サイズは小さくなる）。
【０５８９】
　一方、第２タイプのシートは、くるみ製本処理を行う場合に、第１タイプのシート束を
覆うように、折り畳まれる。つまり、くるみ製本処理を実行する前の状態は、図３０に示
したような状態である。このように、第２タイプのシートは、最終的な印刷物が完成した
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段階で、図８（ａ）の右端のようになるが、くるみ製本処理を実行するまえは、本文用の
シート束を覆い尽くすだけのサイズをもったシートが必要となる。
【０５９０】
　そこで、本実施形態は、例えば、くるみ製本モードにおける第２タイプのシートの選択
処理に関する制御として、以下の制御をＣＰＵ回路部１２２により実行させる。
【０５９１】
　例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、上述した図１８の管理テーブルに記述された制限事項
情報に基づいて、くるみ製本処理を行う場合において、くるみ製本表紙用のシート（第２
タイプのシート）として、ユーザにより選択を許可するシートの候補を制限する。
【０５９２】
　例えば、図１８の管理テーブル１８００に記述された制限情報に基づいて、ＣＰＵ回路
部１２２は、『Ａ３ノビ、Ａ３、Ｂ４、Ａ４Ｒ、１１×１７、ＬＧＬ、ＬＴＲ－Ｒ』の用
紙選択候補（図１８のテーブルにて、くるみ製本モードにて表紙用のシートとして利用を
許可する事を示す○印が付いている用紙選択候補）については、くるみ製本モードにおい
て、くるみ製本表紙用のシート（第２タイプのシート）として、ユーザが選択する事を許
可する。そして、この選択許可対象の候補の中から、所望のサイズのシートを１つユーザ
により選択させる。そして、その為に、例えば、図７（ｄ）の表示画面のような表示画面
を表示部４－２５０に表示させる。
【０５９３】
　尚且つ、図１８の管理テーブル１８００に記述された制限情報に基づいて、ＣＰＵ回路
部１２２は、上記以外の候補『Ａ５、Ａ４、ＬＴＲ、Ａ５Ｒ、ＳＴＭＴ－Ｒ、Ｂ５』等の
用紙選択候補（図１８のテーブルにて、くるみ製本モードにて表紙用のシートとして利用
を禁止する事を示す×印が付いている用紙選択候補）については、くるみ製本モードにお
いて、くるみ製本表紙用のシート（第２タイプのシート）として、ユーザが選択する事を
禁止するよう制御する。そして、その為に、例えば、図７（ｄ）の表示画面を介して、こ
れら選択禁止対象の候補はユーザが選択出来ないよう、これらの候補の用紙選択キーは表
示、或いは、グレー表示、或いは、網掛け表示するよう、表示部４－２５０を制御する。
【０５９４】
　尚、図１８の管理テーブル１８００の情報は、シート処理装置２３０が具備する複数種
類のシート処理モード毎に、処理対象のジョブにて使用可能なシートの候補を制限する為
の制限事項（ルール）を規定した管理情報として、図２０及び図３７及び図３８の各制限
事項に関する管理情報と、同様に、画像メモリ１２０のハードディスクに予め登録されて
いる。
【０５９５】
　以上のように、本実施形態は、例えば、くるみ製本モードや天糊製本モード等のシート
糊付け処理モードが選択されたことに応じて、シート糊付け処理にて使用を許可するシー
トを制限するよう制御する。
【０５９６】
　そして、図１８の管理テーブルに記述されたような制限事項情報に基づき、シート糊付
け処理モードが選択されたジョブを処理する場合において、所定のシートは当該ジョブに
て利用することを禁止するよう制御する。
【０５９７】
　尚、本実施形態では、例えば、図１８の管理情報は、処理対象のジョブに対するシート
シート処理モードの選択と、処理対象のジョブにて利用すべきシートの選択との排他制御
をＣＰＵ回路部１２２により実行するためのものである。
【０５９８】
　そこで、本実施形態にて、例えば、図１８の管理情報を用いて、次のような制御を実行
するよう構成しても良い。
【０５９９】
　例えば、表示部４－２５０に図４の画面を表示させた場合において、ユーザがまだ何も
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印刷条件を設定していない段階であるとする。図４は初期画面である。つまり、シート処
理装置２３０にて実行可能な複数種類のシート処理モードのどの動作モードについても、
ユーザにより選択されていない状態とする。
【０６００】
　この状態で、例えば、ユーザが図４の画面上の用紙選択キー４－２５２を押下したとす
る。すると、これを受けＣＰＵ回路部１２２は、表示部４－２５０に、処理対象となるジ
ョブにて利用可能なシートの候補を提示し、且つ、その候補の中から所望のサイズのシー
トをユーザにより選択可能にするための用紙選択画面（不図示）を表示させる。
【０６０１】
　このように、シート処理モードがユーザにより選択されていない状態で、ユーザによる
用紙選択要求が指示された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、図１８の管理テーブル１８
００の左端欄に記入されている用紙選択候補（Ａ５～用紙Ｎ）を、全て、選択対象許可の
候補とみなす。そして、上述の不図示の用紙選択画面を介して、これらの候補の中からユ
ーザが所望の候補をユーザにより選択可能に操作部１２３を制御する。
【０６０２】
　そして、表示部４－２５０に表示させた不図示の用紙選択画面において、例えば、ユー
ザにより「Ａ５」サイズのシートが選択されたとする。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は
、図１８の管理テーブル１８００にて「Ａ５サイズ」がユーザにより選択された場合に、
当該処理対象のジョブにて実行を禁止するべきシート処理モードをチェックする。その結
果、当該ジョブにおいては、「くるみ製本モード」および「天糊製本モード」並びに「中
綴じ製本モード」及び「パンチ処理モード」を実行することは禁止するよう制御する。但
し、「ステイプルモード」について選択実行することを許可するよう制御する。そして、
この判定結果に基づいた表示制御を表示部４－２５０に実行し、ユーザにより選択可能な
シート処理モードを制限するよう制御する。
【０６０３】
　例えば、上記のように「Ａ５サイズ」のシートがユーザにより選択されたうえで、図４
の表示画面のソータキー４－２５６がユーザにより押下された事を受け、図１９に示すよ
うなシート処理モード選択画面を表示部４－２５０に表示させる。しかし、当該シート処
理モード選択画面において、「Ａ５サイズ」のシートが選択された場合における選択対象
となる上述の５つのシート処理モードについてはユーザにより選択できないよう制御する
。例えば、この例だと、図１９の画面上の「くるみ製本モード」キー１９０６、「天糊製
本モード」キー１９０７、「中綴じ製本モード」キー１９０５、「パンチ処理モード」キ
ー１９０２を全てグレーアウト表示するか、網掛け表示する。これによりこれらのモード
をユーザにより選択不可能状態にする。以上のような制御をＣＰＵ回路部１２２により実
行する。
【０６０４】
　このように、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図１８の管理テーブル
１８００の制限事項情報を参照しながら、ユーザにより選択されたシートが、本実施形態
にて着目しているシート糊付け処理モードにて選択対象外とすべき所定のサイズのシート
であると判断した事に応じて、シート糊付け処理モードの選択並び実行を禁止するよう制
御する。
【０６０５】
　一方、例えば、表示部４－２５０に表示させた不図示の用紙選択画面において、「Ａ４
サイズ」がユーザにより選択されたとする。この場合には、当該管理テーブル１８００の
情報に基づき、例えば、「くるみ製本モード」や「天糊製本モード」を、当該処理対象の
ジョブにて実行することは許可するよう制御する。そして、この判定結果に基づいた表示
制御を表示部４－２５０に実行し、ユーザにより選択可能なシート処理モードを制限する
よう制御する。
【０６０６】
　例えば、上記のように「Ａ４サイズ」のシートがユーザにより選択されたうえで、図４
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の表示画面のソータキー４－２５６がユーザにより押下された事を受け、図１９に示すよ
うなシート処理モード選択画面を表示部４－２５０に表示させる。この際に、ＣＰＵ回路
部１２２は、上記テーブル１８００の情報に基づき、図１９の画面にて「くるみ製本モー
ド」キー１９０６、「天糊製本モード」キー１９０７を有効表示させるよう制御する。そ
して、ユーザによりこれら二種類のシート糊付け処理モードのうちのユーザにより所望の
シート糊付け処理を選択可能に制御する。
【０６０７】
　このように、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図１８の管理テーブル
１８００の制限事項情報を参照しながら、ユーザにより選択されたシートが、本実施形態
にて着目しているシート糊付け処理モードにて選択対象内とすべき所定のサイズのシート
であると判断した事に応じて、シート糊付け処理モードの選択並び実行を許可するよう制
御する。
【０６０８】
　このように構成することで、シート糊付け処理に関する上述の効果を、ユーザに対する
操作性を向上させた状態で、得ることができ、更に効果が向上する。
【０６０９】
　次に、図７（ｄ）の表示画面を表示部４－２５０に表示させた時点での説明に戻る。尚
、この画面は、図６（ｄ）の画面上のキー８０３が押下されることで、シート糊付け処理
モードが、ユーザにより選択された事に応じて、表示部４－２５０に表示させる画面であ
る。
【０６１０】
　ＣＰＵ回路部１２２の表示制御により表示部４－２５０に表示させる、図７（ｄ）の画
面のキー８０５は、糊付け製本処理モードにおいて表紙の設定をユーザにより実行可能に
するためのキーである。当該キー８０５を介して、糊付け製本処理モードにおいて本文用
の画像データがプリントされる本文用のシートに対して表紙をつけるか否かをユーザによ
り選択可能に制御する。
【０６１１】
　ここで、例えば、当該キー８０５がユーザにより押下されたうえで、図７（ｄ）の画面
上の「次へ」キーがユーザにより押下された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、糊付け製
本処理モードにて表紙を付けるように制御する。即ち、図８（ａ）を用いて説明したよう
に、糊付け製本処理モードの１つである、くるみ製本処理モードを、処理対象のジョブに
対して設定する。
【０６１２】
　一方、当該キー８０５がユーザにより押下されずに、図７（ｄ）の画面上の「次へ」キ
ーがユーザにより押下されたとする。この場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、糊付け製本
処理モードにて表紙を付ける事を禁止するよう制御する。即ち、図８（ｂ）を用いて説明
したように、糊付け製本処理モードの１つである、天糊製本モードを、処理対象のジョブ
に対して設定する。
【０６１３】
　このように、本実施形態では、糊付け製本モードの設定においてキー８０５を介して表
紙をつける設定がユーザによりなされた場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、処理対象のジ
ョブを、くるみ製本処理モードで処理すべきジョブであると判断する。一方、キー８０５
を介して表紙をつける設定がユーザによりなされなかった場合には、処理対象のジョブを
、天糊製本処理モードで処理すべきジョブであるとＣＰＵ回路部１２２により判断する。
【０６１４】
　尚、本実施形態は、上述したような方法で、処理対象のジョブに対して、くるみ製本モ
ードを設定するか、天糊製本処理モードを設定するかを、操作部１２３を介してユーザ自
身により決定できるように、ＣＰＵ回路部１２２により制御している。しかし、次のよう
な方法で、くるみ製本モードや天糊製本処理モードを含む所望のシート処理をユーザによ
り選択可能に構成しても良い。
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【０６１５】
　例えば、図４の操作画面のキー４－２５６は、処理対象となるジョブに対してシート処
理装置（製本装置）２３０によりシート処理を実行させる場合に、その実行すべきシート
処理の種類をユーザにより設定可能にする為の指示キーである。そこで、図４の画面のキ
ー４－２５６がユーザに押下された事に応じて、ＣＰＵ回路部１２２は、例えば、図１９
に示すようなキー１９０１～１９０９等を有する設定画面を、表示部４－２５０に、表示
させるよう制御する。
【０６１６】
　図１９は、本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図
である。
【０６１７】
　図１９において、画面１９００は、処理すべきジョブに対して、シート処理装置２３０
により実行させるべきシート処理の種類を、ユーザ自身により選択可能にする為の表示画
面である。
【０６１８】
　当該画面１９００のキー１９０６がユーザにより押下された場合には、くるみ製本処理
モードを設定する。当該画面１９００のキー１９０７がユーザにより押下された場合には
、天糊製本処理モードを設定する。
【０６１９】
　このような直接的な選択方法で、くるみ製本モード及び天糊製本モードの２種類の糊付
け処理のうちの所望の種類の糊付け処理を選択できるように構成しても良い。いずれにし
ても、ユーザが所望とする糊付け処理を実行できるような構成であれば、如何なる設定方
法であっても、本実施形態は適用可能である。
【０６２０】
　尚、ＣＰＵ回路部１２２は、図１９の画面１９００のキー１９０６のユーザ押下により
くるみ製本モードが選択された場合には、表示部４－２５０の表示画面の表示内容を、画
面１９００から図７（ｄ）～（ｆ）の各表示画面へと遷移できるように表示部４－２５０
を制御する。
【０６２１】
　そして、図７（ｄ）の画面等を介して、くるみ製本モードにて処理対象となるジョブの
本文用のシートとして利用すべきシートの選択をユーザにより実行可能にする。
【０６２２】
　そして、図７（ｆ）の画面等を介して、当該くるみ製本処理対象のジョブの表紙用のシ
ートとして利用すべきシートのユーザにより選択可能にする。このくるみ製本モードにお
ける第２タイプのシートに対する一連のプリント処理に関する制御は、図２４～図３５を
用いて詳細に説明したので、ここでは省略する。
【０６２３】
　一方、図１９の画面１９００のキー１９０７のユーザ押下により天糊製本モードが選択
された場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、表示部４－２５０の表示画面の表示内容を、画
面１９００から図７（ｄ）の表示画面へと遷移できるように表示部４－２５０を制御する
。そして、図７（ｄ）の画面を介して、天糊製本モードにて処理対象となるジョブの本文
用のシートとして利用すべきシートの選択をユーザにより実行可能にする。
【０６２４】
　又、ユーザにより天糊製本モードが選択された場合には、表紙用のシートを選択する必
要が無い。故に、当該ジョブの印刷条件を設定している最中に、図７（ｆ）の設定画面の
表示を禁止するよう表示部４－２５０を制御し、天糊製本モードが設定されたジョブにお
いて、くるみ製本モード用の表紙の選択を禁止するようプリンタ部２を制御する。このよ
うな制御を取り入れても良い。
【０６２５】
　このような表示制御を含む各種制御を実行することで、天糊製本モードのジョブの出力
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シートに対して、くるみ製本用シートが、挿入さたり、糊付け処理が実行されてしまう等
、装置の誤作動を未然防止できる。のみならず、ユーザが操作部１２３にて天糊製本モー
ドを設定している最中に、誤まって、くるみ表紙用のシートの選択設定を実行してしまう
等、ユーザ誤操作をも未然防止出来る。即ち、本実施形態にて得られる効果を更に一層向
上させる事が出来る。
【０６２６】
　次に、本実施形態で着目しているシート糊付け処理に影響のある各種所定の処理を制御
する別の例について説明する。
【０６２７】
　本実施形態の画像形成システム１０００は、画像形成装置本体（リーダ部２及びプリン
タ部２等）と共にシート処理装置２３０を具備している。シート処理装置２２０は、画像
形成装置本体から給送されるシートに対して、複数種類のシート処理のうちの、ユーザに
より指定されたシート処理を実行するようにＣＰＵ回路部１２２により制御される。
【０６２８】
　本実施形態のシート処理装置２２０は、ステイプル処理モード、パンチ処理モード、断
裁処理モード、シフト排紙処理モード、中綴じ製本処理モード、２種類の糊付け製本処理
（くるみ製本処理、及び、天糊製本処理）モード等、複数種類のシート処理モードを実行
できるように構成される。ＣＰＵ回路部１２２は、図２０の管理テーブル２０００の管理
データ等に基づき、ユーザにより指定された種類のシート処理を実行するようシート処理
装置２２０を制御する。
【０６２９】
　図２０は、本実施形態のシート処理装置により実行可能な複数種類のシート処理モード
同士の制限事項を規定する為の管理情報を記憶した、管理テーブルの一例を示す図である
。
【０６３０】
　図２０の管理テーブル２０００は、機能管理テーブルの一例を示す。この管理テーブル
２０００も、図１８や図３７や図３８等の管理テーブルと同様に、例えば、画像メモリ１
２０のハードディスク等、本画像形成装置が具備する所定のメモリに予め記憶されている
。
【０６３１】
　ＣＰＵ回路部１２２は、上記管理テーブル２０００の管理情報に基づき、シート処理装
置２２０にて実行可能なシート処理の候補を確認する。
【０６３２】
　当該管理テーブル２０００の情報は、シート処理装置２３０が具備する複数種類のシー
ト処理モード同士における制限事項（ルール）規定した管理情報である。ＣＰＵ回路部１
２２は、当該管理情報に基づいて、複数のシート処理モード間での禁則制御や排他制御を
実行する。また、該テーブル２０００の管理情報に基づいた表示制御を、表示部４－２５
０に対して実行する。なお、図２０では、実行可能なモード間の組み合わせを「○」で表
現し、実行不可能なモード間の組み合わせを「×」で表現し、存在しないモード間の組み
合わせを「－」で表現している。
【０６３３】
　以上のような構成を前提とし、本実施形態では、例えば、ＣＰＵ回路部１２２により、
図１９の表示画面に表示させる表示キー１９０１～１９０７を有効表示したり、無効表示
（ボタン自体を表示しない、グレーアウト表示する、網掛け表示する、等の何れかの表示
形態にする事を意味する）する。これにより、処理対象となるジョブに対して選択実行可
能なシート処理の候補をユーザに提示するようＣＰＵ回路部１２２により表示部４－２５
０を制御している。
【０６３４】
　そして、キー１９０１～１９０７の何れかをユーザが押下することで、処理対象となる
ジョブに対して実行させるべき所望のシート処理を、ユーザが選択できるように、ＣＰＵ
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回路部１２２により制御している。
【０６３５】
　例えば、表示画面１９００のキー１９０１がユーザにより押下された場合には、ＣＰＵ
回路部１２２は、処理対象となるジョブに対してステイプルモードを設定する。表示画面
１９００のキー１９０２がユーザにより押下された場合には、パンチモードを設定する。
画面１９００のキー１９０３がユーザにより押下された場合には、断裁モードを設定する
。画面１９００のキー１９０４がユーザにより押下された場合には、シフト排紙モードを
設定する。画面１９００のキー１９０５がユーザにより押下された場合には、中綴じ製本
モードを設定する。画面１９００のキー１９０６がユーザにより押下された場合には、く
るみ製本処理モードを設定する。画面１９００のキー１９０７がユーザにより押下された
場合には、天糊製本処理モードを設定する。
【０６３６】
　ユーザにより処理対象となるジョブに対する各種印刷処理条件の設定が全て完了し、図
４の操作部１２３のスタートキー４－２４１がユーザにより押下された事に応答し、ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、処理対象となるジョブの処理開始指示をユーザから受け付け有りと判
断する。
【０６３７】
　ＣＰＵ回路部１２２は、ユーザにより選択された動作モードがコピーモードの場合には
、上述のユーザによる処理開始指示の入力に応答し、リーダ部１のＡＤＦ或いはプラテン
ガラス上に直接載置された処理対象のジョブの原稿束の読取動作をリーダ部１により開始
させる。そして、当該ジョブの一連の読取画像データを画像メモリ１２０のハードディス
クに格納させる。そして、プリンタ部２において、ユーザにより選択された給紙部（２２
７、２１４、２１５、２２５、２２６の何れかに相当）からシートを給送させる。そして
、給紙部から給送されたシートに対して、上記画像メモリ１２０から読み出した上記ジョ
ブのデータをプリンタ部２によりプリントさせる。そして、このジョブのシートを、排紙
ローラ２１９を介して、シート処理装置２３０内部のシート搬送路へ導入させる。
【０６３８】
　尚、本実施形態の画像形成装置は、コピーモードを有するのみならず、ボックスモード
等、複数の動作モードを有している。ボックスモードとは、リーダ部１あるいはネットワ
ーク２００１を介して外部装置（例えば、図２の外部装置２００２等）から入力されたジ
ョブのデータを、画像メモリ１２０内部のハードディスクの所定の領域領域（ボックス領
域と称す）に格納保持させる機能である。尚且つ、ユーザが所望のタイミングで、該ハー
ドディスク内部の、ユーザが所望のボックスの中から、ユーザが所望の画像データを、プ
リンタ部２でプリントさせるように本装置を動作させる事ができる機能である。
【０６３９】
　従って、ユーザによりボックスモードが選択された状態で、スタートキー４－２４１を
介して処理開始要求を受け付た場合には、ＣＰＵ回路部１２２は、上記ハードディスクか
らの画像データの読出動作から一連の処理を開始させるよう画像メモリ部１２０を制御す
る。画像メモリ部１２０から読み出した以降の処理は、コピーモード時の動作と同様の動
作である。即ち、ボックスモードにてハードディスクから読み出されたジョブの画像デー
タをプリント部２によりプリントさせ、このプリント処理がなされたシートを、排紙ロー
ラ２１９を介して、シート処理装置２３０内部のシート搬送路へ導入させる。
【０６４０】
　プリンタ部２によりプリント処理がなされたジョブのシートは、シート処理装置２３０
により、ユーザにより選択されたシート処理モードに対応するシート処理が実行されるよ
う、ＣＰＵ回路部１２２は、シート処理装置２３０を制御する。
【０６４１】
ここで、図１９や図２０に示す各種シート処理モードにおける一連の動作について述べる
。
【０６４２】
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　例えば、スタートキー４－２４１の押下によりジョブ処理開始要求をユーザが入力する
に先立ち、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０１をユーザが押下することで、処
理対象のジョブに対してステイプルモードがユーザにより設定されていたとする。この場
合、ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザにより設定された当該ジョブ処理条件に基づいて
、当該ジョブのシートに対するステイプル処理をシート処理装置２３０に実行させる。
【０６４３】
　例えば、プリンタ部２の排紙ローラ２１９を介してシート処理装置２３０内部に搬入さ
れた処理対象の当該ジョブのシートを、ステイプルユニット２８０が具備する処理トレイ
上に一時的にスタックさせる。該ユニット２８０のトレイ上に、１束分のシート（例えば
、合計５ページ分の原稿データからなるジョブである場合には、この５ページ分の複数の
シートに相当）をスタックした時点で、ステイプルユニット２８０によりステイプル処理
を実行させる。そして、ステイプル処理がなされたうえで当該ジョブのシートを、ステイ
プルユニット２８０の処理トレイからシート処理装置２３０のトレイ２５６に対して束排
出させる。そして、このような一連の処理を、ユーザが印刷前にテンキー４－２４５を用
いて当該ジョブにて設定した印刷部数分、実行させる。
【０６４４】
　一方、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０３をユーザが押下することで、処理
対象のジョブに対して断裁処理モードがユーザにより設定されていたとする。この場合、
ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザにより設定された当該ジョブ処理条件に基づいて、当
該ジョブのシートに対する断裁処理（シートの端部を裁断する処理）をシート処理装置２
３０に実行させる。
【０６４５】
　例えば、プリンタ部２の排紙ローラ２１９を介してシート処理装置２３０内部に搬入さ
れた処理対象の当該ジョブのシートを、トリマテーブル２５５上に一時的にスタックさせ
る。そして、トリマテーブル２５５上に、このジョブの１束分のシート（例えば、合計３
０ページ分の原稿データからなるジョブである場合には、この３０ページ分の複数のシー
トに相当）をスタックした時点で、トリマユニット２４７により断裁処理を実行させる。
そして、断裁処理済みの当該ジョブのシート束をシート処理装置２３０のトレイ２５７に
対して排出させる。そして、このような一連の処理を、ユーザが印刷前にテンキー４－２
４５を用いて当該ジョブにて設定した印刷部数分、実行させる。
【０６４６】
　一方、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０４をユーザが押下することで、処理
対象のジョブに対してシフト排紙処理モードがユーザにより設定されていたとする。この
場合、ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザにより設定された当該ジョブ処理条件に基づい
て、当該ジョブのシートに対するシフト排紙処理（複数のシート束を、束毎に、ずらじた
状態で、排紙トレイにスタックさせる処理）をシート処理装置２３０に実行させる。
【０６４７】
　例えば、ステイプルユニット２８０に、１束分のシート（例えば、合計５ページ分の原
稿データからなるジョブである場合には、この５ページ分の複数のシートに相当）をスタ
ックした時点で、ステイプルユニット２８０のトレイ上において、当該一束分のシート束
を、装置手前方向、或いは、装置奥側方向に、当該ユニットの規制板を使って、ずらすよ
う制御する。そして、一方の方向にずらす作業（シフト動作）が完了した時点で、当該シ
ート束を、排紙トレイ２５６上に排紙する。そして、当該シート束の次に排紙すべき後続
のシート束は、先行するシート束とは逆方向に、上記ステイプルユニット２８０上のトレ
イにて、ずらすよう、当該ユニット２８０の規制版を制御する。そして、先ほどのシート
束と逆方向にシフトされたシート束を、排紙トレイ２５６上に既にスタック済みの先のシ
ート束の上に、束排出させる。
【０６４８】
　これにより、排紙トレイ２５６上において、先行するシート束と、後続するシート束が
、互いに、装置手前方向と奥方向にて、それぞれ、シフトされた状態で、スタックするこ
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とが出来る。これにより、複数のシート束の各部の切れ目を明確にすることが出来る。こ
のような一連のシフト排紙処理を、ユーザが印刷前にテンキー４－２４５を用いて当該ジ
ョブにて設定した印刷部数分、実行させる。
【０６４９】
　一方、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０５がユーザにより押下されることで
、処理対象のジョブに対して中綴じ製本処理モードがユーザにより設定されていたとする
。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、該ユーザにより設定された当該ジョブ処理条件に基
づいて、当該ジョブのシートに対する中綴じ製本処理をシート処理装置２３０に実行させ
る。ここで、中綴じ製本処理について図３９を用いて説明する。
【０６５０】
　図３９は、本実施形態にて制御対象となる、中綴じ製本印刷処理に関する説明図である
。
【０６５１】
　例えば、Ａ４サイズの８ページ分のジョブ（図３９（ａ）に示す、８ページ分のドキュ
メントデータ６０１～６０８を含む、一連の入力プリントデータに相当）を、Ａ３サイズ
のシートを用いて、中綴じ製本する場合について説明する。
【０６５２】
　スタートキー４－２４１が押下されることでユーザにより処理開始指示が入力さされた
ら、当該ジョブを先頭ページ６０１から順次ページ順に画像メモリ１２０のハードディス
クに格納させる。
【０６５３】
　全ページのデータが該画像メモリ１２０のハードディスクに格納されたら、Ａ３サイズ
の記録紙を給紙部から１枚給送する。そして、この１枚目の記録紙の第１面に対して、４
頁目の画像と５頁目の画像の合計２ページ分の画像を、配列形成させる。そして、当該シ
ートの表裏を画像形成装置本体内部にて反転させ、当該記録紙を再給紙し、この１枚目の
記録紙の第２面（上記第１面の反対面）に対して、６頁目の画像と３頁目の画像の、これ
ら２ページ分の画像を配列形成させる。これにより、図３９（ｂ）の１枚目の記録紙の印
刷が完了する。そして、当該１枚目のシートの表裏の各面に対してプリントが完了したら
、このシートを、一時的に、シート処理装置２３０内のトレイにてスタックさせる。
【０６５４】
　次に、２枚目の記録紙として、Ａ３サイズの記録紙を給紙部から、もう一枚給送する。
そして、この２枚目の記録紙の第１面に対して、２頁目の画像と７頁目の画像のこれら２
ページ分の画像を配列形成させる。次いで、この２枚目の記録紙の第２面（上記第１面の
反対面）に、８頁目の画像と１頁目の画像のこれら２ページ分の画像を配列形成させる。
これにより、図３９（ｂ）の２枚目の記録紙の印刷が完了する。
【０６５５】
　そして、２枚目のシートの表裏の各面に対してそれぞれプリントが完了したら、当該プ
リント済みの２枚目のシートを、シート処理装置２３０にて既に待機済みの１枚目のシー
トの上にスタックさせる。そして、これら２枚目のシートを整合したら、シートの中央位
置を、ステイプル位置として、この位置に対して、ステイプル処理を実行させる（これが
、中綴じに相当する）。そして、この中綴じ処理を実行した上で、当該中綴じ位置（即ち
、シートの中央位置）を、中心に、当該シート束を、１頁目が表紙側、８頁目が裏表紙側
となるように、二つ折りするよう、シート処理装置２３０により折り処理を実行させる。
そして、この二つ折り処理が完了したら、例えば、排紙トレイ２５７へ束排紙する。以上
の一連の処理をＣＰＵ回路部１２２により本画像形成システム１０００に実行させること
で、図３９（ｃ）のような中綴じ製本印刷結果を作成させることが出来る。
【０６５６】
　このように、中綴じ製本処理モードが選択されたジョブを処理する場合には、ＣＰＵ回
路部１２２は、くるみ製本モードや天糊製本モードにおいては実行させる糊付け処理を禁
止するよう制御する。
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【０６５７】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このような一連の中綴じ製本処理を、ユーザが印刷前にテンキ
ー４－２４５を用いて当該ジョブにて設定した印刷部数分、実行させるよう画像形成装置
本体及びシート処理装置２３０を制御する。
【０６５８】
　以上のように、本実施形態では、例えば、製本モードとして、上述の２種類の糊付け製
本モードを具備するだけでなく、糊付け処理を禁止した中綴じ製本モードを具備しており
、ユーザが所望の製本モードを選択可能に構成している。このように構成することで、様
々な出力形態の製本印刷物を作成することができ、ユーザからの様々なニーズに更に対応
することができ、本実施形態の効果を更に向上させる事が可能になる。
【０６５９】
　次に、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０６をユーザが押下することで、処理
対象のジョブに対して、糊付け処理の１つに相当する、くるみ製本処理モードがユーザに
より設定されていた場合について説明する。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、このユー
ザにより設定された当該ジョブ処理条件に基づいて、当該ジョブのシートに対するくるみ
製本処理をシート処理装置２３０に実行させる。くるみ製本処理の一連の処理シーケンス
は、図８（ａ）や図２４～図３５を用いて上述したとおりである。又、図１１にて、後述
するので、ここでは、省略する。
【０６６０】
　又、図１９に示す表示画面１９００のキー１９０７をユーザが押下することで、処理対
象のジョブに対して、糊付け処理のもう１つに相当する、天糊製本処理モードがユーザに
より設定されていたとする。この場合、ＣＰＵ回路部１２２は、このユーザにより設定さ
れた当該ジョブ処理条件に基づいて、当該ジョブのシートに対する天糊製本処理をシート
処理装置２３０に実行させる。天糊製本処理の一連の処理シーケンスは、図８（ｂ）を用
いて上述したとおりである。又、図１１にて、後述するので、ここでは、省略する。
【０６６１】
　以上説明したように、本実施形態は、このようなユーザインタフェース画面を表示装置
に表示させ、当該ユーザインタフェースを介して、ユーザが所望の種類のシート処理を選
択可能にするように、ＣＰＵ回路部１２２が主体となり当該画像形成システムを制御して
いる。尚、上述したような選択方法以外の選択方法でも勿論良い。少なくとも、ユーザが
所望のシート処理を選択できるような構成であれば、如何なる構成でも本実施形態は適用
可能である。
【０６６２】
　このように、本実施形態は、くるみ製本処理および天糊製本処理の少なくとも何れかの
糊付け処理を含む複数種類のシート処理を、シート処理装置２３０により実行可能に構成
する。そして、ユーザに対して、実行可能なシート処理を候補を提示させる。そして、ユ
ーザが所望のシート処理を任意に選択可能に構成している。
【０６６３】
　尚、本実施形態の画像形成システムは、上記のような構成を前提としたうえで、ユーザ
による誤操作を未然発生できる構成を具備している。尚且つ、当該ユーザの誤操作が原因
で、当該システムの誤作動・トラブルが発生するような事も未然に防止する事が出来る構
成を具備している。これにより、従来技術で想定しているような問題を解決するだけでな
く、本実施形態にて得られる効果を更に一層向上できるようにしている。
【０６６４】
　例えば、１つの処理対象となるジョブに対して、ユーザにより所望の種類のシート処理
が図１９の画面１９００を介して選択された事に応じて、それ以外の種類のシート処理モ
ードの選択を禁止するようＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０６６５】
　又、例えば、１つの処理対象となるジョブに対して、上述の複数種類のシート処理モー
ドの中から、上記ような問題が発生しない所定の制限範囲内にて、例えば２種類等、複数
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のシート処理モードを設定できるように、ＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０６６６】
　ＣＰＵ回路部１２２は、このような、処理対象のジョブに対するシート処理の排他制御
（シート処理機能の制限制御）を、図２０の機能管理テーブル２０００に記憶されている
機能制限情報に基づいて、実行するよう、本画像形成システム１０００を制御している。
【０６６７】
　例えば、ＣＰＵ回路部１２２は、図２０のテーブル２０００に予め記憶された機能制限
情報を画像メモリ１２０のハードディスクからＲＡＭ１２５に読み出して、当該管理情報
を、禁則ルール（本実施形態では、制限事項情報とも呼んでいる）として取扱い、当該ル
ールに基づいて、以下に列挙するような、シート処理装置２３０によるシート処理に関わ
る禁則制御を、実行する。
【０６６８】
　例えば、本画像形成システム１０００に用いるユーザインタフェースユニット（リーダ
部１からのジョブならば操作部１２３がこれに該当し、ホストコンピュータ等の外部装置
２００２ならプリンタドライバ等の印刷設定画面が、これに該当する）により表示させる
表示画面（例えば、図１９参照）を介して、ユーザにより、「くるみ製本処理モード」が
選択されたとする。この場合、処理対象となるジョブのシートに対して、くるみ製本処理
を実行するようシート処理装置２３０を制御する。
【０６６９】
　このように、くるみ製本処理モードがユーザにより選択された場合には、処理対象のジ
ョブのシートに対して当該くるみ製本処理の実行を許可する。尚且つ、図２０のテーブル
２０００の禁則ルールに基づいて、当該くるみ製本処理対象のジョブのシートに対して、
断裁処理を実行する事は許可する。但し、それ以外の種類のシート処理を、当該ジョブの
シートに対して、実行する事は禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２により、本画像形成シ
ステム１０００を制御する。
【０６７０】
　図２０の例で説明すれば、ＣＰＵ回路部１２２は、このケースの場合（くるみ製本モー
ドがユーザにより選択された場合）、天糊製本処理モード、中綴じ製本処理モード、ステ
イプル処理モード、パンチ処理モード、シフト排紙処理モードの、これら５種類のモード
を、選択禁止対象のシート処理モードに該当すると判断する。そして、これらのシート処
理モードに相当するシート処理を、当該くるみ製本対象のジョブのシートに対して、実行
する事を禁止する。尚且つ、これらのモードをユーザが選択する事自体をも禁止するよう
、制御する。
【０６７１】
　又、例えば、本画像形成システムに用いるユーザインタフェースユニットを介して、ユ
ーザにより、「天糊製本処理モード」が選択されたとする。この場合、処理対象となるジ
ョブのシートに対して、天糊製本処理を実行するようシート処理装置２３０を制御する。
【０６７２】
　このように、ユーザにより、天糊製本処理モードが選択された場合には、処理対象のジ
ョブのシートに対して当該天糊製本処理の実行を許可する。尚且つ、図２０のテーブル２
０００の禁則ルールに基づいて、当該天糊製本処理対象のジョブのシートに対して、断裁
処理、及び／又は、パンチ処理、を、選択実行する事を、許可する。但し、それ以外の種
類のシート処理を、当該ジョブのシートに対して、実行する事は禁止するよう、ＣＰＵ回
路部１２２により、本画像形成システム１０００を制御する。
【０６７３】
　図２０の例で説明すれば、ＣＰＵ回路部１２２は、このケースの場合（天糊製本モード
がユーザにより選択された場合）、くるみ製本処理モード、中綴じ製本処理モード、ステ
イプル処理モード、シフト排紙処理モードの、これら４種類のモードを、選択禁止対象の
シート処理モードに該当すると判断する。そして、これらのシート処理モードに相当する
シート処理を、当該天糊製本対象のジョブのシートに対して、実行する事を禁止する。尚
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且つ、これらのモードをユーザが選択する事自体をも禁止するよう、制御する。
【０６７４】
　又、例えば、本画像形成システムに用いるユーザインタフェースユニット（この例では
操作部１２３）を介して、ユーザにより、「中綴じ製本処理モード」が選択されたとする
。この場合、処理対象となるジョブのシートに対して、中綴じ製本処理を実行するようシ
ート処理装置２３０を制御する。
【０６７５】
　このように、ユーザにより、中綴じ製本処理モードが選択された場合には、処理対象の
ジョブのシートに対して当該中綴じ製本処理の実行を許可する。尚且つ、図２０のテーブ
ル２０００の禁則ルールに基づいて、当該中綴じ製本処理対象のジョブのシートに対して
、断裁処理を実行する事も許可する。但し、それ以外の種類のシート処理を、当該ジョブ
のシートに対して、実行する事は禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２により、本画像形成
システム１０００を制御する。
【０６７６】
　図２０の例で説明すれば、ＣＰＵ回路部１２２は、このケースの場合（中綴じ製本モー
ドがユーザにより選択された場合）、くるみ製本処理、天糊製本処理、ステイプル処理、
パンチ処理、シフト排紙処理の、これら５種類のモードを、選択禁止対象のシート処理モ
ードに該当すると判断する。そして、これらのシート処理モードに相当するシート処理を
、当該中綴じ製本対象のジョブのシートに対して、実行する事を禁止する。尚且つ、これ
らのモードをユーザが選択する事自体をも禁止するよう、制御する。
【０６７７】
　また、同様に、ユーザにより、断裁処理処理モードが選択された場合には、処理対象の
ジョブのシートに対して当該断裁処理の実行を許可する。尚且つ、図２０のテーブル２０
００の禁則ルールに基づいて、当該断裁処理対象のジョブのシートに対して、くるみ製本
処理、及び、糊付け製本処理、及び、ステイプル処理のうちの、少なくとも、何れか１つ
のシート処理の実行は、許可する。但し、それ以外の種類のシート処理（図２０の例では
、パンチ処理、シフト排紙処理が、禁止対象のシート処理に該当する）を、当該断裁処理
対象のジョブのシートに対して、実行する事は、禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２によ
り、本システムを制御する。
【０６７８】
　又、ステイプルモードがユーザにより選択された場合や、パンチ処理モードがユーザに
より選択された場合や、シフト排紙モードが選択された場合にも、それぞれ、図２０の管
理テーブル２０００の該当する管理ルールに基づいて、シート処理の実行許可、禁止を、
制御する。
【０６７９】
　このように、本実施形態は、シート処理装置２３０により実行可能な複数種類のシート
処理モード同士における、禁則ルールを予め設けている。そして、ＣＰＵ回路部１２２は
、当該禁則ルールに基づき、ユーザにより選択されたシート処理を実行すべき対象のジョ
ブに対して、該選択されたシート処理以外の他のシート処理のうちの、所定のシート処理
の実行は、許可する。但し、それ以外の所定のシート処理の実行は、当該処理対象のジョ
ブのシートに対して禁止するよう制御している。
【０６８０】
　ここで、上述のシート処理に関する各種禁則制御に関して、くるみ製本処理や天糊製本
処理等の糊付け製本処理を中心に説明すると、本実施形態のシステムは、次に列挙するよ
うな制御を実行するように、構成されている。
【０６８１】
　本実施形態では、くるみ製本モード以外の種類のシート処理モードであり、且つ、くる
み製本処理モードを実行する場合において選択禁止対象とすべき所定の種類のシート処理
モードが、ユーザインタフェースユニットを介して、ユーザにより選択された事に応じて
、ＣＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、くるみ製本処理を実
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行する事を禁止するよう、本画像形成システムを制御する。
【０６８２】
　例えば、図２０の管理テーブル２０００の禁則制御例では、天糊製本モード、中綴じ製
本モード、ステイプル処理モード、パンチ処理モード、シフト排紙モードの、これら５種
類のシート処理のうちの少なくとも何れかの種類のシート処理モードがユーザにより選択
した事に応答して、当該処理対象のジョブのシートに対して、くるみ製本処理を実行する
ことを禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２により本画像形成システムを制御する。
【０６８３】
　但し、上述した所定の種類のシート処理（ここでは、第１の所定種類のシート処理と称
す）とは異なる、別の所定種類のシート処理（ここでは、第２の所定種類のシート処理と
称す）が選択された場合には、当該処理条件が設定されたジョブのシートに対して、くる
み製本処理を実行することを許可するよう、本画像形成システム１０００を制御する。
【０６８４】
　例えば、断裁処理モードが、操作部１２３等のユーザインタフェースユニットを介して
、ユーザにより選択された場合には、当該断裁処理対象のジョブのシートに対して、くる
み製本処理を実行する事は、許可するように、ＣＰＵ回路部１２２により、本画像形成シ
ステム１０００を制御する。天糊製本処理モードにおいても次のように制御する。
【０６８５】
　本実施形態では、天糊製本モード以外の種類のシート処理モードであり、且つ、天糊製
本処理モードを実行する場合において選択禁止対象とすべき所定の種類のシート処理モー
ドが、ユーザインタフェースユニットを介して、ユーザにより選択された事に応じて、Ｃ
ＰＵ回路部１２２は、当該処理対象のジョブのシートに対して、天糊製本処理を実行する
ことを禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２により本画像形成システム１０００を制御する
。
【０６８６】
　例えば、図２０の管理テーブル２０００の禁則制御例を用いて説明する。くるみ製本処
理モード、及び、中綴じ製本モード、及び、ステイプル処理モード、及び、シフト排紙モ
ードの、これら、４種類のシート処理のうちの少なくとも何れかの種類のシート処理モー
ドがユーザにより選択した事に応答して、当該処理条件が設定されたジョブのシートに対
して、天糊製本処理を実行することを禁止するよう、ＣＰＵ回路部１２２により本画像形
成システム１０００を制御する。
【０６８７】
　但し、上述した所定の種類のシート処理（ここでは、第３の所定種類のシート処理と称
す）とは異なる、別の所定種類のシート処理（ここでは、第４の所定種類のシート処理と
称す）が選択された場合には、当該処理条件が設定されたジョブのシートに対して、天折
製本処理を実行することを許可するよう、本画像形成システムを制御する。
【０６８８】
　例えば、断裁処理モード、及び／又は、パンチ処理モード、が、操作部１２３等のユー
ザインタフェースユニットを介して、ユーザにより選択された場合には、当該シート処理
対象のジョブのシートに対して、天糊製本処理を実行する事は、許可するように、ＣＰＵ
回路部１２２により、本画像形成システム１０００を制御する。
【０６８９】
　尚、上述のように、所定の種類のシート処理モードがユーザにより選択された場合にお
いて、その他の種類のシート処理も併用して実行する事を許可するよう制御しているが、
併用実行を許可するシート処理モードに対応するシート処理を実際に実行するか否かは、
ユーザ自身により選択可能にするようＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０６９０】
　例えば、図４の画面上のソートキー４－２５６がユーザにより選択されたことに応じて
、図１９に示す、処理対象のジョブに対して実行すべきシート処理の種類をユーザにより
選択可能にする為の表示画面１９００を、表示部４－２５０に表示させたとする。
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【０６９１】
　そして、図１９の表示画面においてユーザによりステイプルキー１９０１が選択された
とする。すると、ＣＰＵ回路部１２２は、図２０の管理テーブル２０００に記述された制
限事項情報に基づいて、表示部４－２５０の表示状態を、図２１に示す表示画面に状態遷
移させるよう表示部４－２５０を制御する。
【０６９２】
　図２１は、本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図
であり、図１９と同一のものには同一の符号を付してある。
【０６９３】
　本実施形態では、図２１に示すように、ステイプルキー１９０１が押下された状態のシ
ート処理設定画面では、ＣＰＵ回路部１２２は、パンチキー１９０２及び断裁キー１９０
３並びにシフト排紙キー１９０４については有効表示状態にする。尚且つ、中綴じ製本キ
ー１９０５、くるみ製本キー１９０６、天糊製本キー１９０７については、グレーアウト
表示を実行させ、これらのキーについてはユーザにより選択不可能状態にする。
【０６９４】
　ＣＰＵ回路部１２２が、このように表示制御することで、ステイプルモードが選択され
たジョブに対しては、パンチモードや断裁モードやシフト排紙モードのうちの少なくとも
何れかの種類のシート処理モードをユーザにより選択可能にする。但し、中綴じ製本モー
ド、くるみ製本モード、天糊製本モード、については、ユーザにより選択することを禁止
するよう制御する。
【０６９５】
　又、例えば、図１９の表示画面１９００においてユーザにより、くるみ製本キー１９０
６が選択されたとする。すると、ＣＰＵ回路部１２２は、図２０の管理テーブル２０００
に記述された制限事項情報に基づいて、表示部４－２５０の表示状態を、図２２に示す表
示画面に状態遷移させるよう表示部４－２５０を制御する。
【０６９６】
　図２２は、本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図
であり、図１９と同一のものには同一の符号を付してある。
【０６９７】
　本実施形態では、図２２に示すように、くるみ製本キー１９０６が押下された状態のシ
ート処理設定画面では、ＣＰＵ回路部１２２は、断裁キー１９０３については有効表示状
態にする。尚且つ、ステイプルキー１９０１、パンチキー１９０２、シフト排紙キー１９
０４、中綴じ製本キー１９０５、天糊製本キー１９０７については、グレーアウト表示を
実行させ、これらのキーについてはユーザにより選択不可能状態にする。
【０６９８】
　このように表示制御することで、くるみ製本モードが選択されたジョブに対しては、断
裁モードをユーザにより選択可能にする。但し、ステイプルモードやパンチモードやシフ
ト排紙モードや中綴じ製本モードや天糊製本モードについては、ユーザにより選択するこ
とを禁止するよう制御する。
【０６９９】
　又、例えば、図１９の表示画面１９００においてユーザにより、天糊製本キー１９０７
が選択されたとする。すると、ＣＰＵ回路部１２２は、図２０の管理テーブル２０００に
記述された制限事項情報に基づいて、表示部４－２５０の表示状態を、図２３に示す表示
画面に状態遷移させるよう表示部４－２５０を制御する。
【０７００】
　図２３は、本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図
であり、図１９と同一のものには同一の符号を付してある。
【０７０１】
　本実施形態では、図２３に示すように、天糊製本キー１９０７が押下された状態のシー
ト処理設定画面では、ＣＰＵ回路部１２２は、パンチキー１９０２および断裁キー１９０
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３については有効表示状態にする。但し、ステイプルキー１９０１、シフト排紙キー１９
０４、中綴じ製本キー１９０５、くるみ製本キー１９０６については、グレーアウト表示
を実行させ、これらのキーについてはユーザにより選択不可能状態にする。
【０７０２】
　このように表示制御することで、天糊製本モードが選択されたジョブに対しては、パン
チ処理モードおよび断裁モードのうちの少なくとも何れかの種類のシート処理モードをユ
ーザにより選択可能にする。但し、ステイプルモード、シフト排紙モード、中綴じ製本モ
ード、くるみ製本モードについては、ユーザにより選択することを禁止するよう制御する
。
【０７０３】
　以上のように、実際のシート処理動作自体を制御するだけでなく、ユーザインタフェー
スユニットに対する操作制御を実行するように構成することで、上述した効果のうちの特
に操作性を更に向上させる事が出来る。
【０７０４】
　尚、上述した例では、くるみ製本処理対象のジョブのシートに対して、断裁処理を実行
する否かを、ユーザ自身の判断により、選択可能に構成している。しかし、本実施形態に
おいて、以下のような制御実行しても良い。
【０７０５】
　例えば、上述のように、ユーザが、くるみ製本処理モードを選択した場合、当該くるみ
製本モードの選択に応答して、当該くるみ製本処理対象のジョブのシートに対して、自動
的に、断裁処理を実行するように、シート処理装置２３０を、ＣＰＵ回路部１２２により
、制御するように構成しても良い。
【０７０６】
　このように、ユーザにより、くるみ製本モードが処理対象のジョブに対して選択された
場合、ユーザが断裁処理モードを選択する否かに関係なく、ＣＰＵ回路部１２２が、独自
の判断で、くるみ製本処理対象のジョブのシートに対する断裁処理の実行可否を、決定す
るように構成しても良い。
【０７０７】
　又、例えば、ユーザが天糊製本処理モードを選択した場合、当該天糊製本モードの選択
に応答して、当該天糊製本処理対象のジョブのシートに対して、自動的に、断裁処理を実
行するように、シート処理装置２３０を、ＣＰＵ回路部１２２により、制御する。
【０７０８】
　このように、ユーザにより、天糊製本モードが処理対象のジョブに対して選択された場
合、当該ユーザが断裁処理モードを選択する否かに関係なく、ＣＰＵ回路部１２２が、独
自の判断で、天糊製本処理対象のジョブのシートに対する断裁処理の実行可否を、決定し
ても良い。
【０７０９】
　尚、上述した各種例のように、シートの糊付け処理を実行するジョブに対して断裁処理
を実行する場合（ユーザが明示的に断裁処理を実行指示する場合、及び、自動的にＣＰＵ
回路部１２２が断裁処理を実行する判断を下した場合の両ケースを含む）には、上述した
三方断裁処理を実行するようＣＰＵ回路部１２２により制御する。
【０７１０】
　以上のように構成することで、例えば、断裁処理を実行しないと糊付け製本印刷物の出
力結果のシートの端部の見栄えが悪くなってしまうような状況において、万が一、ユーザ
が断裁処理を実行させる指示を操作部から入力し忘れても、綺麗な糊付け製本印刷物を本
画像形成システム１０００にて作成することが出来る。
【０７１１】
　次に、図７の表示画面を表示部４－２５０に表示させた以降のユーザ操作に関して説明
する。
【０７１２】
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　キー８０５が押下され（キー８０５を押下された後に「次へ」キーが押下され）、くる
み製本が指定されると、ＣＰＵ回路部１２２は、液晶表示部４－２５０に図７（ｆ）に示
す操作画面を表示させる。上述したように、図７（ｆ）の操作画面では、くるみ製本モー
ドにおいて、表紙の記録紙サイズおよび、カセット段（給紙位置）の選択、表紙へのコピ
ーの有無等を選択可能に制御する。
【０７１３】
　尚、本例では、ＣＰＵ回路部１２２により、表紙として選択指定可能な記録紙サイズの
入っているカセット段のみを選択可能に制御し、ユーザは、この中から所望のカセット段
を選択指定することができる。
【０７１４】
　図７（ｆ）に示されるように、くるみ製本モードにおいて、表紙（第２タイプのシート
）としてユーザにより選択を許可する記録紙サイズは、図１８の管理テーブル１８００の
制限事項情報に基づいて、本実施形態では、『Ａ３ノビ、Ａ３、Ｂ４、Ａ４Ｒ、１１×１
７、ＬＧＬ、ＬＴＲ－Ｒ』となるように制御している。また、図２４～図３５を用いて説
明したように、くるみ製本モードにおいて、表紙（第２タイプのシート）のオモテへのコ
ピーの有無、表紙のウラへのコピーの有無、裏表紙のオモテへのコピーの有無、裏表紙の
ウラへのコピーの有無をそれぞれ選択可能でに構成している。これらを選択して、「次へ
」キーを押下することにより、くるみ製本の設定が終了する。
【０７１５】
　一方、図６（ｃ）の操作画面において、キー８０４が選択されて「ＯＫ」キーが押下さ
れると、ＣＰＵ回路部１２２は、この操作を検知し、液晶表示部４－２５０に、中綴じ製
本の設定を行うための図７（ｇ）に示す操作画面を表示させる。
【０７１６】
　図７（ｅ）に示されるように、中綴じ製本（糊付け処理を実行しない製本モード）の場
合、中綴じ製本印刷対象の記録紙としてユーザにより選択を許可する紙サイズは、図１８
の管理テーブル１８００の制限事項情報に基づいて、本実施形態では『Ａ３、Ｂ４、Ａ４
Ｒ、１１×１７、ＬＧＬ、ＬＴＲ－Ｒ』となるように制御している。これらが選択され、
「次へ」キーが押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は、液晶表示部４－２５０に図７（ｇ
）に示す操作画面を表示させる。この図７（ｇ）の操作画面では、［中綴じする／中綴じ
しない］を選択可能にする。これらを選択して、「次へ」キーを押下することにより、中
とじ製本の設定が終了する。
【０７１７】
　なお、上述した図４～図７及び図１９～図２３等を含む、本実施形態のユーザインタフ
ェースを介してユーザにより処理すべきジョブに対して設定される各種処理条件は、ユー
ザが設定情報として、本画像形成システム１０００が具備するＲＡＭ１２５内に記憶され
るものとする。そして、この情報を、ＣＰＵ回路部１２２は、上述した各種制限事項情報
との比較処理や、後述するフローチャートの各種判定処理に用いるよう構成されている。
【０７１８】
　以下、図９，図１０を用いて画像の記憶方法、読みだし方法について説明する。
【０７１９】
　図９は、図２に示した画像メモリ１２０のメモリマップを示す模式図である。
【０７２０】
　図９に示すように、画像メモリ１２０は、レイアウトメモリ５０００と、複数（本実施
形態では１００個）の蓄積メモリ１（５００１）～蓄積メモリ１００（５１００）から構
成され、１００枚分の画像が記憶できるように構成されている。
【０７２１】
　図１０は、図９に示した画像メモリ１２０に対する画像の記憶方法、読み出し方法につ
いて説明する図である。
【０７２２】
　図１０（１）は、図９に示した１つの蓄積メモリの記憶容量を示したもので、本実施形
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態では、６００ｄｐｉ基準でＡ３サイズの記憶ができるもので、縦７０１５×横９９２０
ビットで構成される。この記憶領域がレイアウトメモリ（画像レイアウト領域）１つとキ
ャラクタ用データ１つと画像記憶領域として、１００枚分の画像が記憶できる様に構成さ
れている。
【０７２３】
　続いて図１０（２）を用いてＡ４原稿画像を画像メモリに記憶する場合の例を示す。以
下、図２に示したＣＰＵ回路部１２２の制御により行われる。
【０７２４】
　図１０（２ａ）のように原稿台ガラス面１０２（図１）上に載置されたＡ４原稿は、図
１０（２ａ）に示すように、矢印の方向に順次読み込まれる。
【０７２５】
　この時、図１０（２ｂ）に示すように、読み込まれる画像データを蓄積する蓄積メモリ
（例えば、蓄積メモリ１（５００１））のアドレス（０，０）をスタート位置にＸ方向の
カウントアップ，Ｙ方向のカウントアップを指定しておく。
【０７２６】
　そして、１ライン目が読み込まれると、読み込まれた１ライン目の画像データを、アド
レス（０，０）からアドレス（０，７０１５）方向に順次書き込む。次に、２ライン目が
読み込まれると、Ｘ方向のカウンタを１つアップし、読み込まれた２ライン目の画像デー
タを、アドレス（１，０）からアドレス（１，７０１５）方向に順次書き込む。次に、３
ライン目が読み込まれると、まずＸ方向のカウンタを１つアップし、読み込まれた３ライ
ン目の画像データを、アドレス（２，０）からアドレス（２，７０１５）まで順次書き込
む。この様に読み込み、書き込みを繰り返して、アドレス（４９６０，７０１５）まで書
き込まれる。
【０７２７】
　次に、図１０（３）を用いて、図１０（２）に示したように蓄積メモリに書き込まれた
画像データを該蓄積メモリから時計回りに９０度回転させて読み出す処理について説明す
る。
【０７２８】
　蓄積メモリ（例えば、蓄積メモリ１（５００１））に記憶されたデータを時計回りに９
０度回転させて読み出す場合、図１０（３ａ）に示すように、先ず、アドレス（４９６０
，０）をスタート位置に、Ｘ方向のカウンタを順にカウントダウン，Ｙ方向のカウンタを
アップに指定しておき、１ライン目の画像データを、アドレス（４９６０，０）からアド
レス（０，０）方向にＸカウンタを順にダウンしながら読み出す。次に、Ｙカウンタを１
つアップさせ、２ライン目の画像データを、アドレス（４９６０，１）からアドレス（０
，１）の方向に読み出す。順次このように読み出すことにより図１０（３ｂ）に示すよう
に、蓄積メモリから時計回りに９０度回転させた画像データを読み出すことができる。
【０７２９】
　次に、図１０（４）を用いて、図１０（２）に示したように蓄積メモリに書き込まれた
画像データを該蓄積メモリから回転することなく読み出す処理について説明する。
【０７３０】
　蓄積メモリ（例えば、蓄積メモリ１（５００１））に記憶されたデータを回転させるこ
となく読み出す場合、図１０（４ａ）に示すように、先ず、アドレス（０，０）をスター
ト位置に、Ｘ方向のカウンタをアップ，Ｙ方向のカウンタをアップに指定しておき、１ラ
イン目の画像データを、アドレス（０，０）からアドレス（０，７０１５）方向にＹカウ
ンタを順にアップしながら読み出す。次に、Ｘカウンタを１つアップさせ、２ライン目の
画像データを、アドレス（１，０）からアドレス（１，７０１５）の方向に読み出す。順
次このように読み出すことにより図１０（４ｂ）に示すように、蓄積メモリから画像デー
タを読み出すことができる。
【０７３１】
　従って、図１０（２ａ）に示すＡ４幅の原稿を図１０（４ａ）の方向で読み出すことで
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画像を回転しないで読み出すことができる。
【０７３２】
　次に、図１０（５）を用いて、図１０（２）に示したように蓄積メモリに書き込まれた
画像データを該蓄積メモリから１８０度回転させて読み出す処理について説明する。
【０７３３】
　蓄積メモリ（例えば、蓄積メモリ１（５００１））に記憶された画像データを１８０度
回転させて読み出す場合、図１０（５ａ）に示すように、先ず、アドレス（０，７０１５
）をスタート位置に、Ｘ方向のカウンタをカウントダウン，Ｙ方向のカウンタをカウント
ダウンに指定しておき、１ライン目の画像データを、アドレス（４９６０，７０１５）か
らアドレス（４９６０，０）方向にＹカウンタを順にダウンしながら読み出す。次に、Ｘ
カウンタを１つダウンさせ、２ライン目の画像データを、アドレス（４９５９，７０１５
）からアドレス（４９５９，０）の方向に読み出す。順次このように読み出すことにより
図１０（５ｂ）に示すように、蓄積メモリから画像データを読み出すことができる。
【０７３４】
　従って、図１０（２ａ）に示すＡ４幅の原稿を図１０（５ａ）の方向で読み出すことで
１８０度回転した画像を読み出すことができる。
【０７３５】
　次に、図１０（６）を用いて、複数の蓄積メモリに書き込まれた画像データをそれぞれ
読み出してレイアウトメモリ５０００上で合成される処理について説明する。
【０７３６】
　図１０（６ａ），図１０（６ｂ）に示すように、個々に蓄積メモリ（例えば、蓄積メモ
リ１（５００１），蓄積メモリ２（５００２））に記憶された画像を読み出し、図１０（
６ｃ）に示すように、レイアウトメモリ５０００の所望の位置に画像を書き込むことによ
り、別々の原稿画像を画像メモリ１２０上で合成することができる。
【０７３７】
　〔プリンタ部２の説明〕
　以下、図１を参照して、プリンタ部２の構成および動作について説明する。
【０７３８】
　図１のプリンタ部２において、２１０は露光制御部で、プリンタ部２に入力された画像
信号を変調された光信号に変換してミラー２０７を介して感光体２１１を照射する。この
照射光によって感光体２１１上に作られた潜像は、現像器２１２によって現像される。上
記現像像の先端とタイミングを合わせて転写紙積載部２１４，２１５，２２５，２２６，
手差し給紙部２２７のいずれかより転写紙が搬送され、転写部２１６において、上記現像
された像が転写紙に転写される。そして、像が転写された転写紙は、定着部２１７にて転
写紙に定着された後、搬送方向切り替え部材２２０を介して、排紙ローラ２１９の方向に
導かれ、排紙センサ２１８を通過し、排紙ローラ２１９により製本ユニット２３０に排紙
される。
【０７３９】
　また、順次読み込む画像を１枚の出力用紙の両面に出力する方法について説明する。
【０７４０】
　定着部２１７で定着された出力用紙を、一度、排紙ローラ２１９まで搬送後、用紙の搬
送向きを反転して搬送方向切り替え部材２２０を介して再給紙用被転写紙積載部２２１に
搬送する。次の原稿が準備されると、上記プロセスと同様にして原稿画像が読み取られる
が転写紙については再給紙用被転写紙積載部２２１より給紙されるので、結局、同一出力
紙の表面、裏面に２枚の原稿画像を出力することができる。
【０７４１】
　そして、排紙ローラ２１９から出力された転写紙は、製本ユニット２３０に引き渡され
る。製本ユニット２３０は、プリンタ部２から印刷出力された記録紙に対して糊付け製本
処理（くるみ製本処理，天糊製本処理）を実行可能な後処理装置である。
【０７４２】
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　製本ユニット２３０は、処理内容により転写紙の進行方向を変更することにより後処理
を行う。パンチ機能が働いている場合は、パンチユニット２９０においてパンチ穴あけを
行うために方向変更材２３２，２３５を制御し、パンチユニット２９０に導く。同様にス
テイプル機能がはたらいている場合も、ステイプルユニット２８０においてステイプルを
行うために、方向変更材２３２，２３５を制御する。ステイプルユニット２８０は、ステ
イプルの種類に応じたステイプルを行う。パンチユニット２９０，ステイプルユニット２
８０により処理された、転写紙は、排紙トレイ２５６に排紙される。
【０７４３】
　また、糊付け製本が指定された場合は、方向変更材２３２，２３５を制御することによ
り、転写紙を糊付けユニット３００に導く。なお、糊付けユニット３００により糊付け製
本された転写紙は、排紙トレイ２５７に排紙される。
【０７４４】
　さらに、パンチユニット２９０，ステイプルユニット２８０，糊付けユニット３００に
よる各後処理が行われない場合、転写紙は、排紙トレイ２５７に排紙される。
【０７４５】
　排紙トレイ２５６，２５７には、排紙された転写紙の積載量等を検知可能な図示しない
センサが設けられており、該センサの検知結果に基づいて、ＣＰＵ回路部１２２は、排紙
トレイへの排紙可能の有無を判定可能である。
【０７４６】
　以下、図１１，図１２を参照して、製本ユニット２３０により表紙をつけるくるみ製本
の動作を説明する。
【０７４７】
　図１１，図１２は、図１に示した製本ユニット２３０により表紙をつけるくるみ製本の
動作を説明するための図である。なお、図１１（ａ）～図１１（ｃ）において、記録紙７
０１を太く示しているが、紙の位置を明示するための表示であり、記録紙７０１は１枚で
ある。一方、図１２（ｄ）～図１２（ｇ）の中紙８０１は紙束を示す。
【０７４８】
　図１１（ａ）に示すように、方向変更材２３２は、転写紙７０１を転写紙パス２３３に
誘導するように方向を変える。ローラ２７０，２７１により搬送させる。続いて図１１（
ｂ）に示すように、方向変更材２３５は、転写紙７０１をスタック部２３６に誘導するよ
うに方向を変更し、図１１（ｃ）に示すように、転写紙７０１をスタック部２３６に収納
する。同様にして、くるみ製本の中紙をすべてスタック部２３６に収納する。
【０７４９】
　続いて、図１２（ｄ）に示すように、くるみ製本の表紙８０２を搬送する。方向変更材
２３２を表紙パス２３４に表紙を誘導するように方向を変える。表紙の半分の位置がロー
ラ２４３とローラ２３９の半分の位置にくるようにローラ２４３，２３９を回転させる。
【０７５０】
　このときに、糊付けユニット３００を手前から奥まで移動することにより転写紙に糊付
けを行う。糊付けユニット３００は、図１に示すように、糊部３０１，ヒータ部３０２，
センサ部３０３から構成されており、固形の糊をヒータ部３０２であらかじめ定められた
温度まで熱することにより糊付け可能としている。このときにセンサ部３０３で温度を検
知し糊が予め定められた温度以上上がらないように制御されている。
【０７５１】
　続いて糊付けの終わった中紙を表紙に糊付けする。
【０７５２】
　図１２（ｅ）に示すように、糊付けユニット３００は、ローラ２３７と２３８が回転す
ることにより所定の位置に退避し、ローラ２７２と２７３が下方向に中紙を移動するよう
に回転する。中紙が表紙につく位置まで、ローラ２７３と２７３回転を停止する。この状
態で所定の時間放置する。以上により糊付けが行われる。このとき表紙を折るために、折
材２７７が動作し表紙を織り込む。ここで折材２７７が動作をするときに枚数が少ないと
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、表紙に「しわ」や、「破損」が生じてしまう。そのために、くるみ製本を行う際には、
最小処理可能枚数の制限が発生する（制限をする必要がある）。
【０７５３】
　続いて図１２（ｆ）に示すように、糊付け位置にある部材２４２を移動し、糊付けされ
た製本の端そろえを行うために、端部を裁断する位置に誘導するように部材２４２が移動
する。このとき部材２７４，２７５が糊付け製本（中紙８０１に表紙８０２が糊付けされ
たもの）を倒すように移動する。
【０７５４】
　図１２（ｇ）に示すように、位置制御部材２５２が移動することによりトリマターンテ
ーブル２５５上の位置を制御する。トリマターンテーブル上に積載された製本（中紙８０
１に表紙８０２が糊付けされたもの）は、トリマユニット２４７から出るカッタ２４８が
昇降することにより端部を裁断する。トリマターンテーブル２５５は、９０度、１８０度
回転することにより用紙の３方を裁断することができる。裁断された製本は、位置制御部
材２５２がトレイ２５７方向に移動し、ローラ２４９，２５３，２５１，２５４が回転す
ることにより、トレイ２５７に排出される。
【０７５５】
　続いて表紙をつけない天糊製本について説明する。
【０７５６】
　天糊製本では、表紙をつけないため、上述した図１１（ａ）～図１２（ｇ）のくるみ製
本の動作から図１１（ｂ）および図１２（ｅ）の動作を省略する。このように、図１２（
ｅ）の動作を省略するため、天糊製本では、くるみ製本のような最小処理可能枚数の制限
は発生しない（制限をする必要がない）。
【０７５７】
　以下、図１３，図１４を参照して、本実施形態におけるくるみ製本，天糊製本制御につ
いて説明する。
【０７５８】
　図１３は、本発明の画像形成装置における第１の制御処理手順の一例を示すフローチャ
ートである。このフローチャートの処理は、図２に示したＣＰＵ回路部１２２がＲＯＭ１
２４又は画像メモリ１２０内のハードディスク又は図示しないその他の記憶媒体に格納さ
れたプログラムをＲＡＭ１２５にロードして実行することにより実現される。なお、図中
のＳ９－１～Ｓ９－２２は各ステップを示す。また、本実施形態では、糊付けユニット３
００がくるみ製本処理において本文である中紙と表紙とを糊付け処理可能な最小枚数を示
す最小処理可能枚数を１０枚、糊付けユニット３００で一度に糊付け処理可能な最大枚数
を示す最大処理可能枚数を１５０枚とする。
【０７５９】
　図４に示したスタートキー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２は、処理を
開始させ（Ｓ９－１）、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し、リーダ部１に読み取らせ
（Ｓ９－２）、読み取り結果及びＲＡＭ１２５に格納される設定情報に基づいてプリンタ
部２より印刷出力される枚数（以下、印刷枚数）を算出し確定する（Ｓ９－３）。尚、こ
こでいう「印刷枚数」とは、上述した「シートの総枚数Ｎ」（図３６）に相当する。
【０７６０】
　次に、ＣＰＵ回路部１２２は、ＲＡＭ１２５に格納される設定情報に基づいて、くるみ
製本が設定されているか否かを判断し（Ｓ９－４）、ＲＡＭ１２５に格納される設定情報
に基づいてくるみ製本が設定されていると判定した場合には、ステップＳ９－５に進み、
ＣＰＵ回路部１２２は、印刷枚数が最小処理可能枚数以上か否かを判断する。
【０７６１】
　ステップＳ９－５で、ＣＰＵ回路部１２２が、印刷枚数が最小処理可能枚数以上である
と判定した場合には、ステップＳ９－６に進み、ＣＰＵ回路部１２２は、印刷枚数が最大
処理可能枚数を超過したか否かを判断し、最大処理可能枚数を超過していないと判定した
場合には、ステップＳ９－７に進み、印刷を実行するとともにくるみ製本処理を行い、処
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理を終了する（９－２２）。
【０７６２】
　一方、ＣＰＵ回路部１２２が、ステップＳ９－５で、印刷枚数が最小処理可能枚数以上
でない（最小処理可能枚数未満）と判定した場合、又は、ステップＳ９－６で、印刷枚数
が最大処理可能枚数を超過したと判定した場合には、ステップＳ９－８に進み、排出可能
なトレイがあるか否かを判定する。
【０７６３】
　ステップＳ９－８で、ＣＰＵ回路部１２２が、排出可能なトレイがないと判定した場合
には、ステップＳ９－９において、図１４（ａ）又は図１４（ｂ）に示すメッセージ画面
を液晶表示部４－２５０に表示させ、印刷を中断するように制御し、ステップＳ９－１０
に進む。
【０７６４】
　図１４は、本発明の画像形成装置におけるくるみ製本，天糊製本処理時のメッセージ画
面の一例を示す模式図である。
【０７６５】
　図１４（ａ）は、くるみ製本処理時に印刷枚数が最小枚数以上でないと判定した場合に
表示されるメッセージ画面に対応し、図１４（ｂ）は、天糊製本処理時に印刷枚数が最大
枚数を超過したと判定した場合のメッセージ画面に対応する。
【０７６６】
　図１４において、１１０１は中止キーで、このキーを押下することにより、印刷Ｊｏｂ
を中止することが出来る。
【０７６７】
　以下、図１３のフローチャートの説明に戻る。
【０７６８】
　ステップＳ９－１０において、ＣＰＵ回路部１２２は、図１４（ａ）又は図１４（ｂ）
の中止キー１１０１が押下されたか否かで印刷続行の有無を判定し、中止キー１１０１が
押下されておらず印刷続行すると判定した場合には、ステップＳ９－１１に進み、印刷を
実行し（但し、くるみ製本処理の実行は禁止）、処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７６９】
　一方、ステップＳ９－１０で、ＣＰＵ回路部１２２が、図１４（ａ）の中止キー１１０
１が押下されたことを検知し印刷は続行しないと判定した場合には、印刷を実行すること
なくそのまま処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７０】
　一方、ステップＳ９－８で、ＣＰＵ回路部１２２が、排出可能なトレイがあると判定し
た場合には、ステップＳ９－１２において、印刷を実行して該排紙可能なトレイに排紙し
（但し、くるみ製本処理の実行は禁止）、処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７１】
　一方、ＣＰＵ回路部１２２が、ステップＳ９－４で、くるみ製本が設定されていないと
判定した場合には、ステップＳ９－１３において、天糊製本が設定されているか否かを判
定し、天糊製本が設定されていると判定した場合には、ステップＳ９－１４に進み、ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過したか否かを判断する。
【０７７２】
　ステップＳ９－１４で、ＣＰＵ回路部１２２が、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過し
ていないと判定した場合には、ステップＳ９－１５に進み、印刷を実行するとともに天糊
製本処理を行い、処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７３】
　一方、ＣＰＵ回路部１２２が、ステップＳ９－１４で、印刷枚数が最大処理可能枚数を
超過したと判定した場合には、ステップＳ９－１６に進み、排出可能なトレイがあるか否
かを判定し、排出可能なトレイがないと判定した場合には、ステップＳ９－１７において
、図１４（ｃ）に示すメッセージを液晶表示部４－２５０に表示させ、印刷を中断するよ
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うに制御し、ステップＳ９－１８に進む。
【０７７４】
　ステップＳ９－１８において、ＣＰＵ回路部１２２は、図１４（ｃ）の中止キー１１０
１が押下されたか否かで印刷続行の有無を判定し、中止キー１１０１が押下されておらず
印刷続行すると判定した場合には、ステップＳ９－１９に進み、印刷を実行し（但し、天
糊製本処理の実行は禁止）、処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７５】
　一方、ステップＳ９－１８で、ＣＰＵ回路部１２２が、図１４（ａ）の中止キー１１０
１が押下されたことを検知して印刷続行しないと判定した場合には、印刷を実行すること
なくそのまま処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７６】
　一方、ステップＳ９－１６で、ＣＰＵ回路部１２２が、排出可能なトレイがあると判定
した場合には、ステップＳ９－２１において、印刷を実行し、該排出可能なトレイに印刷
結果を排出し（但し、天糊製本処理の実行は禁止）、処理を終了する（Ｓ９－２２）。
【０７７７】
　一方、ＣＰＵ回路部１２２が、ステップＳ９－１３で、天糊製本が設定されていないと
判定した場合には、ステップＳ９－２０において、印刷を実行し、処理を終了する（Ｓ９
－２２）。
【０７７８】
　以上示したように、ＣＰＵ回路部１２２が、印刷枚数（プリンタ部２から印刷出力され
る記録紙の枚数）が最小処理可能枚数に満たない場合には、糊付け製本ユニットによるく
るみ製本処理の実行のみを禁止制御し、また、最大処理可能枚数を超える場合には、糊付
け製本ユニットによるくるみ製本処理及び天糊製本処理の実行を禁止制御することにより
、糊付け製本ユニットの小型化により発生する制限事項に起因した糊付け製本ユニットの
障害発生を抑えることができる。
【０７７９】
　以下、例を挙げてより具体的に説明する。
【０７８０】
　（具体例１）
　例えば、両面原稿Ａ４サイズ５０枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４
にＡ４サイズの記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４ｍｍ　
Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする。そして、図６，図７
に示した操作の流れに従い、くるみ製本を設定し、スタートキー４－２４１を押下する。
すると、処理が開始し（Ｓ９－１）、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面読み取り
にて５０枚読み取る（Ｓ９－２）。つまりトータル原稿１００面を読み取る。
【０７８１】
　次にステップＳ９－２に進み、原稿面数が１００面であるため、両面印刷で５０枚にな
ると判断して、印刷枚数を「５０」と確定する。なお、例えば、片面印刷や２ｉｎ１等の
設定がなされている場合には、これらの設定に応じて印刷枚数は確定される。例えば、片
面印刷が設定されている場合は、印刷枚数は１００枚に確定され、２ｉｎ１が設定されて
いる場合は、印刷枚数は２５枚に確定される。
【０７８２】
　次に、ステップＳ９－４で、くるみ製本であると判定され、ステップＳ９－５に進む。
この例では、印刷枚数は５０枚であり、かつ最小処理可能枚数は１０枚であるので、印刷
枚数は最小処理可能枚数以上であり処理可能と判断され、ステップＳ９－６に進む。この
例では、印刷枚数は５０枚であり、かつ最大処理可能枚数は１５０枚であるので、ステッ
プＳ９－６では、印刷枚数は最大処理可能枚数を超過しないと判断し、ステップＳ９－７
に進み、印刷を実行するとともに、くるみ製本を行い、処理を終了する（Ｓ－９２２）。
【０７８３】
　（具体例２）
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　次に、両面原稿Ａ４サイズ５枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４にＡ
４サイズの記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４ｍｍ　Ａ４
サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする例について説明する。
【０７８４】
　図６，図７に示した操作手順の流れに従って、くるみ製本が設定され、スタートキー４
－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進んで処理を開始し、原稿給送装置１０１
から原稿を給紙し両面読み取りにて５枚読み取る。つまりトータル原稿１０面を読み取る
。ステップＳ９－２に進み、原稿面数１０面であるため、両面印刷で５になると判断し、
印刷枚数を「５」に確定する。
【０７８５】
　ステップＳ９－４に進み、くるみ製本か否かを判断する。この例では、くるみ製本であ
るので、ステップＳ９－５に進み、印刷枚数が最小処理可能枚数以上かを判断する。この
例では、印刷枚数が５枚で最小処理可能枚数が１０枚であるので、印刷枚数５枚は１０枚
以上でなく処理不可能と判断し、ステップＳ９－８に進む。
【０７８６】
　次に、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイがあるか否かを判断する。今、図
１に示したトレイ２５６に排出可能であるとすると、ステップＳ９－１２に進み印刷を行
い（但し、くるみ製本なし）、トレイ２５６へ排出する。
【０７８７】
　一方、ステップＳ９－８において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－９に
進み、図１４（ａ）に示すメッセージ画面を表示し印刷を中断する。ユーザは図１４（ａ
）に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中止することが出来る
。
【０７８８】
　なお、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイ２５６があっても、図示しない確
認印刷設定がなされている場合には、ステップＳ９－９に進むように構成してもよい。こ
の場合、排出可能なトレイ２５６の有無に関らず、ステップＳ９－９に進み、図１４（ａ
）に示したメッセージ画面を表示し印刷を中断する。この場合、排出可能なトレイ２５６
があるため、ユーザが排出を望めば、出力することが可能である。上記確認印刷設定がな
されている場合、図４に示したスタートキー４－２４１が押下可能となっており、スター
トキー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２が処理をステップＳ９－１１に進
め、印刷を行うように制御する。
【０７８９】
　（具体例３）
　図６（ａ）に示した連続読込キー８１１が押下されると、原稿の継ぎ足しが可能になる
。以下、この原稿の継ぎ足し処理について例を挙げて説明する。
【０７９０】
　例えば、両面原稿Ａ４サイズ２００枚のうち１００枚を原稿給送装置１０１上に積載し
、カセット２１４にＡ４サイズの記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍ
ｍ×４２４ｍｍ　Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする。
【０７９１】
　さらに、図６，図７の操作手順の流れに従い、くるみ製本を設定し、スタートキー４－
２４１を押下すると、ステップＳ９－１に進んで処理を開始し、原稿給送装置１０１から
原稿を給紙し両面読み取りにて１００枚読み取る。つまりトータル原稿２００面を読み取
る。ステップＳ９－２に進み、原稿面数２００面であるため、両面印刷で１００になると
判断する。
【０７９２】
　原稿の継ぎ足しが可能あるため、残りの原稿Ａ４サイズ１００枚を原稿給送装置１０１
上に積載し、スタートキー４－２４１を押下すると、両面読み取りにて１００枚読み取る
。つまり原稿２００面を読み取る。トータル印刷枚数２００枚、原稿面数４００枚である
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ので、印刷が２００枚となり、印刷枚数を２００と確定する。
【０７９３】
　そして、ステップＳ９－４に進み、くるみ製本か否かを判断する。今、くるみ製本であ
るので、ステップＳ９－５に進み、印刷枚数が最小処理可能枚数以上かを判断する。印刷
枚数が２００枚で、且つ最小処理可能枚数は１０枚であるので、処理可能と判断しステッ
プＳ９－６に進む。ステップＳ９－６では、印刷枚数が２００枚で、且つ最大処理可能枚
数は１５０枚であるので、排出不可能と判断しステップＳ９－８に進み、排出可能なトレ
イがあるか否かを判断する。今、トレイ２５６に排出可能であるためステップＳ９－１２
に進み印刷を行い、トレイ２５６へ排出する。
【０７９４】
　ステップＳ９－８において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－９に進み、
図１４（ｂ）に示したメッセージ画面を表示し、印刷を中断する。図１４（ｂ）に示すメ
ッセージ画面に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中断するこ
とが出来る。
【０７９５】
　（具体例４）
　次に、両面原稿Ａ４サイズ５０枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４に
Ａ４サイズの記録紙をセットする。図６，図７に示した操作手順の流れに従って、天糊製
本が設定され、スタートキー４－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進んで処理
を開始し、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面読み取りにて５０枚読み取る。つま
りトータル原稿１００面を読み取る。ステップＳ９－２に進み、原稿面数１００面である
ため、両面印刷で５０枚になると判断し、印刷枚数を５０枚に確定する。ステップＳ９－
４に進み、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製本であるので、ステップＳ
９－１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１４に進む。
【０７９６】
　ステップＳ９－１４では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断する。印刷
枚数が５０枚で、且つ最大処理可能枚数は１５０枚であるので、印刷可能と判断して、ス
テップＳ９－１５に進み、印刷を実行する。
【０７９７】
　（具体例５）
　次に、例えば、両面原稿Ａ４サイズ５枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２
１４にＡ４サイズの記録紙をセットする。図６，図７に示した操作手順の流れに従って、
天糊製本が設定され、スタートキー４－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進ん
で処理を開始し、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面読み取りにて５枚読み取る。
つまりトータル原稿１０面を読み取る。ステップＳ９－２に進み、原稿面数１０面である
ため、両面印刷で５枚になると判断し、印刷枚数を５枚に確定する。ステップＳ９－４に
進み、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製本であるので、ステップＳ９－
１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１４に進む。ステップＳ９－１４
では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断する。この例では、印刷枚数は５
枚で、且つ最大処理可能枚数は１５０枚であるので、ステップＳ９－１５に進み、印刷を
実行する。
【０７９８】
　（具体例６）
　図６（ａ）に示した連続読込キー８１１が押下されると、原稿の継ぎ足しが可能になる
。以下、この原稿の継ぎ足し処理について例を挙げて説明する。
【０７９９】
　例えば、両面原稿Ａ４サイズ２００枚のうち１００枚を原稿給送装置１０１上に積載し
、カセット２１４にＡ４サイズの記録紙をセットする。
【０８００】
　さらに、図６，図７の操作手順の流れに従い、天糊製本を設定し、スタートキー４－２
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４１を押下すると、ステップＳ９－１に進んで処理を開始し、原稿給送装置１０１から原
稿を給紙し両面読み取りにて１００枚読み取る。つまりトータル原稿２００面を読み取る
。ステップＳ９－２に進み、原稿面数２００面であるため、両面印刷で１００になると判
断する。
【０８０１】
　原稿の継ぎ足しが可能あるため、残りの原稿Ａ４サイズ１００枚を原稿給送装置１０１
上に積載し、スタートキー４－２４１を押下すると、両面読み取りにて１００枚読み取る
。つまり原稿２００面を読み取る。トータル印刷枚数２００枚、原稿面数４００枚である
ので、印刷が２００枚となり、印刷枚数を２００と確定する。
【０８０２】
　そして、ステップＳ９－４に進み、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製
本であるので、ステップＳ９－１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１
４に進む。ステップＳ９－１４では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断す
る。この例では、印刷枚数は２００枚で、且つ最大処理可能枚数は１５０枚であるので、
排出不可能と判断し、ステップＳ９－１６に進み、排出可能なトレイがあるか否かを判断
する。今、トレイ２５６に排出可能であるためステップＳ９－２１に進み印刷を行い、ト
レイ２５６へ排出する。
【０８０３】
　ステップＳ９－１６において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－１７に進
み、図１４（ｃ）に示したメッセージ画面を表示し、印刷を中断する。図１４（ｃ）に示
すメッセージ画面に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中断す
ることが出来る。
【０８０４】
　なお、ステップＳ９－１６において、排出可能なトレイ２５６があっても、図示しない
確認印刷設定がなされている場合には、ステップＳ９－９に進むように構成してもよい。
この場合、排出可能なトレイ２５６の有無に関らず、ステップＳ９－１７に進み、図１４
（ｃ）に示したメッセージ画面を表示し印刷を中断する。この場合、排出可能なトレイ２
５６があるため、ユーザが排出を望めば、出力することが可能である。上記確認印刷設定
がなされている場合、図４に示したスタートキー４－２４１が押下可能となっており、ス
タートキー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２が処理をステップＳ９－１９
に進め、印刷を行うように制御する。
【０８０５】
　以上示したように、ＣＰＵ回路部１２２は、図６，図７に示した操作フローにおいて、
製本可能な紙サイズのみを明示し選択させ、その後、動作を開始する場合に、処理枚数の
制限に合致しなければ紙詰まり等の障害が発生するため、出力枚数が確定されるために、
読み込みを優先させる。
【０８０６】
　そして、読み込み枚数が確定すると、処理可能か否かの判断を行う。なお、図８（ａ）
に示した表紙をつけるくるみ製本では、表紙を中紙（本文）に密着させる動作が必要であ
るため、中紙の束に、ある程度の厚さが必要となるという制限が発生し、最小処理可能枚
数という制限値が発生する。一方、図８（ｂ）に示した表紙をつけない天糊製本では、表
紙を中紙に密着させる動作が不要であるため最小処理可能枚数という制限値は発生しない
。そのため、ＣＰＵ回路部１２２は、指定された製本の種類を判断し、天糊製本の場合は
、最小処理可能枚数を判断しないように制御する。
【０８０７】
　また機器サイズを小さくしたことにより、最大処理可能枚数の制限が発生するが、ＣＰ
Ｕ回路部１２２は、最大処理可能枚数に関しては前記くるみ製本、前記天糊製本の双方の
場合に判断する。
【０８０８】
　そして、ＣＰＵ回路部１２２は、上記糊付け製本種別に応じた各判断結果に基づいて、
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制限枚数を超える場合には動作を中断するか、もしくは製本機能を使わない方法で出力す
るように制御し、同様に制限枚数に満たない場合も動作を中断するか、もしくは製本機能
を使わない方法で出力するように制御する。
【０８０９】
　このように、ＣＰＵ回路部１２２が、制限事項に適した制御を行うことにより、機器サ
イズの小さくなった糊付け製本機に障害発生をすることなく動作させることが可能となり
、結果として、コスト、設置面積で問題があった場合でも、導入することができ、コスト
をかけず糊付け製本が可能になる。
【０８１０】
　また、表紙をつけない天糊製本の場合は、最小処理可能枚数を制限しないため、簡易的
な製本として代用することが可能となる。
【０８１１】
　従って、糊付け製本機器サイズを小さくすることにより発生する制限事項に対応した制
御を行うことができ、糊付け製本機器の最大処理可能枚数，最小処理可能枚数を把握して
いないユーザが、該制限枚数を超える枚数の用紙を印刷製本しようとすることによる、製
本処理の障害発生を防止することができる。
【０８１２】
　〔第２実施形態〕
　上記第１実施形態では、最小処理可能枚数、最大処理可能枚数が印刷される紙種に関係
なくそれぞれ１つの値である場合について説明したが、印刷される紙種に応じて、最小処
理可能枚数、最大処理可能枚数をそれぞれ変更するように構成してもよい。以下、その実
施形態について説明する。
【０８１３】
　以下、図１５を参照して、本実施形態におけるくるみ製本，天糊製本制御について説明
する。
【０８１４】
　図１５は、本発明の画像形成装置における第２の制御処理手順の一例を示すフローチャ
ートである。このフローチャートの処理は、図２に示したＣＰＵ回路部１２２がＲＯＭ１
２４又は画像メモリ１２０内のハードディスク又は図示しないその他の記憶媒体に格納さ
れたプログラムをＲＡＭ１２５にロードして実行することにより実現される。なお、図中
のＳ９－１～Ｓ９－２２，Ｓ１０－１，Ｓ１０－２は各ステップを示し、図１３と同一の
ステップには同一のステップ番号を付してあり、その説明は省略する。また、本実施形態
では、例えば最小処理可能枚数を１０枚、最大処理可能枚数を１５０枚とし、記録紙が厚
紙である場合、最小処理可能枚数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚へ変更するものとす
る。
【０８１５】
　ステップＳ９－３で、印刷枚数が確定されると、ステップＳ１０－１において、ＣＰＵ
回路部１２２は、記録紙が厚紙であるか否かを判定し、厚紙でないと判定した場合には、
そのままステップＳ９－４に進む。
【０８１６】
　一方、ステップＳ１０－１で、ＣＰＵ回路部１２２が、記録紙が厚紙であると判定した
場合には、ステップＳ１０－２に進み、最大処理可能枚数を１５０枚から７５枚に変更し
、さらに最小処理可能枚数を１０枚から５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８１７】
　なお、紙種の判断は、給紙段毎に予め紙種が設定され、ＲＡＭ１２５内の図示しない不
揮発性メモリに格納された給紙段設定情報と当該ジョブで選択された給紙段とに基づいて
ＣＰＵ回路部１２２が判断するものとする。
【０８１８】
　以下、例を挙げてより具体的に説明する。
【０８１９】
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　（具体例１）
　例えば、両面原稿Ａ４サイズ５０枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４
にＡ４サイズの厚紙の記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４
ｍｍ　Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする。そして、図６
，図７に示した操作の流れに従い、くるみ製本を設定し、スタートキー４－２４１を押下
する。すると、処理が開始され（Ｓ９－１）、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面
読み取にて５０枚読み取る（Ｓ９－２）。つまりトータル原稿１００面を読み取る。
【０８２０】
　次にステップＳ９－３に進み、原稿面数が１００面であるため、両面印刷で５０枚にな
ると判断して、印刷枚数を「５０」と確定する。
【０８２１】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８２２】
　次に、ステップＳ９－４で、くるみ製本であると判定され、ステップＳ９－５に進む。
この例では、印刷枚数は５０枚であり、かつ最小処理可能枚数は５枚であるので、印刷枚
数は最小処理可能枚数以上であり処理可能と判断され、ステップＳ９－６に進む。この例
では、印刷枚数は５０枚であり、かつ最大処理可能枚数は７５枚であるので、ステップＳ
９－６では、印刷枚数は最大処理可能枚数を超過しないと判断し、ステップＳ９－７に進
み、印刷を実行するとともに、くるみ製本を行い、処理を終了する（Ｓ－９２２）。
【０８２３】
　（具体例２）
　次に、両面原稿Ａ４サイズ５枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４にＡ
４サイズの厚紙の記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４ｍｍ
　Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする例について説明する
。
【０８２４】
　図６，図７に示した操作手順の流れに従って、くるみ製本が設定され、スタートキー４
－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進んで処理を開始し、ステップＳ９－２に
おいて、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面読み取りにて３枚読み取る。つまりト
ータル原稿６面を読み取る。ステップＳ９－３に進み、原稿面数６面であるため、両面印
刷で３になると判断し、印刷枚数を「３」に確定する。
【０８２５】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８２６】
　ステップＳ９－４において、くるみ製本か否かを判断する。この例では、くるみ製本で
あるので、ステップＳ９－５に進み、印刷枚数が最小処理可能枚数以上かを判断する。こ
の例では、印刷枚数が３枚で最小処理可能枚数が５枚であるので、印刷枚数３枚は５枚以
上でなく処理不可能と判断し、ステップＳ９－８に進む。
【０８２７】
　次に、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイがあるか否かを判断する。今、図
１に示したトレイ２５６に排出可能であるとすると、ステップＳ９－１２に進み印刷を行
い（但し、くるみ製本なし）、トレイ２５６へ排出する。
【０８２８】
　一方、ステップＳ９－８において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－９に
進み、図１４（ａ）に示すメッセージ画面を表示し印刷を中断する。ユーザは図１４（ａ
）に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中止することが出来る
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。
【０８２９】
　なお、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイ２５６があっても、図示しない確
認印刷設定がなされている場合には、ステップＳ９－９に進むように構成してもよい。こ
の場合、排出可能なトレイ２５６の有無関らず、ステップＳ９－９に進み、図１４（ａ）
に示したメッセージ画面を表示し印刷を中断する。この場合、排出可能なトレイ２５６が
あるため、ユーザが排出を望めば、出力することが可能である。上記確認印刷設定がなさ
れている場合、図４に示したスタートキー４－２４１が押下可能となっており、スタート
キー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２が処理をステップＳ９－１１に進め
、印刷を行うように制御する。
【０８３０】
　（具体例３）
　次に、両面原稿Ａ４サイズ１００枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４
にＡ４サイズの厚紙の記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４
ｍｍ　Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする例について説明
する。
【０８３１】
　図６，図７に示した操作手順の流れに従って、くるみ製本が設定され、スタートキー４
－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進んで処理を開始し、原稿給送装置１０１
から原稿を給紙し両面読み取りにて１００枚読み取る。つまりトータル原稿２００面読み
取る。ステップＳ９－２に進み、原稿面数２００面であるため、両面印刷で１００になる
と判断し、ステップＳ９－３において、印刷枚数を「１００」に確定する。
【０８３２】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８３３】
　ステップＳ９－４において、くるみ製本か否かを判断する。この例では、くるみ製本で
あるので、ステップＳ９－５に進み、印刷枚数が最小処理可能枚数以上かを判断する。こ
の例では、印刷枚数は１００枚であり、かつ最小処理可能枚数は５枚であるので、印刷枚
数は最小処理可能枚数以上であり処理可能と判断され、ステップＳ９－６に進む。この例
では、印刷枚数は１００枚であり、かつ最大処理可能枚数は７５枚であるので、ステップ
Ｓ９－６では、印刷枚数は最大処理可能枚数を超過し、処理不可能と判断し、ステップＳ
９－８に進む。
【０８３４】
　次に、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイがあるか否かを判断する。今、図
１に示したトレイ２５６に排出可能であるとすると、ステップＳ９－１２に進み印刷を行
い（但し、くるみ製本なし）、トレイ２５６へ排出する。
【０８３５】
　一方、ステップＳ９－８において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－９に
進み、図１４（ａ）に示すメッセージ画面を表示し印刷を中断する。ユーザは図１４（ａ
）に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中止することが出来る
。
【０８３６】
　なお、ステップＳ９－８において、排出可能なトレイ２５６があっても、図示しない確
認印刷設定がなされている場合には、ステップＳ９－９に進むように構成してもよい。こ
の場合、排出可能なトレイ２５６の有無に関らず、ステップＳ９－９に進み、図１４（ａ
）に示したメッセージ画面を表示し印刷を中断する。この場合、排出可能なトレイ２５６
があるため、ユーザが排出を望めば、出力することが可能である。上記確認印刷設定がな
されている場合、図４に示したスタートキー４－２４１が押下可能となっており、スター
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トキー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２が処理をステップＳ９－１１に進
め、印刷を行うように制御する。
【０８３７】
　（具体例４）
　次に、両面原稿Ａ４サイズ５０枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４に
Ａ４サイズの厚紙の記録紙をセットする。図６，図７に示した操作手順の流れに従って、
天糊製本が設定され、スタートキー４－２４１が押下されると、ステップＳ９－１に進ん
で処理を開始し、ステップＳ９－２において、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し両面
読み取りにて５０枚読み取る。つまり、トータル原稿１００面を読み取る。ステップＳ９
－３に進み、原稿面数１００面であるため、両面印刷で５０枚になると判断し、印刷枚数
を５０枚に確定する。
【０８３８】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８３９】
　次にステップＳ９－４において、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製本
であるので、ステップＳ９－１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１４
に進む。
【０８４０】
　ステップＳ９－１４では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断する。印刷
枚数が５０枚で、且つ最大処理可能枚数は７５枚であるので、印刷可能と判断して、ステ
ップＳ９－１５に進み、印刷を実行する。
【０８４１】
　（具体例５）
　次に、例えば、両面原稿Ａ４サイズ３枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２
１４にＡ４サイズの厚紙の記録紙をセットする。図６，図７に示した操作手順の流れに従
って、天糊製本が設定され、スタートキー４－２４１が押下されると、ステップＳ９－１
に進んで処理を開始し、ステップＳ９－２において、原稿給送装置１０１から原稿を給紙
し両面読み取りにて３枚読み取る。つまり、トータル原稿６面を読み取る。ステップＳ９
－３に進み、原稿面数６面であるため、両面印刷で３枚になると判断し、印刷枚数を３枚
に確定する。
【０８４２】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８４３】
　次にステップＳ９－４において、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製本
であるので、ステップＳ９－１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１４
に進む。ステップＳ９－１４では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断する
。この例では、印刷枚数は３枚で、且つ最大処理可能枚数は７５枚であるので、ステップ
Ｓ９－１５に進み、印刷を実行する。
【０８４４】
　（具体例６）
　次に、例えば、両面原稿Ａ４サイズ１００枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセッ
ト２１４にＡ４サイズの厚紙の記録紙をセットする。図６，図７に示した操作手順の流れ
に従って、天糊製本が設定され、スタートキー４－２４１が押下されると、ステップＳ９
－１に進んで処理を開始し、ステップＳ９－２において、原稿給送装置１０１から原稿を
給紙し両面読み取りにて１００枚読み取る。つまり、トータル原稿２００面を読み取る。
ステップＳ９－３に進み、原稿面数２００面であるため、両面印刷で１００枚になると判
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断し、印刷枚数を１００枚に確定する。
【０８４５】
　次に、記録紙の紙種を判断する。ステップＳ１０－１において、記録紙が厚紙かどうか
を判断する。この例では厚紙であるので、ステップＳ１０－２において、最小処理可能枚
数を５枚、最大処理可能枚数を７５枚に変更し、ステップＳ９－４に進む。
【０８４６】
　次にステップＳ９－４において、くるみ製本か否かを判断する。この例では、天糊製本
であるので、ステップＳ９－１３に進み、天糊製本か否かを判断し、ステップＳ９－１４
に進む。ステップＳ９－１４では、印刷枚数が最大処理可能枚数を超過するかを判断する
。この例では、印刷枚数は１００枚で、且つ最大処理可能枚数は７５枚であるので、排出
不可能と判断し、ステップＳ９－１６に進み、排出可能なトレイがあるか否かを判断する
。今、トレイ２５６に排出可能であるためステップＳ９－２１に進み印刷を行い、トレイ
２５６へ排出する。
【０８４７】
　ステップＳ９－１６において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－１７に進
み、図１４（ｃ）に示したメッセージ画面を表示し、印刷を中断する。図１４（ｃ）に示
すメッセージ画面に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中断す
ることが出来る。
【０８４８】
　なお、ステップＳ９－１６において、排出可能なトレイ２５６があっても、図示しない
確認印刷設定がなされている場合には、ステップＳ９－９に進むように構成してもよい。
この場合、排出可能なトレイ２５６の有無に関らず、ステップＳ９－１７に進み、図１４
（ｃ）に示したメッセージ画面を表示し印刷を中断する。この場合、排出可能なトレイ２
５６があるため、ユーザが排出を望めば、出力することが可能である。上記確認印刷設定
がなされている場合、図４に示したスタートキー４－２４１が押下可能となっており、ス
タートキー４－２４１が押下されると、ＣＰＵ回路部１２２が処理をステップＳ９－１９
に進め、印刷を行うように制御する。
【０８４９】
　なお、上記実施形態では、紙種が厚紙の場合にのみ、最小処理可能枚数，最大処理可能
枚数を変更する構成について説明したが、さらに複数の紙種（紙の厚さ等に応じて分類さ
れる複数の紙種）に応じて最小処理可能枚数，最大処理可能枚数を変更するように構成し
てもよい。
【０８５０】
　以上説明したように、ＣＰＵ回路部１２２は、紙種により制限条件（最小処理可能枚数
，最大処理可能枚数）を変更制御するので、紙種により変化する制限条件に応じて機器の
障害の発生を回避することができる。
【０８５１】
　従って、紙種により変化する最大処理可能枚数，最処理可能枚数を把握していないユー
ザが、該制限枚数を超える枚数の用紙を印刷製本しようとすることによる、製本処理の障
害発生を防止することができる。
【０８５２】
　〔第３実施形態〕
　上記第１，２実施形態では、印刷枚数が最小処理可能枚数未満であることに起因してく
るみ製本ができない場合に、単に、くるみ製本を行うことなく印刷処理する構成について
説明したが、印刷枚数が最小処理可能枚数未満であることに起因して製本ができない場合
には、天糊製本を行うように構成してもよい。以下、その実施形態について説明する。
【０８５３】
　以下、図１６，図１７を参照して、本実施形態におけるくるみ製本，天糊製本制御につ
いて説明する。
【０８５４】
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　図１６は、本発明の画像形成装置における第３の制御処理手順の一例を示すフローチャ
ートである。このフローチャートの処理は、図２に示したＣＰＵ回路部１２２がＲＯＭ１
２４又は画像メモリ１２０内のハードディスク又は図示しないその他の記憶媒体に格納さ
れたプログラムをＲＡＭ１２５にロードして実行することにより実現される。なお、図中
のＳ９－１～Ｓ９－２２，Ｓ１２－１，Ｓ１２－２は各ステップを示し、図１３と同一の
ステップには同一のステップ番号を付してあり、その説明は省略する。また、本実施形態
では、例えば最小処理可能枚数を１０枚、最大処理可能枚数を１５０枚とする。
【０８５５】
　ステップＳ９－４で、くるみ製本が設定されていると判断され、ステップＳ９－５に進
み、ＣＰＵ回路部１２２は、印刷枚数が最小処理可能枚数以上でないためくるみ印刷処理
不可能と判断されると、ステップＳ１２－１において、図１７に示すメッセージ画面を液
晶表示部４－２５０に表示させ、印刷を中断するように制御し、ステップＳ１２－２に進
む。
【０８５６】
　図１７は、本発明の画像形成装置において印刷枚数が最小処理可能枚数未満であること
に起因してくるみ製本ができない場合に表示されるメッセージ画面の一例を示す模式図で
ある。
【０８５７】
　図１７において、１１０１は中止キーで、このキーを押下することにより、印刷Ｊｏｂ
を中止することが出来る。また、図１７のメッセージ画面が表示されている間に、図４に
示したスタートキー４－２４１が押下された場合には、くるみ製本を天糊製本に振り替え
て実行するものとする。
【０８５８】
　以下、図１６のフローチャートの説明に戻る。
【０８５９】
　ステップＳ１２－２において、ＣＰＵ回路部１２２は、図１７のメッセージ画面が表示
されている状態でスタートキー４－２４１が押下されたか否かで天糊製本への変更の有無
を判定し、図１７のメッセージ画面が表示されている状態でスタートキー４－２４１が押
下されたと判定した場合には、天糊製本に変更し、ステップＳ９－１４に進む。
【０８６０】
　一方、ステップＳ１２－２で、ＣＰＵ回路部１２２は、図１７のメッセージ画面が表示
されている状態でスタートキー４－２４１が押下されていないと判定した場合には、天糊
製本への変更を行うことなく、ステップＳ９－８に進む。
【０８６１】
　以下、例を挙げてより具体的に説明する。
【０８６２】
　（具体例）
　例えば、両面原稿Ａ４サイズ５枚を原稿給送装置１０１上に積載し、カセット２１４に
Ａ４サイズの厚紙の記録紙、手差しトレイ２２７にフリーサイズ（２９７ｍｍ×４２４ｍ
ｍ　Ａ４サイズの記録紙２枚分＋４ｍｍの背部）の記録紙をセットする。そして、図６，
図７に示した操作の流れに従い、くるみ製本を設定し、スタートキー４－２４１を押下す
る。すると、処理が開始され、（Ｓ９－１）、原稿給送装置１０１から原稿を給紙し、両
面読み取りにて５枚読み取る（Ｓ９－２）。つまり、トータル原稿１０面を読み取る。
【０８６３】
　次にステップＳ９－３に進み、原稿面数が１０面であるため、両面印刷で５枚になると
判断して、印刷枚数を「５」と確定する。
【０８６４】
　次に、ステップＳ９－４で、くるみ製本であると判定され、ステップＳ９－５に進む。
この例では、印刷枚数は５枚であり、かつ最小処理可能枚数は１０枚であるので、印刷枚
数は最小処理可能枚数以下であるため、くるみ製本処理不可能と判断され、ステップＳ１
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２－１に進み、図１７に示したメッセージ画面を表示し、印刷を中断する。
【０８６５】
　次に、天糊製本に振り替えを行うか否かを判断する。図１７に示したメッセージ画面が
表示されている状態で、ユーザによりスタートキー４－２４１が押下されたことをＣＰＵ
回路部１２２が検知すると、ＣＰＵ回路部１２２は天糊製本に振り替えを行うと判断する
。
【０８６６】
　ステップＳ１２－２において、天糊製本に振り替えを行うと判断した場合は、ステップ
Ｓ９－１４に進み、印刷枚数が最大処理枚数を超過していないかを判断する。この例では
、印刷枚数は１００枚で、且つ最大処理可能枚数は１５０枚であるので、排出可能と判断
し、ステップＳ９－１５に進み、中紙を印刷し、天糊製本を行う。
【０８６７】
　一方、ステップＳ１２－２において天糊製本に変更しないと判断した場合は、ステップ
Ｓ９－８に進み、排出可能なトレイあるか否かを判断する。今、トレイ２５６に排出可能
であるためステップＳ９－１２に進み印刷を行い、トレイ２５６へ排出する。
【０８６８】
　ステップＳ９－８において排出可能なトレイがない場合は、ステップＳ９－９に進み、
図１４（ｂ）に示したメッセージ画面を表示し、印刷を中断する。図１４（ｂ）に示すメ
ッセージ画面に表示されている中止キーを押下することにより、印刷Ｊｏｂを中断するこ
とが出来る。
【０８６９】
　なお、図１６のフローチャートでは、ステップＳ９－５で、印刷枚数が最小処理可能枚
数は１０枚未満であるため、くるみ製本処理不可能と判断された場合には、ステップＳ１
２－１に進み、図１７に示したメッセージ画面を表示して、天糊製本に切り替え可能とす
る構成について説明したが、予め図示しない設定画面から切り替え設定（くるみ製本が出
来ない場合に天糊製本へ振り替えを行う設定）を行ってＲＡＭ１２５に格納しておき、ス
テップＳ９－５で、印刷枚数が最小処理可能枚数は１０枚未満であるため、くるみ製本処
理不可能と判断された場合であって、且つ上記切り替え設定がなされている場合にのみ、
ステップＳ１２－１に進み、一方、切り替え設定がなされていない場合には、ステップＳ
９－８に進むように構成してもよい。
【０８７０】
　以上説明したように、ＣＰＵ回路部１２２は、くるみ製本が出来ない場合に天糊製本を
選択可能とするように制御するので、一旦読み込んだ画像をそのまま有効とすることが可
能となる。
【０８７１】
　上記各実施形態では、原稿給送装置１０１において、両面原稿読み取り、プリンタ部２
において両面印刷を行う設定に関して説明したが、原稿読み取り、中紙印刷は、これに限
定するものではなく、片面読み取り、片面印刷等であってもよいことはいうまでもない。
【０８７２】
　なお、上記各実施形態では、プリンタ部（プリンタエンジン）２がレーザビーム方式で
ある場合を例にして説明したが、レーザビーム方式以外の電子写真方式（例えばＬＥＤ方
式）でも、液晶シャッタ方式、インクジェット方式、熱転写方式、昇華方式でもその他の
プリント方式であっても本発明は適用可能である。
【０８７３】
　また、上記第１実施形態～第３実施形態を合わせた構成も全て本発明に含まれるもので
ある。例えば、第２実施形態で示した記録紙の紙種別に応じて最大処理可能枚数，最小処
理可能枚数を変更する制御（図１５のＳ１０－１，Ｓ１０－２）と、第３実施形態で示し
た最小処理可能枚数に満たないため、くるみ製本不可能な場合に天糊製本に切り替える制
御（図１５のＳ１２－１，Ｓ１２－２）とを備えた構成であってもよい。
【０８７４】
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　以上、各実施形態について示したが、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プロ
グラムもしくは記憶媒体等としての実施態様をとることが可能であり、具体的には、複数
の機器から構成されるシステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適
用しても良い。又、本実施形態の画像形成システム１０００は、シート処理装置２３０以
外の全てのユニットは画像形成装置本体（図１において、シート処理装置２３０を除く、
リーダ部１やプリンタ部２の部分）内部に内蔵されている。つまり、ＣＰＵ回路部１２２
や画像メモリ１２０等の主要ユニットは全て画像形成装置本体側が具備する。又、シート
処理装置２３０は画像形成装置本体に対して着脱可能に構成されており、シート処理装置
２３０以外のシート処理装置を接続することも出来る。このように、本実施形態に基づく
本発明は、画像形成装置としての発明でもある。
【０８７５】
　以下、図４２に示すメモリマップを参照して本発明に係る画像形成システムで読み取り
可能なデータ処理プログラムの構成について説明する。
【０８７６】
　図４２は、本発明に係る画像形成システムで読み取り可能な各種データ処理プログラム
を格納する記憶媒体（記録媒体）のメモリマップを説明する図である。
【０８７７】
　なお、特に図示しないが、記憶媒体に記憶されるプログラム群を管理する情報、例えば
バージョン情報，作成者等も記憶され、かつ、プログラム読み出し側のＯＳ等に依存する
情報、例えばプログラムを識別表示するアイコン等も記憶される場合もある。
【０８７８】
　さらに、各種プログラムに従属するデータも上記ディレクトリに管理されている。また
、各種プログラムをコンピュータにインストールするためのプログラムや、インストール
するプログラムが圧縮されている場合に、解凍するプログラム等も記憶される場合もある
。
【０８７９】
　本実施形態における図１３，図１５，図１６に示す機能が外部からインストールされる
プログラム（図１８や図２０や図３６や図３７や図３８の各種管理情報プログラムも含む
）によって、ホストコンピュータにより遂行されていてもよい。そして、その場合、ＣＤ
－ＲＯＭやフラッシュメモリやＦＤ等の記憶媒体により、あるいはネットワークを介して
外部の記憶媒体から、プログラムを含む情報群を出力装置に供給される場合でも本発明は
適用されるものである。
【０８８０】
　例えば、本実施形態の画像形成システム１０００を、外部装置２００２の一例であるホ
ストコンピュータから、使用する場合の一例をもって説明する。
【０８８１】
　図４２に示すような、本実施形態で述べた各種の処理や制御を実行する為のプログラム
データをＷＥＢ等のデータ供給源あるいは上記の記憶媒体からダウンロードしたホストコ
ンピュータにおいて、例えば、ユーザからのマウス或いはキーボード操作に応答し、本画
像形成システム１０００を操作する為のプリンタドライバの起動指示がなされたとする。
これを受け、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該ホストコンピュータの表示部に、図
４０に示す印刷設定画面を表示させる。
【０８８２】
　図４０，図４１は、本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例
を示す図である。
【０８８３】
　そして、例えば、当該図４０の操作画面上の仕上げキー４００１がユーザのマウス操作
により押下されたとする。すると、該ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印刷設定画面
を、図４１のような印刷設定画面に切り換えるよう表示部を制御する。
【０８８４】
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　そして、該ホストコンピュータのＣＰＵは、図４１の印刷設定画面上のシート処理設定
項目４１０１を介して、本画像形成システム１０００が具備するシート処理装置２３０に
より実行させるべきシート処理の種類をユーザにより選択可能に制御する。尚、ここでは
、省略するが、該ホストコンピュータを含む外部装置２００２においては、図４０の画面
や図４１の画面以外の画面として、本実施形態で詳述した各種の表示画面を介して入力可
能な指示と同等の指示を入力可能にするための表示画面を表示させるように構成している
。つまり、上述した各種の処理や制御と同等の処理や制御を外部装置側にて実行可能に構
成されている。
【０８８５】
　そして、ユーザにより、設定項目４１０１を介して所望のシート処理が選択され、図４
０の画面に戻って、ＯＫキーが押下されるとする。
【０８８６】
　これを受け、ホストコンピュータのＣＰＵは、当該印刷設定画面を介してユーザにより
設定された各種印刷条件を示すコマンドと、プリント部２によりプリントさせるべき一連
のプリントデータとを、一つのジョブとして関連付けて、本画像形成システム１０００に
対して、ネットワーク２００１を介して送信する。
【０８８７】
　そして、該コンピュータからのジョブを、本画像形成システム１０００のコネクタ部１
２１が受信すると、これを受け、本システムのＣＰＵ回路部１２２は、当該ホストコンピ
ュータからのジョブを、該ホストコンピュータにてユーザにより設定された処理要件に基
づいて、処理するよう本画像形成システム１０００を制御する。
【０８８８】
　このように構成することで、外部装置２００２等からのジョブでも、上述した各種の効
果を得ることが出来、本画像形成システム１０００の利用効率を更に向上させる事ができ
る。
【０８８９】
　以上のように、前述した実施形態の機能を実現するソフトウエアのプログラムコードを
記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコン
ピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実
行することによっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
【０８９０】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。
【０８９１】
　従って、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより
実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わな
い。
【０８９２】
　プログラムを供給するための記憶媒体としては、例えばフレキシブルディスク、ハード
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＭＯ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ、ＤＶＤなどを用いることができる。
【０８９３】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。
【０８９４】
　その他、プログラムの供給方法としては、クライアントコンピュータのブラウザを用い
てインターネットのホームページに接続し、該ホームページから本発明のコンピュータプ
ログラムそのもの、もしくは、圧縮され自動インストール機能を含むファイルをハードデ
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ィスク等の記録媒体にダウンロードすることによっても供給できる。また、本発明のプロ
グラムを構成するプログラムコードを複数のファイルに分割し、それぞれのファイルを異
なるホームページからダウンロードすることによっても実現可能である。つまり、本発明
の機能処理をコンピュータで実現するためのプログラムファイルを複数のユーザに対して
ダウンロードさせるＷＷＷサーバやｆｔｐサーバ等も本発明の請求項に含まれるものであ
る。
【０８９５】
　また、本発明のプログラムを暗号化してＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体に格納してユーザに
配布し、所定の条件をクリアしたユーザに対し、インターネットを介してホームページか
ら暗号化を解く鍵情報をダウンロードさせ、その鍵情報を使用することにより暗号化され
たプログラムを実行してコンピュータにインストールさせて実現することも可能である。
【０８９６】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全
部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは
言うまでもない。
【０８９７】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０８９８】
　また、本発明は、複数の機器から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からな
る装置に適用してもよい。また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給す
ることによって達成される場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明
を達成するためのソフトウエアによって表されるプログラムを格納した記憶媒体を該シス
テムあるいは装置に読み出すことによって、そのシステムあるいは装置が、本発明の効果
を享受することが可能となる。
【０８９９】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（
各実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から排除する
ものではない。
【０９００】
　又、以上説明したように、本実施形態のように構成することで、例えば、シートに対す
る糊付け処理を実行可能にした画像形成装置や画像形成システムを実際に製品実用化する
にあたり、従来技術として想定したような問題が発生することを未然に防止でき、装置に
て意図しないトラブルが起きたり、作業者に余計な負担をかける等の問題が起こるのを未
然に防止でき、シート糊付け処理を実行できる環境を想定した、使い勝手の良い便利な、
デジタルプリンティングシステム等の画像形成システムや装置を提供することが出来るよ
うにすることができる。
【０９０１】
　又、本実施形態のように構成することで、例えば、糊付け製本処理を行う機器の小型化
により発生する制限事項に起因した糊付け製本時の障害発生を抑えることができ、コスト
、設置面積、小型化により発生する制限事項にともなう使い勝手の悪さ等の問題も解決で
きる。
【０９０２】
　又、本実施形態のように構成することで、例えば、ユーザが様々な製本処理（くるみ製
本や、天糊製本等の糊付け製本処理、や、糊付け処理を禁止した中綴じ製本処理等）を希
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望する可能性も考慮して、このようなニーズに対しても対処できる。
【０９０３】
　又、本実施形態のように構成することで、例えば、本発明は、例えば、糊付け製本印刷
を実行するうえで、多種多様な出力形態をユーザが希望する可能性も考慮して、このよう
なニーズにも対処できる。
【０９０４】
　又、本実施形態のように構成することで、例えば、糊付け製本処理に関わる様々なユー
ザからの様々なニーズに柔軟に対応できる、使い勝手の良い、ユーザメリットを向上させ
る事ができる。
【０９０５】
　このように、例えば、プリントさせたシートに対して糊付け製本処理を実行させたい等
の要望をもったユーザを含む、様々なユーザからの、様々なニーズに対して、柔軟に対応
することも可能となる。
【０９０６】
そして、例えば、従来技術で想定したような、糊付け製本処理を行う機器の小型化により
発生する制限事項に起因した糊付け製本時の障害発生を抑えることができる。
【０９０７】
　また、例えば、表紙をつけない天糊製本処理など、簡易的な糊付け製本処理も、問題な
く、実行することが出来る。
【０９０８】
　さらに、くるみ製本処理が実行出来ない場合に天糊製本処理を選択可能とすることで、
一旦読み込んだ画像をそのまま有効とすることが可能となる。
【０９０９】
　又、ユーザがラージサイズの製本も可能であるかのように錯覚し、ラージサイズの用紙
への印刷及び製本を指定してしまうといった不具合や、糊付け製本機器の最大処理可能枚
数，最小処理可能枚数を把握していないユーザが、該制限枚数を超える枚数の用紙を印刷
製本しようとすることによる製本処理時の障害等の小型化による制限事項に起因した障害
発生を抑えた糊付け製本機器を備えた小型で安価な画像形成装置や画像形成システムを提
供することが可能となる。そして、例えば、コストや設置面積等の事情で、このような製
品の導入を見合わせている顧客等も、導入することができ、ユーザは低コストで糊付け製
本を行うことができる等の効果を奏する。
【０９１０】
　又、例えば、本システムは外部装置からも利用することができるので、本システムの利
用効率を更に向上させる事が出来る。
【０９１１】
　本発明の様々な例と実施形態を示して説明したが、当業者であれば、本発明の趣旨と範
囲は、本明細書内の特定の説明に限定されるのではない。また、上述した各実施形態とそ
の変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０９１２】
【図１】本発明の第１実施形態を示す画像形成システムの構成を示す断面図である。
【図２】図１に示したリーダ部の信号処理構成を示す回路ブロック図である。
【図３】図１に示したリーダ部の信号処理構成を示す回路ブロック図である。
【図４】図３に示した操作部の詳細構成を示す平面図である。
【図５】図４に示した液晶表示部に表示される操作画面の一例を示す模式図である。
【図６】図４に示した液晶表示部に表示される操作画面の一例を示す模式図である。
【図７】図４に示した液晶表示部に表示される操作画面の一例を示す模式図である。
【図８】本実施形態における糊付け製本を説明する模式図である。
【図９】図２に示した画像メモリのメモリマップを示す模式図である。
【図１０】図９に示した画像メモリに対する画像の記憶方法、読み出し方法について説明
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する図である。
【図１１】図１に示したシート処理装置により表紙をつけるくるみ製本の動作を説明する
ための図である。
【図１２】図１に示したシート処理装置により表紙をつけるくるみ製本の動作を説明する
ための図である。
【図１３】本発明の画像形成システムにおける第１の制御処理手順の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１４】本発明の画像形成システムにおけるくるみ製本，天糊製本処理時のメッセージ
画面の一例を示す模式図である。
【図１５】本発明の画像形成システムにおける第２の制御処理手順の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１６】本発明の画像形成システムにおける第３の制御処理手順の一例を示すフローチ
ャートである。
【図１７】本発明の画像形成システムにおいて印刷枚数が最小処理可能枚数未満であるこ
とに起因してくるみ製本ができない場合に表示されるメッセージ画面の一例を示す模式図
である。
【図１８】本実施形態のプリンタ部により印刷可能な複数種類のシートの選択候補と、シ
ート処理装置により実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項を規定
する為の管理情報を、記憶した、管理テーブルの一例を示す図である。
【図１９】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図２０】本実施形態のシート処理装置により実行可能な複数種類のシート処理モード同
士の制限事項を規定する為の管理情報を記憶した、管理テーブルの一例を示す図である。
【図２１】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図２２】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図２３】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図２４】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図２５】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図２６】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図２７】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図２８】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図２９】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３０】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３１】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３２】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３３】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３４】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
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に関する説明図である。
【図３５】本実施形態にて制御対象となる、シート糊付け処理の一例の、くるみ製本処理
に関する説明図である。
【図３６】本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚数
を算出する為の管理情報を記憶した管理テーブルの一例である。
【図３７】本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚数
と、シート処理装置にて実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項を
規定する為の管理情報を記憶した管理テーブルの一例を示す図である。
【図３８】本実施形態にて制御対象となる、処理すべきジョブにて必要なシートの総枚数
と、シート処理装置にて実行可能な複数種類のシート処理の、両者に関わる、制限事項を
規定する為の管理情報を、記憶した、管理テーブルの一例を示す図である。
【図３９】本実施形態にて制御対象となる、中綴じ製本印刷処理に関する説明図である。
【図４０】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図４１】本実施形態にて制御対象となる、ユーザインタフェース画面の一例を示す図で
ある。
【図４２】本発明に係る処理や制御を実現するための各種データ処理プログラムを格納す
る記憶媒体（記録媒体）のメモリマップを説明する図である。
【符号の説明】
【０９１３】
　１　原稿読み取り部（原稿給送装置）
　２　プリンタ部
　２３０　製本ユニット
　３００　糊付けユニット
　１２２　ＣＰＵ回路部
　１２３　操作部
　１２４　ＲＯＭ
　１２５　ＲＡＭ
　４－２５０　液晶表示部
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